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図
的
学
院
大
墜
図
書
館
蔵

『清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』
の
解
題
と
翻
刻

白
日ヨ

山

大
二
郎

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
本
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
三
本
の
『
金
葉
和
歌
集
』
の
う
ち
、
『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
」
を
翻
刻
し
、

そ
の
特
徴

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
」
(
以
下

「清
輔
本
」
)
は
、
園
事
院
大
事
図
書
館
の
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
内
の
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
清
輔
本
は
、
流
布
本
で
あ
る
二
度
本
系
の
中
で
最
も
古
く
に
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
、
さ
ら

に
全
巻
に
わ
た
っ
て
数
多
の
勘
物
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
本
書
の
資
料
的
価
値
が
高
い
と
さ
れ
る
。
先
に
菊
地
仁
氏
が
清
輔
本
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
る
科
、
本
文
の
翻
刻
ま
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
本
文
と
勘
物
を
と
も
に
掲
載
す
る
形
で
翻
刻
し
、
勘
物
に

つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。

【
書
誌
】

列
帖
装
二
冊
。
表
紙
は
金
欄
薄
茶
亀
甲
地
唐
花
紋
、
縦
二
六
・
八
糎
、
横
一
四
・
七
糎
。
外
題
は
、
上
冊
表
紙
の
朱
題
策
に
「
金
葉
倭
詩
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集
全
」
と
あ
り
、
縦
一
四
・
二
糎
、
横
三
・

O
糎
。
見
返
し
は
、
銀
砂
子
に
金
箔
散
ら
し
で
、
表
紙
か
ら
剥
離
し
て
い
る
。
表
紙
の
剥
離
し

た
裏
側
に
は
、
「
上

す
み
つ
き

九
十
三
ま
い
」
の
付
婆
(
縦
八
・
三
糎
、
横
四
・

O
糎
)
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
塗
箱
の
内
側
に
は
、
「
金

葉
和
膏
集

議
抑
制
」
と
書
か
れ
た
短
冊
が
あ
る
。
奥
書
・
蔵
書
印
な
し
。
伝
藤
原
為
家
筆
、
書
写
年
代
は
鎌
倉
中
期
と
さ
れ
る
。

一
九
八
二
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』

の
本
文

本
書
が
「
清
輔
本
」
と
呼
ば
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
「
ま
っ
た
く
不
明
」
と
さ
れ
て
い
る
。

書
写
者
と
さ
れ
て
い
る
藤
原
為
家
は
、
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
建
久
九
年
(
一
一
九
八
)
誕
生
、
建
治
元
年
(
一
二
七
五
)
五

月
一
日
、
波
。
融
覚
、
中
院
禅
門
、
民
部
卿
入
道
と
も
呼
ば
れ
た
。
父
は
藤
原
定
家
、
母
は
藤
原
実
宗
女
。
侍
従
、
権
中
納
言
な
ど
を
経
て
、

正
二
位
権
大
納
言
、
民
部
卿
に
至
っ
た
。
温
和
な
性
格
で
、
順
徳
天
皇
に
寵
愛
さ
れ
、
和
歌
・
蹴
鞠
に
す
ぐ
れ
る
。
『
為
家
卿
千
首
」
、
『
洞

院
摂
政
家
百
首
』
な
ど
の
他
、
「
続
後
撰
和
歌
集
」
、
「
続
古
今
和
歌
集
』

の
撰
定
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
泉
三
家
分
立
の
因
を
作
っ
た
。
家
集

に
『
大
納
言
為
家
集
』
、
歌
学
書
に

『詠
歌
一
体
』『
万
葉
集
佳
詞
』
、
注
釈
書
に

『古
今
序
抄
」
が
あ
る
。
物
語
歌
撰
集
『
風
葉
和
歌
集
」

の
撰
者
と
も
さ
れ
る
。

清
輔
本
の
本
文
は
、
二
度
本
第
三
類
本
(
精
撰
本
)
と
さ
れ
て
い
る
。
『
金
葉
和
歌
集
」
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
は
前
号
に
お
い
て
記

し
て
お
い
た
が
〉
、
本
書
の
総
歌
数
は
六
七
三
首
で
あ
り
、
二
度
本
第
三
類
本
の
善
本
と
さ
れ
る
ノ
l
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
正
宗
文
庫

蔵
伝
二
条
為
明
筆
本
に
近
い
。
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「
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』
の
勘
物

清
輔
本
の
勘
物
は
、
「
調
書
や
歌
に
関
す
る
頭
注
と
、
作
者
に
関
す
る
脚
注
」
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
菊
地
仁
氏
が
翻
刻
を
行
っ
て
い

る
。
菊
地
氏
は
清
輔
本

『後
拾
遺
和
歌
集
」
の
勘
物
と
、
本
書
の
勘
物
を
比
較
し
、
そ
の
二
つ
が
同
一
系
統
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、

本
書
の
勘
物
も
清
輔
自
身
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
源
を
発
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
菊
池
氏
の
説
は
、
根
拠
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
お

り
首
肯
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
勘
物
の
中
に
は
、
例
外
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
両
作
品
が
一
致
し
な
い
例
を
検
証

し、

『清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』
勘
物
の
特
徴
を
考
え
た
い
。

本
書
と
比
較
す
る
清
輔
本
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
は
、
陽
明
文
庫
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
『
後
拾
遺
和
歌
抄
」

解
説
が
あ
る
。
ま
た
、
「
後
拾
遺
和
歌
抄
」
勘
物
の
本
文
は
、
上
野
理
氏
の
翻
刻
に
よ
る
。

一
帖
で
あ
り
、
藤
本

一
恵
氏
の

ま
ず
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
後
拾
遺
和
歌
抄
』
勘
物
と
の
一
致
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
菊
池
氏
が
詳
し
く
検
証
さ
れ
て
い

る
の
で
、
特
筆
す
べ
き
点
の
み
を
挙
げ
る
。

良
選
法
師
に
関
し
て
、
『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
」
と
陽
明
文
庫
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
『
後
拾
遺
和
歌
抄
』
の
勘
物
を
比
較
し
て
み
る
と
、

金葉・・・

山
法
師
/
祇
薗
別
賞

父
/
不
詳

母
賓
方
/
朝
臣
家
女
房
」
童
名
号
白
菊

後
拾
遺
・
・
・

祇
園
別
当
、
父
不
詳
、
母
実
方
女
童
白

と
あ
り
、
両
方
と
も
良
逗
法
師
の
母
の
童
名
を
「
白
菊
」
と
す
る
。
乙
れ
は
、
他
の
文
献
に
は
確
認
で
き
な
い
情
報
で
あ
り
、
両
作
品
の

勘
物
の
一
致
は
、
両
作
品
の
原
本
が
清
輔
周
辺
で
作
ら
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
藤
原
顕
綱
に
つ
い
て
は
、

金葉・・・

前
讃
岐
守
正
四
/
位
下
参
議
正
/
二
位
兼
隆
卿
/
二
男
母
弁
乳
母
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後
拾
遺
・
・
・

前
讃
岐
守
正
四
下
、
参
議
兼
隆
男
、
母
弁
乳
母
。

と
い
う
勘
物
に
な
っ
て
い
る
。
『
尊
卑
文
除
」
に
よ
れ
ば
、
顕
綱
は
兼
経
の
三
男
と
さ
れ
、
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
二
つ

の
勘
物
の
ほ
う

が
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
勘
物
が
揃
っ
て
同
じ
誤
り
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
作
品
の
勘
物
の
関

係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
両
作
品
の
勘
物
が
つ
ね
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
藤
原
通
宗
に
付
さ
れ
た
勘
物
は
、

金葉・・・

後
拾
遺
・
・
・

若
狭
守
正
四
位
下
/
前
大
武
従
三
位
/
経
衡
卿

一
男
母
/
前
筑
前
守
高
/
階
成
順
女

若
狭
守
正
四
下
、
懐
平
卿
一
男
、
母
大
甫
女
。

と
な
っ
て
い
る
。
通
宗
は
、
『
尊
卑
文
肱
』
に
は
大
宰
大
武
藤
原
経
平
の
男
と
な
っ
て
い
る
。

「清
輔
本
金
葉
集
」
の
場
合
は

「平
」
と

「衡」

と
が
同
音
で
あ
り
、
経
衡
の
女
婿
が
通
宗
で
あ
っ
た
た
め
に
混
同
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
の
「
後
拾
遺
和
歌
抄
』
は
、
通
宗
の
曾

祖
父
が
懐
平
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
生
じ
た
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
時
に
両
作
品
の
勘
物
が
異
な
る
間
違
い
を
起
乙
し
て

い
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

平
A
F
h
J
-

』
キ

E
晶

、

、，，
b

-

-

M

，，r

・'tu
‘‘，
s
u

・

源
師
賢
の
、

蔵
人
頭
左
中
弁
/
正
四
位
下
参
議
/
従
二
位
資
通
/
卿
男
母
備
後
/
守
師
長
女

参
議
資
通
男
、
母
下
野
守
政
隆
。
母
伊
予
守
頼
光
女
、
左
中
弁
正
四
位
下
。

の
よ
う
に
、
両
作
品
の
勘
物
が
一
致
し
な
い
場
合
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

金葉・・・

後
拾
遺
・
・
・

両
作
品
の
勘
物
の
情
報
が
一
致
し
た
と
し
て
も
、
和
泉
式
部
の
、

金
葉
・・・

上
東
門
院
女
房
/
越
前
守
正
四
位
下
/
大
江
雅
致
女
或
/
説
中
納
言
懐
平
/
女
云
と
母
越
中
/
守
正
四
位
下
平
/
保
衡

女
太
皇
/
太
后
宮
昌
子
内
/
親
王
乳
母

和
/
泉
守
橘
道
貞
/
為
妻
初
号
和
泉
」
式
部
童
名
御
/
許
丸
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後
拾
遺
・
・
・

越
前
守
正
四
位
下
大
江
致
雅
女
、
母
越
中
守
保
衡
女
。
和
泉
守
通
貞
為
妻
、
の
和
泉
。
童
名
御
許
丸
。
或
権
中
納
言
懐

平
女
。

の
よ
う
に
、
情
報
量
・
書
き
方
の
相
違
が
散
見
さ
れ
る
。
情
報
が
一
致
し
な
い
も
の
は
、
堀
河
右
大
臣
・
津
守
園
基
・
通
俊
・
伊
賀
少
将
・

基
長
・
源
道
済
・
江
侍
従
・
藤
原
隆
家
の
勘
物
で
あ
る
。
乙
の
場
合
、
誤
写
や
誤
解
が
原
因
と
思
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。

一
方
、
両
作
品

勘
物
の
情
報
は
食
い
違
っ
て
い
な
い
が
、
書
き
方
な
ど
に
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
も
の
は
、
藤
原
範
永
・
神
主
成
助
・
六
条
右
大
臣
北

方
・
経
信

・
公
賓
・
藤
原
節
信
・
藤
原
公
任
・
橘
元
任
・
大
蔵
卿
匡
一
房
・
藤
原
賢
子
・
土
御
門
右
大
臣
・
藤
原
伊
家
・
律
師
慶
範
・
藤
原

兼一房

・
宇
治
前
太
政
大
臣
・
大
江
公
資
・
資
通
・
藤
原
家
経
・
源
頼
家
朝
臣

・
中
納
言
女
王
・
長
房
・
僧
正
深
費
・
藤
原
保
昌
・
藤
原
惟

規
・
康
資
王
母
・
橘
季
通
・
周
防
内
侍
・
上
東
門
院

・
源
信
宗
朝
臣
の
勘
物
で
あ
る
。

藤
原
公
任
の
勘
物
で
は
、
そ
の
父
頼
忠
を
、
『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』
で
は
「
廉
義
公
男
〈
頼
忠
こ
と
し
、
「
後
拾
遺
和
歌
抄
」
で
は
「
三

条
太
政
大
臣
」
と
す
る
な
ど
、
高
名
な
人
物
の
呼
称
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
両
作
品
の
勘
物
の
関
係
性
は
複
雑
な
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
図
的
学
院
大
事
図
書
館
蔵
の
『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』
と
『
後
拾
遺
和
歌
抄
』
と
の
同
一
・
相
違
す
る
勘
物
を
み
て
き
た
。
「
清

輔
本
金
葉
和
歌
集
」
の
祖
本
は
、
清
輔
周
辺
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
、
二
つ
の
勘
物
が
同
一
系
統
で
あ
る
乙
と
は
お
お
む
ね
認
め
ら
れ
る

が
、
相
違
す
る
点
も
多
く
見
ら
れ
、

一
概
に
近
似
し
て
い
る
と
も
言
い
難
い
。
全
体
的
に
『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』
勘
物
の
ほ
う
が
情
報

量
が
多
く
、
後
世
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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註(1)

『国
事
院
大
挙
図
書
館
蔵
武
田
祐
吉
博
士
旧
蔵
善
本
解
題
』
(
園
事
院
大
事
武
田
祐
吉
博
士
旧
蔵
善
本
解
題
編
集
委
員
会
編

一
九
八
五
年
一
七
j
一
八
頁
)
。

(2)

注
2
に
問
。
「
清
輔
本
」
の
名
称
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

(3)

樋
口
芳
麻
呂
氏
「
藤
原
為
家
」
(
第
一
二
巻
吉
川
弘
文
館
一
九
九
一
年
)
。
ほ
か
、
久
保
田
淳
氏
「
為
家
と
光
俊
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」

第
三
五
巻
五
号
一
九
五
八
年
五
月
)
、
佐
藤
恒
雄
氏
「
藤
原
為
家
年
譜
(
晩
年
)
」
(
「
中
世
文
学
研
究
」
第
二
二
号
一
九
八
七
年
八
月
)

な
ど
を
参
考
に
し
た
。

(4)

正
宗
敦
夫
氏
「
金
葉
和
歌
集
講
義
」
(
自
治
日
報
社

一
九
六
八
年
)
に
二
度
本
第
三
類
本
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

(5)

「
図
的
学
院
大
事
図
書
館
蔵
伝
楠
木
正
虎
筆
『
金
葉
和
歌
集
」
の
解
題
と
翻
刻
」
(
「園
事
院
大
事
校
史
・
学
術
資
産
研
究
」
第
三
号

二
O
二
年
三
月
)
。

(6)

藤
本
一
恵
「
他
伝
本
と
の
本
文
異
同
」
『太
山
寺
本
後
拾
遺
和
歌
集
と
そ
の
研
究
」
桜
楓
社
一
九
七
一
年

(7)

「
〔
資
料
紹
介
〕
園
事
院
大
事
図
書
館
蔵
『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』
の
勘
物
|
紹
介
と
翻
刻
|
」
(
「
園
事
院
雑
誌
」
第
八
六
巻
一
号

一
九
八
五
年

一
月)。

(8
)

「
解
説
」
(
陽
明
叢
書
図
書
篇
第
二
輯
後
拾
遺
和
歌
集
思
文
閣
出
版

一
九
七
七
年
)。

(9)

「
後
拾
遺
集
の
勘
物
」
(
「後
拾
遺
集
前
後
』
笠
間
書
院
一
九
七
六
年
)
。

(
叩
)
『
国
史
大
辞
典
』
も
『
尊
卑
文
肱
』
と
同
じ
く

「
参
議
兼
経
の
男
」
と
す
る
。

(
日
)
『
経
衡
集
』
に
通
宗
の
歌
が
入
っ
て
い
る
た
め
に
、
混
同
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

(
ロ
)
『
尊
卑
文
、
肱
』
で
は
、
頼
光
女
と
な
っ
て
い
る
。

角
川
書
庖
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【
翻
刻
】

為
家
筆
『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
」
上
・
下
冊

重
要
文
化
財

貴
1
8
5
3
j
1
8
5
4

{
凡
例
}

-
漢
字
は
通
行
の
も
の
を
用
い
た
が
、
旧
字
体
や
俗
字
に
近
い
場
合

は
、
原
本
の
表
記
に
し
た
が
っ
た
。

• 
............ 

〉
内
は
翻
刻
者
注
を
示
す
。

-r-、、

)
内
の
数
字
は
歌
番
号
を
示
す
。

-
丁
数
及
び
表
裏
は
、
」
〈
1
丁
オ
〉
と
し
て
丁
の
最
後
に
示
し
た
。

-
勘
物
の
う
ち
、
頭
注
は
【
頭
】
、
脚
注
は
{
脚
}
と
し
て
、
該
当

部
分
の
後
に
お
い
た
。

-
勘
物
部
分
の
“

/
"
は
改
行
を
示
し
、
“
」
"
は
改
頁
を
示
す
。

-
一
囲
み
線
の
文
字
一
は
、
虫
喰
い
な
ど
に
よ
る
判
読
を
示
す
。

『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』
上
冊

・
表
紙
裏
に
「
上
す
み
つ
き
/
九
十
三
ま
い
」

・
遊
紙
、
前
後
に
各
1
丁

の
貼
紙
あ
り

金
葉
和
詩
集
巻
第
一

春
部

堀
河
院
御
時
百
首
和
膏
め
し
け
る

に
立
春
の
こ
h

ろ
を
つ
か
ま
つ
り
け

る

修

理

大

夫

顕

季

【
脚
}
廿
首
/
正
三
位
兵
衛
佐
/
讃
岐
尾
張
/
丹
波

播
磨
/
伊
与

美

作
/
修
理
大
夫
/
大
蔵
大
宰
等
経
/
畢

う
ち
な
ひ
き
は
る
は
き
に
け
り
ゃ
ま
か
は
の

い
は
ま
の
こ
ほ
り
け
ふ
や
と
く
ら
む

(1)

春

宮

大

夫

公

賓

」

〈

1
丁
オ
〉

{
脚
}
大
納
言
正
二
位
」
賓
季
男
/
中
納
言
公
成
/
孫
母
経
平
/
卿
女

は
る
た
ち
て
こ
す
ゑ
に
き
え
ぬ
し
ら
ゆ
き
は

ま
た
き
に
さ
け
る
花
か
と
ぞ
み
る

(2)

藤
原
顕
仲
朝
臣

【
脚
}
廿
四
首
/
大
納
言
正
二
位
/
資
平
孫
前
中
/
納
言
正
一

一位
資
/
仲
男

散
位
従
/
四
位
下
入
道
号
/
八
条
兵
衛
佐
入
/
道
能
書
也
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い
つ
し
か
と
あ
け
ゆ
く
そ
ら
の
か
す
め
る
は

あ
ま
の
と
よ
り
や
春
は
た
つ
ら
む

(3)

皇
后
宮
肥
後

【
頭
}
二
条
大
宮
女
房
/
太
宮
令
子
白
河
/
院
女

【
脚
】
常
陸
守
藤
原
/
賓
宗
為
妻
の
/
後
号
常
陸
肥
/
後
守
藤
原
定
/
成
女

八
首
入
之

つ
ら
h

ゐ
し
ほ
そ
た
に
か
は
の
と
け
ゆ
く
は

み
な
か
み
よ
り
や
春
は
た
つ
ら
む

(4)

」

〈

1
丁
ウ
〉

人
に
か
は
り
て
よ
め
る前

斎
宮
内
侍

【
頭
】
堀
河
院
百
首
/
河
内
苛
也
内
侍
/
河
内
弟
也
何
代
/
款
河
内
百
合
花

/
也
此
両
人
権
僧
正
/
永
縁
之
梯
妹
也
/
斎
宮
ハ
樋
口
斎
/
宮
俊
子

後
三
条

院

女

【
脚
】
五
首
/
大
蔵
大
輔
永
/
相
女

は
る
の
く
る
よ
の
ま
の
か
せ
の
い
か
な
れ
は

け
さ
ふ
く
に
し
も
乙
ぽ
り
と
く
ら
む

(5)

は
つ
春
の
?
」
〉
ろ
を
よ
め
る

大
宰
大
武
長
賓

【
脚
】
十
四
首

い
つ
し
か
と
は
る
の
し
る
し
に
た
つ
も
の
は

あ
し
た
の
は
ら
の
か
す
み
な
り
け
り

(6)

」

〈

2
丁
オ
〉
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む
つ
き
の
つ
い
た
ち
こ
ろ
ゆ
き
の
ふ

り
侍
り
け
る
を
み
て
つ
か
は
し
げ
る

修
理
大
夫
顕
季

あ
ら
た
ま
の
と
し
の
は
し
め
に
ふ
り
し
け
は

は
つ
ゆ
き
と
乙
そ
い
ふ
ヘ
か
り
け
れ

(
7
)

か

ヘ

し

春

宮

大

夫

公

賓

あ
さ
と
あ
け
て
は
る
の
こ
す
ゑ
の
雪
み
れ
は

は
つ
は
な
と
も
や
い
ふ
ヘ
か
る
ら
む

(
8
)

」

〈

2
丁
ウ
〉

賓
行
卿
の
家
の
膏
合
に
か
す
み
の

心

を

よ

め

る

少

将

公

教

母

【
頭
】
少
将
字
甚
無
/
益
後
拾
遺
ニ
/
少
将
義
孝
卜
/
注
ハ
依
有
同
名
/
也

【
脚
】
二
首
/
正
一二
位
修
理
大
/
夫
顕
季
卿
女
/
母
経
平
女

あ
さ
み
と
り
か
す
め
る
そ
ら
の
け
し
き
に
や

と
き
は
の
や
ま
は
は
る
を
し
る
ら
む

(9)

藤
原
顕
輔
朝
臣

【
脚
】
十
四
首

と
し
こ
と
に
か
は
ら
ぬ
も
の
は
春
か
す
み

た
っ
た
の
や
ま
の
け
し
き
な
り
け
り
(
叩
)

霞
の
乙
〉
ろ
を
よ
め
る

」

〈

3
丁
オ
〉

大
宰
大
武
長
賓

あ
っ
さ
ゆ
み
は
る
の
け
し
き
に
な
り
に
け
り

い
る
さ
の
や
ま
に
か
す
み
た
な
ひ
く
(
日
)

百
首
寄
の
な
か
に
、
鴬
の
心
を
讃
る

{
頭
】
堀
河
院
百
首
/
也

修
理
大
夫
顕
季

う
く
ひ
す
の
な
く
に
つ
け
て
や
ま
か
ね
ふ
く

き
ひ
の
や
ま
ひ
と
は
る
を
し
る
ら
む
(
ロ
)

は
し
め
て
う
く
ひ
す
を
き
く
と

」

〈

3
丁
ウ
〉

い
え
る
こ
と
を
よ
め
る春

宮
大
夫
公
賓

け
ふ
よ
り
や
む
め
の
た
ち
え
に
う
く
ひ
す
の

こ
ゑ
さ
と
な
る
〉
は
し
め
な
る
ら
む
(
日
)

正
月
八
日
春
の
た
ち
け
る
に
、
鴬
の

な
き
け
る
を
き
〉
て
よ
め
る

藤
原
顕
輔
朝
臣

け
ふ
や
さ
は
ゆ
き
う
ち
と
け
て
う
く
ひ
す
の

」

〈

4
丁
オ
〉

み
や
こ
に
い
つ
る
は
つ
ね
な
る
ら
む

(U)

暁
聞
鴬
と
い
え
る
こ
と
を
よ
め
る

源
雅
兼
朝
臣

【
脚
】
五
首
/
右
大
臣
従
一
位
/
顕

房

男

母
/
惟
綱
女
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う
く
ひ
す
の
こ
っ
た
ふ
さ
ま
も
ゆ
か
し
き
に

い
ま
ひ
と
こ
ゑ
は
あ
け
は
て
〉
な
け
(
日
)

皇
后
宮
に
て
人
き
膏
っ
か
う
ま

【
頭
】
二
条
太
宮

つ
り
け
る
に
雨
重
鴬
と
い
ヘ
る
事

を

よ

め

る

源

俊

頼

朝

臣

【
脚
}
舟

一
首
/
大
納
言
経
信
男
/
母
土
左
守
貞
/
売
女

」

〈

4
丁
ウ
〉

は
る
さ
め
は
ふ
り
し
む
れ
と
も
う
く
ひ
す
の

こ
ゑ
は
し
ほ
れ
ぬ
も
の
に
そ
あ
り
け
る
お
)

良
濯
法
師
し
の
ひ
て
も
の
へ
ま
か

り
け
る
に
左
大
弁
経
頼
か
家
の

む
め
さ
か
り
に
さ
き
た
り
け
れ
は

門
に
ひ
ね
も
す
に
た
ち
く
ら
し
て

ゆ
ふ
か
た
い
ひ
い
れ
侍
り
け
る

良
逗
法
師

山
法
師
/
祇
薗
別
嘗
父
/
不
詳

」

〈

5
丁
オ
〉

母
賓
方
/
朝
臣
家
女
房
」

{
脚
}
四
首

童
名
号
白
菊

む
め
の
は
な
に
ほ
ふ
あ
た
り
は
よ
き
て
こ
そ

い
そ
く
み
ち
を
は
ゆ
く
へ
か
り
け
れ
(
口
)

梅
花
夜
薫
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

前
大
宰
大
武
長
房

【脚】

三
首
/
前
中
納
言
隆
家
/
孫
前
大
納
言
正
/
二
位
経
輔
男
/
母
資
業

卿
女
/
前
参
議
前
帥
/
不
畢
一
任
伺
称
/
半
大
武

む
め
か
え
に
か
せ
や
ふ
く
ら
む
春
の
よ
は

お
ら
ぬ
そ
て
さ
ヘ
に
ほ
ひ
ぬ
る
哉
(
日
)

朱
雀
院
に
人
注
ま
か
り
て
関
庭
梅

【頭】

三
条
南
四
条
北
/
朱
雀
西

皇

嘉

/
大
路
東
也

花
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

」

〈

5
丁
ウ
〉

大
納
言
経
信

{
脚
】
廿
四
首
/
中
納
言
道
方
/
男

け
ふ
こ
h

に
み
に
こ
さ
り
せ
は
む
め
の
は
な

ひ
と
り
や
春
の
か
せ
に
ち
ら
ま
し
(
印
)

道
雅
卿
家
膏
合
に
む
め
の
は
な
を

よ

め

る

藤

原

兼

房

朝

臣

【
脚
】
三
首
/
粟
田
関
白
道
/
兼
孫
前
中
納
言

/
正
二
位
兼
隆
/
男
母
参
議

源
/
扶
義
女
前
讃
/
岐
守
正
四
位
下
/
号
粟
田
讃
岐
/
守

ち
り
か
〉
る
か
け
は
み
ゆ
れ
と
む
め
の
は
な

み
つ
に
は
か
こ
そ
う
つ
ら
さ
り
け
れ
あ
)

梅
花
を
よ
め
る

」

〈

6
丁
オ
〉

源
忠
季
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【
脚
}
=
一首
/
従
三
位
神
祇
/
伯
顕
伸
男

か
き
り
あ
り
て
ち
り
は
〉
っ
と
も
梅
の
は
な

か
を
は
こ
す
ゑ
に
の
こ
せ
と
そ
お
も
ふ
(
幻
)

子
日
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

大
中
臣
公
長
朝
臣

{
脚
】
五
首
/
公
政
男

公
政
/
号
大
田
大
夫

か
す
か
の
〉
ね
の
ひ
の
ま
つ
は
ひ
か
て
こ
そ

神
さ
ひ
ゆ
か
む
か
け
に
か
く
れ
め
(
幻
)

百
首
膏
の
中
に
子
日
の
こ
〉
ろ
を
よ

」

〈

6
丁
ウ
〉

め
る

{
頭
】
堀
河
院
百
首
/
寄
也

大
蔵
卿
匡
房

{
脚
}
七
首
/
式
部
大
輔
挙
/
周
孫
成
衡
男
/
中
納
言

は
る
か
す
み
た
ち
か
く
せ
と
も
ひ
め
と
ま
っ

ひ
く
ま
の
〉
ヘ
に
わ
れ
は
き
に
け
り
(
お
)

柳

糸

随

風

院

御

製

【
脚
】
白
河
院
後
三
条
/
院
皇
子
母
儀
/
贈
大
后
茂
子
/
大
后

/
御
詳
貞
仁
無
/
御
法
名
井
御
/
授
戒
十
七
歳
/
立
太
子
廿
歳
/
御

位
廿
四
歳
譲
位
/
七
十
七
崩

か
せ
ふ
け
は
や
な
き
の
い
と
の
か
た
よ
り
に

な
ひ
く
に
つ
け
て
す
く
る
春
哉

(μ)

百
首
寄
の
な
か
に
柳
を
よ
め
る

公
成
女

春
宮
大
夫
公
費

{
頭
】
堀
河
院
百
首
/
膏
也

あ
さ
ま
た
き
ふ
き
く
る
か
せ
に
ま
か
す
れ
は

か
た
よ
り
し
け
り
あ
を
や
き
の
い
と
(
お
)

池
岸
柳
を
よ
め
る

源
雅
兼
朝
臣

か
せ
ふ
け
は
な
み
の
あ
や
を
る
い
け
み
つ
に

い
と
ひ
き
そ
ふ
る
き
し
の
あ
を
や
き
(
お
)

よ
ふ
こ
と
り
を
よ
め
る前

斎
宮
尾
張

{
脚
】
二
首
/
兼
昌
女
也

い
と
か
や
ま
く
る
ひ
と
も
な
き
ゅ
ふ
く
れ
に

こ
h

ろ
ほ
そ
く
も
よ
ふ
こ
と
り
哉
(
幻
)

霞
中
帰
属
を
よ
め
る

藤
原
成
通
朝
臣

【
脚
】
五
首

こ
ゑ
せ
す
は
い
か
て
し
ら
ま
し
は
る
か
す
み

へ
た
つ
る
そ
ら
に
か
へ
る
か
り
か
ね
(
お
)

帰
属
を
よ
め
る

藤
原
経
道

」

〈

7
丁
オ
〉

」

〈

7
丁
ウ
〉

」

〈

8
丁
オ
〉
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【脚】

一
首
/
正
二
位
中
納
言
懐
/
平
男
母
中
納
言
/
源
保
光
女
経
/
平
父

也

い
ま
は
と
て
こ
し
ち
に
か
ヘ
る
か
り
か
ね
は

は
ね
も
た
ゆ
く
や
ゆ
き
か
〉
る
ら
む
(
却
)

花

薫

風

撮

政

左

大

臣

{
頭
】
大
織
冠
鎌
足
/
淡
海
公
不
比
等
/
房
前

冬
嗣
/
忠
仁
公

内
麿
/
閑
院
大
臣

真
楯
/
長
岡
大
臣

良
房
/
昭
宣
公
賢
一
時
賊
子
/
貞
信

兼
家
/
御
堂
道
長
/

公

師
輔
」
大
入
道
殿

頼
通
/
京
極
殿

師
通
/
冨
家
殿

忠
平
/
九
条
殿

宇
治
殿

師
賀
/
後
二
条
殿

忠
質
/
法
性
寺
殿

よ
し
の
や
ま
み
ね
の
さ
く
ら
や
さ
き
ぬ
ら
む

ふ
も
と
の
さ
と
に
に
ほ
ふ
は
る
か
せ
(
初
)

{
脚
}
十
五
首
/
法
性
寺
殿

白
河
花
見
御
幸

忠
通
/

【脚】

新
院
御
製

一
首
/
鳥
羽
院
御
詳
/
宗
仁
御
賓
名
〈
マ
マ
〉
/
空
覚

一
歳
立
/
太

子
五
歳
即
位
/
廿
一
譲
位
五
十
四
崩
/
賀
行
尊
僧
正
」
作
云
き

た

つ

ね

つ

る

わ

れ

を

や

花

も

ま

ち

つ

ら

む

」

〈8
丁
ウ
〉

い
ま
そ
さ
か
り
に
に
ほ
ひ
ま
し
け
る
(
況
)

太
政
大
臣

【
脚
】
一

首
/
久
我
太
政
大
臣
/
雅
賓
右
大
臣
/
従
一
位
顕
房
/
男
母
隆
俊

卿
/
女

し
ら
か
は
の
な
か
れ
ひ
さ
し
き
や
と
な
れ
は

は
な
の
に
ほ
ひ
も
の
と
け
か
り
け
り
(
位
)

人
に
か
は
り
て
よ
め
る

{頭
】
花
見
御
幸
事
/
大
治
〈
マ
マ
〉
元
年
〈
甲
/
辰
〉
閏
/
二
月
十
四
日

十
三

/
日
延
引
密
風
間
/
件
日
院
御
随
/
身
装
束
尋
」
常
而
掘
政
随

/
身
着
飾
法
/
皇
令
驚
給
/
仰
此
日
延
引
/
次
回
着
錦
揖
/
政
随
身

成
悌
/
改
尋
常
装
/
束
ほ
件
和
善
/
序
内
大
臣
権
/
帥
雅
兼

大
宰
大
武
長
賓

【
脚
】
右
衛
門
督
通
/
季
代
也

ふ
く
か
せ
も
は
な
の
あ
た
り
は
こ
h

ろ
せ
よ

け
ふ
を
は
つ
ね
の
は
る
と
や
は
み
る
(
お
)

待
賢
門
院
兵
衛

{
脚
】
待
賢
門
院
御
/
名
理
子
/
神
祇
伯
顕
仲
/
卿
女

よ
ろ
つ
よ
の
た
め
し
と
み
ゆ
る
は
な
の
い
ろ
を

う
つ
し
と
〉
め
よ
し
ら
か
は
の
み
つ
(
鈍
)

源
雅
兼
朝
臣

と
し
こ
と
に
さ
き
そ
ふ
や
と
の
さ
く
ら
は
な

な
を
ゆ
く
す
ゑ
の
は
る
そ
ゆ
か
し
き
(
お
)

宇
治
前
太
政
大
臣
の
京
極
家
御
幸

」
〈9
丁
オ
〉

一
首
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院
御
製

{
頭
】
土
御
門
南
近
衛
/
北
冨
小
路
東
/
京
極
西
二
町
也

」〈
9
丁
ウ
〉

は
る
か
す
み
た
ち
か
へ
る
へ
き
そ
ら
そ
な
き

は
な
の
に
ほ
ひ
に
と
〉
ろ
と
ま
り
て
(
お
)

遠
山
桜
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

春
宮
大
夫
公
賓

し
ら
く
も
と
を
ち
の
た
か
ね
の
み
え
つ
る
は

み
ね
つ
〉
き
さ
く
さ
く
ら
な
り
け
り
(
幻
)

松
間
模
花
と
い
ヘ
る
こ
と
を

内
大
臣

【
脚
】
九
首
/
花
薗
大
臣
後
三
/
条
院
孫
三
宮
/
男

」
〈
叩
丁
オ
〉

母
中
宮
大
夫
/
師
忠

女

は
る
こ
と
に
ま
つ
の
み
と
り
に
う
つ
も
れ
て

か
せ
に
し
ら
れ
ぬ
は
な
さ
く
ら
か
な
(
お
)

左
兵
衛
督
賞
能

{
脚
】
八
首
/
正
二
位
大
納
言
公
/
賓
男
母
但
馬
/
守
隆
方
朝
臣
女

こ
の
は
る
は
の
と
か
に
〉
ほ
ヘ
さ
く
ら
は
な

え
た
さ
し
か
は
す
松
の
し
る
し
に
(
拘
)

新
院
御
方
に
て
花
契
還
年
と

い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

【脚】

待
賢
門
院
中
納
言

一
首
/
右
京
大
夫
藤

/
原
定
賓
女

」
〈
叩
丁
ウ
〉

し
ら
く
も
に
ま
か
ふ
さ
く
ら
の
こ
す
ゑ
に
て

ち
と
せ
の
は
る
を
そ
ら
に
し
る
か
な
(
判
)

藤
原
顕
輔
朝
臣

よ
ろ
つ
ょ
に
み
る
へ
き
は
な
の
い
ろ
な
れ
と

け
ふ
の
に
ほ
ひ
を
い
つ
か
わ
す
れ
む
(
叫
)

終
日
尋
花
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
貞
高
朝
臣

【
脚
}
土
左
守
従
四
位
/
俊
頼
ニ
外
祖
父
/
播
磨
守
国
/
盛
男

し
ら
く
も
に
ま
か
ふ
さ
く
ら
を
た
つ
ぬ
と
て
」
〈
日
丁
オ
〉

か
〉
ら
ぬ
や
ま
の
な
か
り
け
る
哉
(
必
)

堀
河
院
御
時
女
一
房
た
ち
を
花
山
の

は
な
み
せ
に
つ
か
は
し
た
り
け
る
か

か
へ
り
ま
い
り
て
御
前
に
て
膏
つ

か
う
ま
つ
り
け
る
に
女
房
に
か
は
り

て
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る堀

河
院
御
製

【
脚
】
四
首
/
詳
善
仁
八
歳
/
即
位
廿
九
崩

よ
そ
に
て
は
い
は
こ
す
た
き
と
み
ゆ
る
哉

〈
日
丁
ウ
〉
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み
ね
の
さ
く
ら
や
さ
か
り
な
る
ら
む
(
必
)

源
師
俊
朝
臣

【
脚
】
七
首
/
左
大
臣
従
一
位
/
俊
房
男

ふ
け
く
れ
ぬ
あ
す
も
き
て
み
む
さ
く
ら
は
な

こ
〉
ろ
し
て
ふ
け
は
る
の
や
ま
か
せ
(
糾
)

【
頭
}
兼
盛
膏
云
/
ケ
フ
ク
レ
ヌ
ア
/
ス
モ
キ
テ
ミ
ム
/
サ
ク
ラ
ハ
ナ
ハ
ナ

/
チ
ル
ハ
カ
リ
フ
ク
ナ
/
ハ
ル
カ
セ

翫
山
花
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
宰
大
武
長
賓

か
〉
み
や
ま
う
つ
ろ
ふ
は
な
を
み
て
し
よ
り

お
も
か
け
に
の
み
た
〉
ぬ
ひ
そ
な
き
(
必
)

」
〈
ロ
丁
オ
〉

深

山

花

揚

政

左

大

臣

み
ね
つ
〉
き
に
ほ
ふ
さ
く
ら
を
し
る
ヘ
に
て

し
ら
ぬ
や
ま
ち
に
か
〉
り
ぬ
る
哉
(
“
)

人
ミ
に
さ
く
ら
の
う
た
十
首
よ
ま
せ

侍
り
け
る
に
よ
め
る

修
理
大
夫
顕
季

さ
く
ら
は
な
さ
き
ぬ
る
と
き
は
よ
し
の
や
ま

た
ち
も
の
ほ
ら
ぬ
み
ね
の
し
ら
く
も
(
灯
)

」
〈ロ
丁
ウ
〉

宇
治
前
太
政
大
臣
家
寄
合
に
さ
く

ら
を
よ
め
る

【
頭
】
高
陽
院
膏
合

皇
后
宮
揚
津

{
脚
】
四
首

ち
り
つ
も
る
に
は
を
そ
み
ま
し
さ
く
ら
は
な

か
せ
よ
り
さ
き
に
た
つ
ね
さ
り
せ
は
(
必
)

源
俊
頼
朝
臣

【
頭
】
同
前

や
ま
さ
く
ら
さ
き
そ
め
し
よ
り
ひ
さ
か
た
の

く
も
ゐ
に
み
ゆ
る
た
き
の
し
ら
い
と

(ω)

」
〈
日
丁
オ
〉

花

為

春

友

内

大

臣

ち
ら
ぬ
ま
は
は
な
を
と
も
に
て
す
き
ぬ
ヘ
し

は
る
よ
り
の
ち
の
し
る
ひ
と
も
哉
(
印
)

山
花
留
人
と
い
ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る

大
中
臣
公
長
朝
臣

を
の
と
え
は
こ
の
も
と
に
て
ゃ
く
ち
な
ま
し

春
を
か
き
ら
ぬ
さ
く
ら
な
り
せ
は
(
日
)

遥
見
山
花
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

」
〈
臼
丁
ウ
〉

大
蔵
卿
匡
房

は
っ
せ
や
ま
く
も
ゐ
に
は
な
の
さ
き
ぬ
れ
は
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あ
ま
の
か
は
な
み
た
つ
か
と
そ
み
る
(
臼
)

藤
原
忠
隆

【
脚
】
四
首
/
改
号
資
基
/
能
登
大
夫
是
/
也

よ
し
の
や
ま
み
ね
に
な
み
よ
る
し
ら
く
も
と

み
ゆ
る
は
は
な
の
こ
す
ゑ
な
り
け
り
(
臼
)

堀
河
院
御
時
女
御
殿
女
房
た
ち
く
し

て

花

み

あ

り

き

け

る

に

よ

め

る

」

〈

U
丁オ〉

【
頭
】
贈
皇
大
后
宮
鳥
/
羽
院
母
儀
按
察
/
大
納
言
賓
季
女
/
御
名
政
子
匡

房
」
撰
進
云
々
/
母
儀
経
平
女
政
/
子
孫
繁
昌
草
/
也
仰
件
字
ヲ
/

撰
進
云
々
皇
子
/
誕
生
後
第
九
/
箇
日
莞

前
斎
宮
筑
前
乳
母

は
る
こ
と
に
あ
か
ぬ
に
ほ
ひ
を
さ
く
ら
は
な

い
か
な
る
か
せ
か
お
し
ま
さ
る
ら
む
(
弘
)

人
に
か
は
り
て
よ
め
る僧

正
行
尊

【
脚
】
十
首
/
平
等
院
僧
正
/
参
議
侍
従
量
/
一
一
位
源
基
平
/
男
基
平
小

一

/
条
院
男

よ
そ
に
て
は
お
し
み
に
き
つ
る
は
な
〉
れ
と

お
ら
で
は
え
こ
そ
か
ヘ
る
ま
し
け
れ
(
日
)

後
冷
泉
院
御
時
皇
后
宮
膏
合
に
さ

【
頭
】
四
条
宮
特
肝
殿
女

」
〈U
丁
ウ
〉

く
ら
を
よ
め
る

堀
河
右
大
臣

{
頭
】
詩
膏
管
絃
之
/
長
也
被
懐
姫
/
之
時
母
夢
有
/
人
云
所
姫
之
児
/
ハ

菩
提
綾
支
/
化
身
也
法
華
/
経
一
部
持
経
/
者
也
希
代
事

【
脚
}
従
一
位
右
大
臣
頼
/
宗
号
入
道
右
大
/
臣
御
堂
入
道
/
殿
三
男
男
母

成
/
明
親
王
女
/
高
松
殿
也

は
る
さ
め
に
ぬ
れ
て
た
つ
ね
む
や
ま
さ
く
ら

く
も
の
か
へ
し
の
あ
ら
し
も
そ
ふ
く
(
日
)

月
前
見
花
と
い
ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る

大
蔵
卿
匡
一房

月
か
け
に
は
れ
み
る
よ
は
の
う
き
く
も
は

か
せ
の
つ
ら
さ
に
お
と
ら
さ
り
け
り
(
貯
)

」
〈
日
丁
オ
〉

顕
季
卿
家
に
て
桜
奇
十
首
人
き

に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
よ
め
る

大
宰
大
武
長
賓

は
る
の
日
の
h

と
け
き
そ
ら
に
ふ
る
ゆ
き
は

か
せ
に
み
た
る
〉
は
な
に
さ
り
け
る
(
臼
)

水
上
落
花
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
雅
兼
朝
臣

は
な
さ
そ
ふ
あ
ら
し
や
み
ね
を
わ
た
る
ら
む

」
〈
日
丁
ウ
〉
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さ
く
ら
な
み
よ
る
た
に
か
は
の
み
つ
(
印
)

落
花
満
庭
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

左
兵
衛
督
賞
能

け
さ
み
れ
は
よ
は
の
あ
ら
し
に
ち
り
は
て
〉

に
は
こ
そ
は
な
の
さ
か
り
な
り
け
れ

(ω)

堀
河
院
御
時
中
宮
御
方
に
て
風
静

【
頭
】
後
三
条
院
小
女
/
中
宮
篤
(
ト
ク
)
子

花
香
と
い
ヘ
る
こ
と
を
つ
か
ま
つ
れ
る

源
俊
頼
朝
臣

」
〈凶
丁
オ
〉

こ
す
ゑ
に
は
ふ
く
と
も
み
え
て
さ
く
ら
は
な

か
ほ
る
そ
か
せ
の
し
る
し
な
り
け
る
(
臼
)

落
花
の
心
を
よ
め
る

長
賞
卿
母

春
こ
と
に
お
な
し
さ
く
ら
の
は
な
な
れ
は

お
し
む
こ
〉
ろ
も
か
は
ら
さ
り
け
り
(
位
)

落
花
随
風
と
い
ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る

右

兵

衛

督

伊

通

」

〈

日

丁

ウ

〉

【
脚
】
四
首
/
大
宮
右
大
臣
俊
/
家
孫
正
二
位
」
大
納
言
宗
通
/
男
母
修
理

大
/
夫
顕
季
女

う
ら
や
ま
し
い
か
に
ふ
け
は
か
は
る
か
せ
の

は
な
を
こ
h

ろ
に
ま
か
せ
そ
め
け
む
(
臼
)

水
上
落
花
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

み
な
か
み
に
は
な
や
ち
る
ら
む
や
ま
か
は
の

ゐ
く
ひ
に
い
と
〉
か
h

る
し
ら
な
み

(ω)

藤
原
成
通
朝
臣

{
脚
】
父
祖
同
伊
通

み
つ
の
お
も
に
ち
り
つ
む
花
を
み
る
時
そ

」
〈
口
丁
オ
〉

は
し
め
て
か
せ
は
う
れ
し
か
り
け
る
(
侃
)

落
花
散
衣
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

藤
原
永
賓

【
脚
}
四
首
/
従
五
位
上
信
乃
/
守
相
模
守
清
/
家
男
母
駿
河
/
守
橘
季
通

女
/
範
永
孫
也

ち
り
か
〉
る
け
し
き
は
ゆ
き
の
こ
〉
ち
し
て

は
な
に
は
そ
て
の
ぬ
れ
ぬ
な
り
け
り
(
侃
)

堀
河
院
御
と
き
は
な
の
ち
り
た
る
を

か
き
あ
つ
め
て
お
ほ
き
な
る
も
の
〉

ふ
た
に
や
ま
の
か
た
に
つ
ま
せ
給
て

」
〈
げ
丁
ウ
〉

中
宮
の
御
方
に
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま

ひ
た
り
け
る
を
宮
御
覧
し
て
膏
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よ
め
と
お
ほ
せ
事
あ
り
け
れ
は

つ
か
う
ま
つ
れ
る

み
く
し
け
殿

さ
く
ら
は
な
く
も
か
冶
る
ま
で
か
き
つ
め
て

よ
し
の
h

や
ま
と
け
ふ
は
み
る
哉
(
訂
)

は
な
の
に
は
に
ち
り
つ
も
り
た
る

」
〈
日
丁
オ
〉

を
み
て
よ
め
る

郁
芳
門
院
安
雲

に
は
の
は
な
も
と
の
こ
す
ゑ
に
ふ
き
か
ヘ
せ

ち
ら
す
の
み
や
は
こ
〉
ろ
な
る
へ
き

(ω)

夜
思
落
花
と
い
ヘ
る
ご
と
を
よ
め
る

隆
源
法
師

乙
ろ
も
て
に
ひ
る
は
ち
り
つ
る
さ
く
ら
は
な

よ
る
は
こ
h

ろ
に
か
〉
る
な
り
け
り

(ω)

」

〈
日
丁
ウ
〉

春
も
の
へ
ま
か
り
け
る
に
山
田
つ
く
り

け
る
を
み
て
よ
め
る

高
階
経
成
朝
臣

一
首
/
従
四
位
下
常
陸
/
守
正
四
位
下
美
/
濃
守
業
政
男
/
母
兼
隆

女
陽
明
/
門
院
御
乳
母

さ
く
ら
さ
く
や
ま
た
を
つ
く
る
し
つ
の
を
は

【脚】

か
ヘ
す
/
1
¥

や
は
な
を
み
る
ら
む
(
叩
)

後
冷
泉
院
御
時
月
の
あ
か
h

り
け
る

夜
女
房
た
ち
を
く
し
て
南
殿
に
わ

た
ら
せ
た
ま
ひ
た
り
け
る
に
庭
の

」

〈印
丁
オ〉

は
な
か
っ
ち
り
て
お
も
し
ろ
か
り
け

る
を
乙
れ
を
み
し
り
た
ら
む
人

に
み
せ
は
や
と
お
ぼ
せ
事
あ
り
て

中
宮
の
御
方
に
下
野
あ
ら
む
と
て
め

【
頭
}
四
条
宮
持
肝
殿女

し
に
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は
ま
い
り

た
る
を
御
覧
し
て
あ
の
は
な
お

り
て
ま
い
れ
と
お
ほ
せ
事
あ
り
け

れ
は
お
り
て
ま
い
り
た
る
を
た
〉
に

」

〈
四
丁
ウ
〉

て
は
い
か
〉
と
お
ぼ
せ
乙
と
あ
る
を

き
〉
て
つ
か
ま
つ
れ
る下

野

な
か
き
よ
の
月
の
ひ
か
り
の
な
か
り
せ
は

く
も
ゐ
の
は
な
を
い
か
て
お
ら
ま
し
(
九
)

新
院
御
方
に
て
残
花
薫
風
と
い
へ
る

【
頭
}
鳥
羽
院
也
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こ
と
を
よ
め
る

中
納
言
雅
定

【
脚
】
七
首
/
太
政
大
臣
雅
実
/
男

母

」

〈
初
丁
オ
〉

ち
り
は
て
ぬ
は
な
の
あ
り
か
を
し
ら
す
れ
は

い
と
ひ
し
か
せ
そ
け
ふ
は
う
れ
し
き

(η)

な
ら
に
人
ミ
百
首
よ
み
け
る
に
さ

わ
ら
ひ
を
よ
め
る

権
僧
正
永
縁

【
脚
】
十

一
首
/
花
林
院
僧
正
大
/
蔵
大
甫
永
相
/
男
永
相
式
部
/
丞
侃
俗

号
式
/
部
僧
正
云
々

や
ま
さ
と
は
の
へ
の
さ
わ
ら
ひ
も
え
い
つ
る

お
り
に
の
み
乙
そ
ひ
と
は
み
え
け
れ
(
ね
)

百
首
膏
の
中
に
社
若
を
よ
め
る

{
頭
}
堀
河
院
百
首
也

」

〈
初
丁
ウ
〉

修
理
大
夫
顕
季

あ
つ
ま
ち
の
か
を
や
る
ぬ
ま
の
か
き
つ
は
た

は
る
を
乙
め
て
も
さ
き
に
け
る
哉
(
九
)

春
田
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

あ
ら
を
た
に
ほ
そ
た
に
か
は
を
ま
か
す
れ
は

ひ
く
し
め
な
は
に
も
り
つ

〉
そ
ゆ
く

(万
)

な
は
し
ろ
を
よ
め
る

」

〈
幻
丁
オ
〉

津
守
園
基

{脚】

三
首
/
住
吉
神
主
従
五
/
位
下
散
位
従
五
/
位
下
基
辰
男
/
母
神
主

頼
信
女

し
き
の
ゐ
る
の
さ
は
の
を
た
を
う
ち
か
へ
し

た
ね
ま
き
て
け
り
し
め
は
え
て
み
ゆ
(
河
)

【頭
】
作
者
ハ
マ

ス
ケ
/
オ
フ
ル
ト
ヨ
メ
/
リ
云
々

後
冷
泉
院
御
時
弘
徽
殿
女
御
寄
合
に

な
は
し
ろ
の
心
を
よ
め
る

藤
原
隆
資

【脚】

二
首
/
武
蔵
守
従
五
位
/
下
越
前
守
従
四
/
位
下
/
散
位
従
五
位
上

母
民
部
/
卿
家
女
/
房
号
出
雲
守
/
相
知
女

や
ま
さ
と
の
そ
と
も
の
を
た
の
な
は
し
ろ
に

い
は
ま
の
み
つ
を
固
か
ぬ
ひ
そ
な
き
(
打
)

頼
正
/
男

」

〈
幻
丁
ウ
〉

い
ゑ
の
や
ま
ふ
き
を
人
き
あ
ま
た
ま

う
て
き
で
あ
そ
ひ
け
る
つ
い
で
に

お
り
け
る
を
見
て
よ
め
る

中
納
言
ま
さ
た
〉

わ
か
や
と
に
ま
た
こ
む
人
も
み
る
は
か
り
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お
り
な
や
つ
し
そ
や
ま
ふ
き
の
は
な
(
沌
)

水

港

款

冬

撮

政

左

大

臣

か
き
り
あ
り
て
ち
る
た
に
お
し
き
や
ま
ふ
き
を

い
た
く
な
お
り
そ
ゐ
て
の
か
は
な
み
(
乃
)

大
宰
大
武
長
賓

春
ふ
か
み
神
な
ひ
か
は
に
か
け
み
え
て

う
つ
ろ
ひ
に
け
り
ゃ
ま
ふ
き
の
は
な
(
別
)

後
冷
泉
院
御
時
膏
合
に
山
吹
の
心
を

よ

め

る

前

大

宰

大

武

長

一

房

や
ま
ふ
き
に
ふ
き
く
る
か
せ
も
心
あ
ら
は

そ
へ
な
か
ら
を
は
ち
ら
さ
冶
ら
な
む
(
剖
)

晩
見
蹄
燭
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

摂
政
家
参
河

【
脚
】
一
首
/
源
仲
正
女

い
り
ひ
さ
す
ゆ
ふ
く
れ
な
ゐ
の
い
ろ
は
え
て

や
ま
し
た
て
ら
す
い
は
つ
〉
し
哉
(
幻
)

院
北
面
に
て
橋
上
藤
花
と
い
ヘ
る
こ
と

を

よ

め

る

大

夫

典

侍

{
脚
}
一
首
/
神
祇
伯
顕
仲
/
卿
女

い
ろ
か
ヘ
ぬ
ま
つ
に
よ
そ
ヘ
て
あ
つ
ま
ち
の

」
〈
幻
丁
オ
〉

」
〈
幻
丁
ウ
〉

と
き
は
の
は
し
に
か
冶
る
ふ
ち
な
み
(
お
)

」
〈
お
丁
オ
〉

藤
花
を
よ
め
る

藤
原
顕
輔
朝
臣

む
ら
さ
き
の
い
ろ
の
ゆ
か
り
に
ふ
ち
の
は
な

か
〉
れ
る
ま
つ
も
む
つ
ま
し
き
哉
(
似
)

一
房
の
藤
花
の
さ
か
り
な
る
を
み
て

律
師
増
覚

{脚】

一
首
/
法
勝
寺
上
座
/
前
中
納
言
経
/
季
男

く
る
人
も
な
き
わ
か
や
と
の
ふ
ち
の
は
な

た
れ
を
ま
っ
と
て
さ
き
か
〉
る
ら
む
(
邸
)

」
〈
お
丁
ウ
〉

紫
藤
蔵
松
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

良
濯
法
師

ま
つ
か
せ
の
を
と
せ
さ
り
せ
は
ふ
ち
な
み
を

な
に
〉
か
〉
れ
る
は
な
と
し
ら
ま
し
(
鉛
)

二
条
関
白
家
に
て
池
遁
藤
花
と

い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る大

納
言
経
信

い
け
に
ひ
つ
ま
つ
の
は
ひ
え
に
む
ら
さ
き
の

」
〈

M
丁
オ
〉

な
み
を
り
か
く
る
ふ
ち
さ
き
に
け
り
(
幻
)
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百
首
苛
の
な
か
に
藤
花
を
よ
め
る

【
頭
】
堀
河
院
百
首
也

修
理
大
夫
顕
季

す
み
の
え
の
ま
つ
に
か
h

れ
る
ふ
ち
の
は
な

か
せ
の
た
よ
り
に
な
み
や
お
る
ら
む
(
槌
)

雨
中
藤
花
と
い
ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る

神
祇
伯
顕
仲

【
脚
】
八
首
/
従
三
位
/
右
大
臣
従
一
位
/
顕
房
男

ぬ
る
〉
さ
ヘ
う
れ
し
か
り
け
り
は
る
さ
め
に

」
〈
M
丁
ウ
〉

い
ろ
ま
す
ふ
ち
の
し
つ
く
と
お
も
へ
は
(
的
)

隣
家
藤
花
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

内
大
臣
家
越
後

{
脚
】
二
首
/
刑
部
大
輔
源
/
定
信
為
妻

あ
し
か
き
の
ほ
か
と
は
み
れ
と
ふ
ち
の
は
な

に
ほ
ひ
は
わ
れ
を
へ
た
て
さ
り
け
り
(
卯
)

三
月
翠
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

大
僧
都
護
観

【
脚
}

一
首
/
堀
河
左
大
臣
/
俊
房
男

は
る
の
ゆ
く
み
ち
に
き
む
か
へ
ほ
と
〉
き
す

」
〈
お
丁
オ
〉

か
た
ら
ふ
こ
ゑ
に
た
ち
ゃ
と
ま
る
と
(
引
)

中
納
言
雅
定

の
こ
り
な
く
〉
れ
ぬ
る
は
る
を
お
し
む
と
て

こ
〉
ろ
を
さ
へ
も
つ
く
し
つ
る
哉
(
幻
)

三
月
表
に
ょ
す
る
恋
の
こ
〉
ろ
を

内
大
臣

春
は
お
し
ひ
と
は
こ
よ
ひ
と
た
の
む
れ
は

お
も
ひ
わ
つ
ら
ふ
け
ふ
の
く
れ
哉
(
幻
)

」

〈お
丁
ウ
〉

重
服
に
侍
り
け
る
と
し
の
三
月
墨
の

日
ひ
と
の
も
と
よ
り
を
と
つ
れ
て
は
へ
り

け
れ
は
つ
か
は
し
け
る藤

原
顕
輔
朝
臣

お
も
ひ
や
れ
め
く
り
あ
ふ
へ
き
春
た
に
も

た
ち
わ
か
る
注
は
か
な
し
き
も
の
を
(
悦
)

摂
政
左
大
臣
の
家
に
て
人
ミ
三
月
輩
出

の
こ
h

ろ
を
よ
み
け
る
に
よ
め
る

」

〈お
丁
オ
〉

源
俊
頼
朝
臣

か
ヘ
る
は
る
う
つ
き
の
い
み
に
さ
し
こ
め
て

し
は
し
み
あ
れ
の
ほ
と
ま
で
も
み
ん

(釘)

」
〈
お
丁
ウ
〉

金
葉
和
詩
集
巻
第
二
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夏
部

四
月

一
日
更
衣
の
こ
h

ろ
を
よ
め
る

源
師
賢
朝
臣

【
脚
】
四
首
/
蔵
人
頭
左
中
弁
/
正
四
位
下
参
議

/
従
二
位
資
通
/
卿
男
母

備
後
/
守
師
長
女

我
の
み
そ
い
そ
き
た
h

れ
ぬ
な
つ
こ
ろ
も

ひ
と
ヘ
に
は
る
を
お
し
む
身
な
れ
は
(
%
)

二
条
関
白
家
に
て
人
ミ
飴
花
の
心

を
よ
み
け
る
に
よ
め
る

」
〈
幻
丁
オ
〉

【脚】

藤
原
盛
房

一
首
前
肥
後
守
/
従
五
位
下
前
/
土
左
守
従
四
位
下
/
季
随
孫
前

越
/
前
守
従
四
位
下
/
定
成
男

な
つ
や
ま
の
あ
を
は
ま
し
り
の
を
そ
さ
く
ら

は
つ
は
な
よ
り
も
め
つ
ら
し
き
哉
(
肝
)

臆
徳
元
年
四
月
三
条
内
裏
に
て

庭
樹
結
葉
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
ま
せ

給

け

る

院

御

製

を
し
な
ヘ
て
こ
す
ゑ
み
と
り
に
な
り
ぬ
れ
は

ま
つ
の
ち
と
せ
も
わ
か
れ
さ
り
け
り
(
鈎
)

母
/
信
濃
守
挙
/
直
女

北
家
也

」
〈
幻
了
ウ
〉

大
納
言
経
信

た
ま
か
し
は
に
は
も
は
ひ
ろ
に
な
り
に
け
り

こ
や
ゆ
ふ
し
て
〉
神
ま
つ
る
こ
ろ
(
卯
)

鳥
羽
殿
に
て
人
る
寄
っ
か
ま
つ
り
け

る
に
卯
花
の
心
を
よ
め
る

春
宮
大
夫
公
賓

ゆ
き
の
い
ろ
を
う
は
ひ
て
さ
け
る
う
の
は
な
に

を
の
h

さ
と
ひ
と
ふ
ゆ
こ
も
り
す
な
(
別
)

」
〈
お
丁
オ
〉

卯
花
連
堵
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
蔵
卿
ま
さ
ふ
さ

い
つ
れ
を
か
わ
き
て
お
ら
ま
し
や
ま
さ
と
の

か
き
ね
つ
h

き
に
さ
け
る
う
の
は
な
(
肌
)

卯
花
を
よ
め
る

江
侍
従

【
脚
】
一

一首
/
左
大
臣
乳
母
域
間
拙
/
大
江
匡
衡
朝
臣
女
/
母
赤
染
衛
門

ゆ
き
と
し
も
ま
か
ひ
も
は
て
す
う
の
は
な
は

く
る
れ
は
月
の
か
け
か
と
も
み
ゆ
(
問
)

」
〈
お
丁
ウ
〉

摂
政
左
大
臣

う
の
は
な
の
さ
か
ぬ
か
き
ね
は
な
け
れ
と
も

な
に
な
か
れ
た
る
た
ま
か
わ
の
さ
と
(
問
)

卯
花
誰
堵
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
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中
納
言
賓
行

【
脚
】
五
首
/
正
二
位
大
納
言
/
公
賓
男

母

/
美
乃
守
基
貞
/
女

神
や
ま
の
ふ
も
と
に
さ
け
る
う
の
は
な
は

た
か
し
め
ゆ
ひ
し
か
き
ね
な
る
ら
む
(
胤
)

卯
花
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

し
つ
の
め
か
あ
し
ひ
た
く
や
も
う
の
は
な
の

さ
き
し
か
h

れ
は
や
つ
れ
さ
り
け
り
(
問
)

鳥
羽
殿
の
苛
合
に
ほ
と
〉
き
す
を
よ

め

る

修

理

大

夫

顕

季

み
や
ま
い
て
h

ま
た
さ
と
な
れ
ぬ
ほ
と
〉
き
す

う
は
の
そ
ら
な
る
ね
を
ゃ
な
く
ら
む
(
邸
)

尋
郭
公
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

」

〈
却
丁
オ
〉

」
〈
却
丁
ウ
〉

【脚】

藤
原
節
信

一
首
/
河
内
守
従
五
/
位
下
寛
仁
元
/
年
十
二
月
叙
/
長
久
五
年
正

/
月
任
権
守
号
/
賀
古
也
帯
/
万

け
ふ
も
ま
た
た
つ
ね
く
ら
し
つ
ほ
と
〉
き
す

い
か
で
き
く
へ
き
は
つ
ね
な
る
ら
む
(
問
)

郭
公
の
膏
十
首
人
ミ
に
よ
ま
せ
侍

り
け
る
に

摂
政
左
大
臣

ほ
と
〉
き
す
す
か
た
は
み
つ
に
や
と
れ
と
も

こ
ゑ
は
う
つ
ら
ぬ
も
の
に
そ
あ
り
け
る
(
問
)

」
〈
初
丁
オ
〉

源
雅
光

{
脚
】
八
首
/
右
大
臣
顕
一
房
/
男
治
部
大
甫

ほ
と
h

き
す
な
き
っ
と
か
た
る
ひ
と
つ
て
の

こ
と
の
は
さ
へ
そ
う
れ
し
か
り
け
る
(
問
)

郭
公
を
た
つ
ね
け
る
ひ
き
か
て

一
一
日
許
あ
り
て
な
き
け
る
を
き
〉

て
よ
め
る

橘
成
元

ほ
と
〉
き
す
を
と
は
の
や
ま
の
ふ
も
と
ま
で

」
〈
初
丁
ウ
〉

た
つ
ね
し
こ
ゑ
を
こ
よ
ひ
き
く
哉
(
川
)

長
賓
卿
の
家
苛
合
に
郭
公
の
心
を

よ

め

る

左

京

大

夫

経

忠

と
し
こ
と
に
き
く
と
は
す
れ
と
ほ
と
〉
き
す

こ
ゑ
は
ふ
り
せ
ぬ
も
の
に
そ
あ
り
け
る

(m)

待

郭

公

内

大

臣

こ
ひ
す
て
ふ
な
き
な
や
た
h

む
ほ
と

〉
き
す

ま
つ
に
ね
ぬ
よ
の
か
す
し
つ
も
れ
は
(
山
)

」
〈
白
丁
オ
〉
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藤
原
顕
輔
朝
臣

ほ
と
h

き
す
こ
〉
ろ
も
そ
ら
に
あ
く
か
れ
て

よ
か
れ
か
ち
な
る
み
や
ま
へ
の
さ
と
(
山
)

承
暦
二
年
内
裏
膏
合
に
ほ
と
h

き
す

を
人
に
か
は
り
て
よ
め
る

藤
原
孝
善

ほ
と
〉
き
す
あ
か
て
す
き
ぬ
る
こ
ゑ
に
よ
り

あ
と
な
き
そ
ら
を
な
か
め
つ
る
哉
(
山
)

」
〈
白
丁
ウ
〉

郭
公
を
よ
め
る

権
僧
正
永
縁

き
く
た
ひ
に
め
つ
ら
し
け
れ
は
ほ
と
〉
き
す

い
つ
も
は
つ
ね
の
こ
〉
ち
こ
そ
す
れ
(
川
)

源
俊
頼
朝
臣

ま
ち
か
ね
て
た
つ
ね
さ
り
せ
は
ほ
と
〉
き
す

た
れ
と
か
や
ま
の
か
ひ
に
な
か
ま
し
(
川
)

郭
公
驚
夢
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

」
〈
包
丁
オ
〉

中
納
言
賓
行

お
と
ろ
か
す
こ
ゑ
な
か
り
せ
は
ほ
と
h

き
す

ま
た
う
つ
〉
に
は
き
か
す
や
あ
ら
ま
し
(
山
)

待
郭
公
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
ま
せ
た

ま

ヘ

る

院

御

製

ほ
と
h

き
す
ま
つ
に
か
〉
り
て
あ
か
す
か
な

ふ
ち
の
か
な
と
や
人
の
み
る
ら
む
(
川
)

俊
忠
卿
の
家
膏
合
に
郭
公
を

」
〈
詑
丁
ウ
〉

一
一
条
関
自
家
筑
前

ま
つ
ひ
と
の
や
と
を
は
し
ら
て
ほ
と
、
き
す

を
ち
の
や
ま
へ
を
な
き
で
す
く
な
り
(
凹
)

中
納
言
女
王

{
脚
}
二
首
/
小
一
条
院
女
源
/
仲
正
母
後
二
条
/
殿
御
乳
母
〈
マ
マ
〉

ほ
と
〉
き
す
ほ
の
め
く
こ
ゑ
を
い
つ
か
た
と

き
〉
ま
と
は
し
つ
あ
け
ほ
の
〉
そ
ら
(
別
)

時
鳥
を
よ
め
る

よ
め
る

前
斎
院
六
条

【
脚
】
二
首
/
神
祇
伯
顕
仲
/
卿
女
後
号
堀
河

」
〈
お
丁
オ
〉

や
と
ち
か
く
し
は
し
か
た
ら
へ
ほ
と
〉
き
す

ま
つ
よ
の
か
す
の
つ
も
る
し
る
し
に
(
凶
)

中
納
言
雅
定

ほ
と
〉
き
す
ま
れ
に
な
く
よ
は
や
ま
ひ
こ
の

こ
た
ふ
る
さ

へ
そ
う
れ
し
か
り
け
る
(
印
)

宇
治
前
太
政
大
臣
家
膏
合
に
郭
公
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を
よ
め
る

康

資

王

母

」
〈
お
丁
ウ
〉

{
脚
}
一
ニ
首
/
大
皇
太
后
宮
女
/
房
号
筑
前
ミ
筑
/
前
守
高
階
成
/
順
女

母
伊
勢
大
」
甫

や
ま
ち
か
く
う
ら
乙
く
ふ
ね
は
ほ
と
〉
き
す

な
く
わ
た
り
こ
そ
と
ま
り
な
り
け
れ
(
凶
)

匡
一
房
卿
美
作
守
に
て
く
た
り
け
る

と
き
み
ち
に
て
ほ
と
〉
き
す
の
な
く

を
き
h

て
よ
め
る

中
原
高
真

き
〉
も
あ
へ
す
こ
き
そ
わ
か
る
〉
ほ
と
〉
き
す

わ
か
こ
〉
ろ
な
る
ふ
な
て
な
ら
ね
は
(
凶
)

月
前
郭
公
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

皇
后
宮
式
部

【
脚
}
二
首
/
号
美
世
波
也
/
云
々

ほ
と
〉
き
す
く
も
の
た
え
ま
に
も
る
っ
き
の

か
け
ほ
の
か
に
も
な
き
わ
た
る
哉
(
邸
)

暁
聞
郭
公
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
定
信

【
脚
】
二
首
/
院
中
将
信
宗
/
男
従
五
位
上
/
刑
部
大
輔

」
〈

M
丁
オ
〉

わ
き
も
こ
に
あ
ふ
さ
か
や
ま
の
ほ
と
h

き
す

あ
く
れ
は
か
ヘ
る
そ
ら
に
な
く
な
り
(
邸
)

」
〈
鈍
丁
ウ
〉

ほ
と
〉
き
す
を
ま
つ
と
い
ヘ
る
こ
と
を

よ

め

る

讃

人

不

知

ほ
と
〉
き
す
た
つ
ぬ
る
た
に
も
あ
る
も
の
を

ま
つ
ひ
と
い
か
て
こ
ゑ
を
き
く
ら
む
(
凶
)

雨
中
郭
公
と
い

へ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

ほ
と
冶
き
す
く
も
ち
に
ま
と
ふ
こ
ゑ
す
な
り

を
や
み
た
に
せ
よ
さ
み
た
れ
の
そ
ら
(
問
)

」
〈
お
丁
オ
〉

五
月
五
日
さ
ね
よ
し
の
卿
の
許
に

く
す
た
ま
っ
か
は
す
と
て

内
大
臣

あ
や
め
く
さ
ね
た
く
も
き
み
か
と
は
ぬ
哉

け
ふ
は
こ
〉
ろ
に
か
冶
れ
と
お
も
ふ
に
(
四
)

永
承
四
年
殿
上
の
根
合
に
あ
や
め

を

よ

め

る

大

納

言

経

信

よ
ろ
っ
ょ
に
か
は
ら
ぬ
も
の
は
さ
み
た
れ
の

」
〈
お
丁
ウ
〉

し
つ
く
に
ぬ
る
h

あ
や
め
な
り
け
り

(m)
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郁
芳
門
院
根
合
に
よ
め
る

藤
原
孝
善

あ
や
め
草
ひ
く
て
も
た
ゆ
く
な
か
き
ね
の

い
か
で
あ
さ
か
の
ぬ
ま
に
お
ふ
ら
む

(m)

承
暦
二
年
内
裏
膏
合
に
あ
や
め
を

よ
め
る

春
宮
大
夫
公
賓

」
〈
お
丁
オ
〉

た
ま
え
に
や
け
ふ
の
あ
や
め
は
ひ
き
つ
ら
む

み
か
け
る
や
と
の
つ
ま
に
み
ゆ
る
は
(
印
)

み
や
っ
か
ヘ
し
け
る
む
す
め
の
も
と
に

五
月
五
日
く
す
た
ま
っ
か
は
す
と
て

よ

め

る

権

僧

正

永

縁

母

あ
や
め
く
さ
わ
か
身
の
う
き
を
ひ
き
か
ヘ
て

な
ヘ
て
な
ら
ぬ
に
お
ひ
も
い
て
な
む
(
問
)

百
首
の
な
か
に
菖
蒲
を
よ
め
る

」
〈
お
丁
ウ
〉

春
宮
大
夫
公
賓

あ
や
め
草
よ
と
の
に
お
ふ
る
も
の
な
れ
は

ね
な
か
ら
ひ
と
は
ひ
く
に
ゃ
あ
る
ら
む
(
胤
)

五
月
五
日
い
ヘ
に
あ
や
め
ふ
く
を
み

て
よ
め
る

右
近
府
生
秦
兼
久

【
脚
}
一
首
/
兼
方
男

お
な
し
く
は
と
h

の
ヘ
て
ふ
け
あ
や
め
く
さ

さ
み
た
れ
た
ら
は
も
り
も
乙
そ
す
れ
(
印
)

」
〈
幻
丁
オ
〉

む
か
し
な
か
の
院
に
す
ま
せ
給
け
る

【
頭
}
中
院
ハ
六
条
/
北
室
町
東
一

/
町
也

ほ
と
は
み
え
さ
り
け
る
あ
や
め
を
ひ

と
の
な
か
の
院
の
な
と
申
け
る
を
み

て
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る三

宮

{
脚
】
八
首
/
輔
仁
後
三
条
/
院
皇
子
也
母
/
参
議
従
二
位
/
侍
従
基
平
女

あ
さ
ま
し
ゃ
み
し
ふ
る
さ
と
の
あ
や
め
草

我
し
ら
ぬ
ま
に
お
ひ
に
け
る
哉
(
附
)

さ
み
た
れ
を
よ
め
る

」
〈
幻
丁
ウ
〉

参
議
師
頼

【
脚
】
六
首
/
左
大
臣
従
一
位
/
俊
一
房
男
母
/
質
基
女

さ
み
た
れ
に
ぬ
ま
の
い
は
か
き
み
つ
こ
え
て

ま
こ
も
か
る
へ
き
か
た
も
し
ら
れ
す
(
印
)

藤
原
定
通

一
首
/
道
俊
卿
養
子
/
賓
ハ
中
納
言
/
保
賓
男
也
/
保
賞
ハ
大
納
言

{
脚
}
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/
質
季
男
也

さ
み
た
れ
は
ひ
か
す
ヘ
に
け
り
あ
つ
ま
や
の

か
や
か
の
き
は
の
し
た
く
つ
る
ま
で
(
問
)

永
暦
二
年
内
裏
寄
合
に
さ
み
た
れ

の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

」
〈
お
丁
オ
〉

源
道
時
朝
臣

【
脚
}
一
首
/
経
信
卿
一
男
/
太
皇
太
后
宮
/
亮

さ
み
た
れ
に
た
ま
え
の
み
つ
や
ま
さ
る
ら
む

あ
し
の
し
た
は
の
か
く
れ
ゆ
く
哉

(m)

俊
忠
卿
家
膏
合
に
五
月
雨
の
心
を

よ

め

る

藤

原

顕

仲

朝

臣

さ
み
た
れ
に
み
つ
ま
さ
る
ら
し
さ
は
た
か
は

ま
き
の
つ
き
は
し
う
き
ぬ
は
か
り
に
(
削
)

さ
み
た
れ
の
心
を
よ
め
る

」
〈
お
丁
ウ
〉

左
兵
衛
督
賞
能

さ
み
た
れ
は
を
た
の
み
な
く
ち
て
も
か
け
て

み
つ
の
乙
〉
ろ
に
ま
か
せ
て
そ
み
る
(
凶
)

三
宮

さ
み
た
れ
は
い
り
え
の
は
し
の
う
き
ぬ
れ
は

お
ろ
す
い
か
た
の
乙
〉
ち
こ
そ
す
れ
(
凶
)

撮
政
左
大
臣
の
家
に
て
夏
月
の
心
を

よ

め

る

神

祇

伯

顕

仲

」
〈
ぬ
丁
オ
〉

な
つ
の
よ
の
に
は
に
ふ
り
し
く
し
ら
ゆ
き
は

月
の
い
る
こ
そ
き
ゆ
る
な
り
け
れ
(
凶
)

俊
忠
卿
家
膏
合
く
ひ
な
の
心
を

よ
め
る

藤
原
顕
綱
朝
臣

【
脚
】
二
首
/
前
讃
岐
守
正
四
/
位
下
参
議
正
/
二
位
兼
隆
卿
/
二
男
母
弁

乳
母

さ
と
こ
と
に
た
〉
く
〉
ひ
な
の
を
と
す
な
り

こ
〉
ろ
の
と
ま
る
や
と
ゃ
な
か
ら
む
(
胤
)

嬬
政
左
大
臣
家
に
て
く
ひ
な
の
心

」
〈
鈎
丁
ウ
〉

を

よ

め

る

源

雅

光

よ
も
す
か
ら
は
か
な
く
た
h

く
h

ひ
な
か
な

さ
せ
る
と
も
な
き
し
は
の
か
り
や
を
(
凶
)

賓
行
卿
家
寄
合
夏
月
を
よ
め
る

修
理
大
夫
顕
季

な
つ
こ
ろ
も
す
そ
の
〉
く
さ
を
ふ
く
か
せ
に

お
も
ひ
も
あ
ヘ
す
し
か
ゃ
な
く
ら
む
(
附
)

水
風
暁
涼
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

」
〈

ω丁
オ
〉
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源
俊
頼
朝
臣

か
せ
ふ
け
は
は
す
の
う
き
は
に
た
ま
こ
え
て

す
〉
し
く
な
り
ぬ
ひ
く
ら
し
の
こ
ゑ
(
叩
)

と
も
し
の
心
を
よ
め
る源

仲
正

{
脚
】
二
首
/
参
河
守
頼
綱
/
男

さ
は
み
つ
に
ぼ
く
し
の
か
け
の
う
つ
れ
る
を

ふ
た
と
も
し
と
や
し
か
は
み
る
ら
む
(
凶
)

神
祇
伯
顕
仲

」
〈

ω丁
ウ
〉

し
か
た
〉
ぬ
は
や
ま
か
す
そ
に
と
も
し
h

て

い
く
よ
か
ひ
な
き
ょ
を
あ
か
す
ら
む
(
凶
)

家
の
膏
合
に
花
橘
を
よ
め
る

中
納
言
俊
忠

{
脚
】
三
首
/
正
三
位
大
納
言
/
民
部
卿
長
家
/
孫
正
二
位
大
納
言
/
忠
家

/
母
大
納
言
経
輔
/
卿
女

さ
つ
き
や
み
は
な
た
ち
は
な
の
あ
り
か
を
は

か
せ
の
っ
て
に
そ
h

ら
に
し
り
け
る
(
問
)

百
首
膏
の
な
か
に
花
橘
を
よ
め
る

春
宮
大
夫
公
賓

男

」

〈
位
丁
オ
〉

や
と
こ
と
に
は
な
た
ち
は
な
そ
に
ほ
ふ
な
る

ひ
と
き
か
す
ゑ
を
か
せ
は
ふ
け
と
も
(
問
)

二
条
関
白
家
に
て
雨
後
野
草
と
い

ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

こ
の
さ
と
も
ゆ
ふ
た
ち
し
け
り
あ
さ
ち
ふ
に

つ
ゅ
の
す
か
ら
ぬ
く
さ
の
は
も
な
し
(
問
)

賓
行
卿
家
寄
合
に
う
か
は
の
心
を

」

〈
引
丁
ウ
〉

よ

め

る

中

納

言

雅

定

お
ほ
ゐ
か
は
い
く
せ
う
ふ
ね
の
す
き
ぬ
ら
む

ほ
の
か
に
な
り
ぬ
か
〉
り
ひ
の
か
せ
(
問
)

夏
夜
月
を
よ
め
る

{
頭
】
三
一井
寺
経
蔵
/
寄
合

題
月
/
慶
禅
蹴
一
時
/
タ
マ
ク
シ
ケ
フ
/
タ
カ
ミ

ヤ
マ
ノ
月
/
カ
ケ
ノ
ア
ク
ル
ホ
ト
マ
テ
ナ
カ
メ
ツ
/
ル
カ
ナ
/
何
前

読
哉
/
不
審
々
々

源
親
一
房

{
脚
】
二
首
/
淡
路
守
仲
房
/
男
母
常
陸
守
/
賓
宗
女
/
顕
仲
卿
孫
遠
/
江

権
守

た
ま
く
し
け
ふ
た
か
み
や
ま
の
く
も
ま
よ
り

い
つ
れ
は
あ
く
る
な
つ
の
よ
の
月
(
山
)

六
月
は
つ
か
こ
ろ
に
秋
節
に
な
る

」

〈
位
丁
オ
〉
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ひ
人
の
か
り
つ
か
は
し
け
る

橋
政
左
大
臣

み
な
月
の
て
る
ひ
の
か
け
は
さ
し
な
か
ら

か
せ
の
み
秋
の
け
し
き
な
る
哉
(
市
)

公
賓
卿
家
に
て
封
水
待
月
と

い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る藤

原
基
俊

{
脚
】
一
二
首
/
右
大
臣
従
一
一
位
/
俊
家
男

母
/
下
総
守
順
業
/
女
従
五
位

上
前
/
左
衛
門
佐

な
つ
の
よ
の
月
ま
つ
ほ
と
の
で
す
さ
み
に

」
〈
必
丁
ウ
〉

い
は
も
る
し
み
つ
い
く
む
す
ひ
し
つ
(
問
)

秋
隔

一
日
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

{
頭
】
土
左
守
頼
仲
/
膏
也
於
長
岡
/
詠
之

中
納
言
顕
隆

{
脚
】
三
首
/
正
四
位
下
但
馬
/
守
隆
方
孫
/
参
議
正
三
位
/
大
蔵
卿
為
房

/
男
母
美
乃
守
/
頼
国
女

み
そ
き
す
る
み
き
は
に
か
せ
の
す
〉
し
き
は

ひ
と
よ
を
と
め
て
秋
や
た
つ
ら
む
(
問
)

」
〈
必
丁
オ
〉

白
紙

〈必
丁
ウ
〉

金
葉
和
詩
集
巻
第
三

秋
部

百
首
膏
の
な
か
に
立
秋
の
こ
h

ろ
を

よ

め

る

春

宮

大

夫

公

賓

と
乙
と
は
に
ふ
く
ゆ
ふ
く
れ
の
か
せ
な
れ
と

秋
た
つ
ひ
こ
そ
す
〉
し
か
り
け
れ
(
問
)

野
草
帯
露
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
宰
大
武
長
賓

」
〈

ω了
オ
〉

ま
く
つ
は
ふ
あ
た
の
お
ほ
の
〉
し
ら
っ
ゆ
を

ふ
き
な
は
ら
ひ
そ
秋
の
は
つ
か
せ
(
悶
)

後
冷
泉
院
御
時
皇
后
宮
寄
合
に

七
夕
の
乙
h

ろ
を
よ
め
る

土
左
内
侍

よ
ろ
っ
ょ
に
き
み
そ
み
る
へ
き
た
な
は
た
の

ゆ
き
あ
ひ
の
そ
ら
を
く
も
の
う
ヘ
に
て
(
削
)

七
夕
の
心
を
よ
め
る

」

〈叫
丁
ウ〉

能
因
法
師

た
な
は
た
の
こ
け
の
こ
ろ
も
を
い
と
は
す
は

ひ
と
な
み
/
¥
に
か
し
も
し
て
ま
し
(
削
)

七
月
七
日
ち
h

の
ふ
く
に
て
侍
り
け
る
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と
し
よ
め
る

橘
元
任

{
脚
】
二
首
/
文
章
生
散
位
/
従
五
位
下
長
門
/
守
従
五
位
上
/
元
憧
孫
元

官
/
永
鎧
男
儲ハ

ふ
ち
乙
ろ
も
い
み
も
や
す
る
と
た
な
は
た
に

か
さ
ぬ
に
つ
け
て
ぬ
る
冶
そ
て
哉
(
問
)

」
〈
必
丁
オ
〉

七
夕
の
心
を
よ
め
る

【
脚
}

前
斎
宮
河
内

一
首
/
河
内
永
縁
僧
/
正
妹
也
若
内
/
侍
代
河
内
号
/
百
合
花
讃
/

放
可
尋

こ
ひ
/
¥
て
こ
よ
ひ
は
か
り
や
た
な
は
た
の

ま
く
ら
に
ち
り
の
つ
も
ら
さ
る
ら
む
(
問
)

三
宮

あ
ま
の
か
は
わ
か
れ
に
む
ね
の
乙
か
る
れ
は

か
ヘ
さ
の
ふ
ね
は
か
ち
も
と
ら
れ
す
(
胤
)

中
納
言
園
信

」
〈
必
丁
ウ
〉

{
頭
】
堀
河
院
百
首
/
膏
也

【
脚
】
右
大
臣
顕
房
/
男

母
良
任
女

た
な
は
た
に
か
せ
る
こ
ろ
も
の
つ
ゆ
け
さ
に

あ
か
ぬ
け
し
き
を
そ
ら
に
し
る
か
な
(
邸
)

七
夕
後
朝
の
こ
〉
ろ
を内

大
臣

か
き
り
あ
り
て
わ
か
る
〉
と
き
も
た
な
は
た
の

な
み
た
の
い
ろ
は
か
は
ら
さ
り
け
り
(
附
)

皇
后
宮
権
大
夫
師
時

{
頭
}
堀
河
院
百
首

【
脚
】
四
首
/
左
大
臣
従
一
位
/
俊
房
男

た
な
は
た
の
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
な
み
た
に
や

母
/
基
平
女

」
〈
必
丁
オ
〉

は
な
の
か
つ
ら
も
つ
ゆ
け
か
る
ら
む
(
即
)

内
大
臣
家
越
後

【
脚
】
三
首
/
従
四
位
上
前
/
越
後
守
藤
/
原
季
綱
女

あ
ま
の
か
は
か
ヘ
さ
の
ふ
ね
に
な
み
か
け
よ

の
り
わ
つ
ら
は
〉
ほ
と
も
ふ
は
か
り
(
附
)

か
ヘ
る
さ
は
あ
さ
せ
も
あ
ら
し
あ
ま
の
か
は

あ
か
ぬ
な
み
た
に
み
つ
し
ま
さ
ら
は
(
問
)

草
花
告
秋
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
雅
兼
朝
臣

」
〈
必
丁
ウ
〉

さ
き
そ
む
る
あ
し
た
の
は
ら
の
を
み
な
ヘ
し

秋
を
し
ら
す
な
つ
ま
に
さ
り
け
る

(m)

源
縁
法
師
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【
脚
】
二
首

さ
き
に
け
り
く
ち
な
し
い
ろ
の
を
み
な
ヘ
し

い
は
ね
と
し
る
し
秋
の
け
し
き
は

(m)

秋
の
は
し
め
の
心
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

を
の
つ
か
ら
秋
は
き
に
け
り
ゃ
ま
さ
と
の

」
〈U
丁
オ
〉

く
す
は
ひ
か
〉
る
ま
き
の
ふ
せ
や
に
(
問
)

田
家
早
秋
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

右
兵
衛
督
伊
通

い
な
は
ふ
く
か
せ
の
を
と
せ
ぬ
や
と
な
ら
は

な
に
〉
つ
け
て
か
秋
を
し
ら
ま
し

(m)

山
家
秋
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

藤
原
行
盛

{
脚
}
正
四
位
下
式
部
/
権
大
輔
家
経
/
孫
正
四
位
下
式
/
部
大
甫
正
家
/

男
母
大
学
頭
」
賀
範
女
正
五
/
位
下
左
衛
門
/
権
佐
兼
文
章
/
博
士

越
中
介

や
ま
ふ
か
み
と
ふ
ひ
と
も
な
き
や
と
な
れ
と

」
〈U
丁
ウ
〉

そ
と
も
の
を
た
に
秋
は
き
に
け
り
(
問
)

師
賢
朝
臣
の
む
め
つ
の
や
ま
さ
と
に

人
と
ま
か
り
て
国
家
秋
風
と
い
ヘ
る
乙
と

を

よ

め

る

大

納

言

経

信

ゆ
ふ
さ
れ
は
か
と
た
の
い
な
は
を
と
つ
れ
て

あ
し
の
ま
ろ
や
に
秋
風
そ
ふ
く
(
問
)

み
か
月
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

大
江
公
資
朝
臣

」
〈必
丁
オ〉

{
脚
】
二
首
築
外
記
/
兵
部
権
大
輔
/
従
四
位
下
前
薩
/
摩
守
従
四
位
下
」

清
言
男
以
一
言
/
養
子

や
ま
の
は
に
あ
か
て
い
り
ぬ
る
ゆ
ふ
つ
く
よ

い
つ
あ
り
あ
け
に
な
ら
む
と
す
ら
む
(
閃
)

撮
政
左
大
臣
の
家
に
て
ゆ
ふ
つ
く
よ
の

こ
h

ろ
を
よ
め
る

藤
原
忠
隆

か
せ
ふ
け
は
え
た
や
す
か
ら
ぬ
こ
の
ま
よ
り

ほ
の
め
く
秋
の
ゆ
ふ
つ
く
よ
哉
(
問
)

月
旅
宿
友
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

」
〈必
丁
ウ
〉

法
橋
忠
命

草
ま
く
ら
こ
の
た
ひ
ね
に
そ
お
も
ひ
し
る

月
よ
り
ほ
か
に
と
も
な
か
り
け
り

(m)

閑
見
月
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

顕
仲
卿
女
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{
脚
】
三
首
/
散
位
源
重
道
/
妻
也
俗
号
伊
/
賀
大
夫
云
き
後
/
任
兵
部
少

甫
/
改
号
信
濃

も
ろ
と
も
に
く
さ
は
の
つ
ゅ
の
お
き
ゐ
す
は

ひ
と
り
や
み
ま
し
秋
の
よ
の
月

(m)

翫
明
月
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

」
〈
的
丁
オ
〉

{脚】

前
中
納
言
伊
一
房

一
首
/
権
大
納
言
正
二
/
位
行
成
孫
/
参
議
従
二
位
/
兵
部
卿
行
経

/
男
母
前
土
左
/
守
源
貞
亮
女

い
つ
は
り
に
な
り
そ
し
ぬ
へ
き
っ
き
か
け
を

乙
の
み
る
は
か
り
ひ
と
に
か
た
ら
は
(
別
)

鳥
羽
殿
に
て
旅
宿
月
と
い
ヘ
る
こ
と
を

よ

め

る

春

宮

大

夫

公

賓

わ
れ
こ
そ
は
あ
か
し
の
せ
と
に
た
ひ
ね
せ
め

お
な
し
み
つ
に
も
や
と
る
月
哉
(
悶
)

寛
治
八
年
八
月
十
五
夜
鳥
羽
殿
に

」
〈
羽
丁
ウ
〉

て
翫
池
上
月
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
ま
せ

た
ま
ヘ
る

院
御
製

い
け
み
つ
に
こ
よ
ひ
の
月
を

h

つ
つ
し
も
て

こ
〉
ろ
の
ま
〉
に
わ
か
も
の
と
み
る
(
問
)

大
納
言
経
信

て
る
っ
き
の
い
は
ま
の
み
つ
に
や
と
ら
す
は

た
ま
ゐ
る
か
す
を
い
か
て
し
ら
ま
し
(
悶
)

」
〈
印
丁
オ
〉

月
を
な
か
め
て
よ
め
る民

部
卿
忠
教

【
脚
}
二
首
/
京
極
大
殿
男
/
母
参
議
散
位
/
永
業
女
大
殿
/
乳
母

い
つ
く
に
も
乙
よ
ひ
の
月
を
み
る
ひ
と
の

こ
〉
ろ
や
お
な
し
そ
ら
に
す
む
ら
む
(
胤
)

後
冷
泉
院
御
時
皇
后
宮
寄
合
に

こ
ま
む
か
ヘ
を
よ
め
る藤

原
隆
経
朝
臣

ひ
く
こ
ま
の
か
す
よ
り
ほ
か
に
み
え
つ
る
は

」
〈
印
丁
ウ
〉

せ
き
の
し
み
つ
の
か
け
に
さ
り
け
る
(
郎
)

こ
ま
む
か
へ
の
心
を
よ
め
る

源
仲
正

あ
つ
ま
ち
を
は
る
か
に
い
つ
る
も
ち
月
の

こ
ま
に
こ
よ
ひ
ゃ
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
(
邸
)

八
月
十
五
夜
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

源
親
房

さ
や
け
さ
は
お
も
ひ
な
し
か
と
月
か
け
を

」
〈
日
丁
オ
〉
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こ
よ
ひ
と
し
ら
ぬ
ひ
と
に
と
は
〉
や
(
問
)

閏
九
月
あ
る
と
し
の
八
月
十
五
夜
に

よ

め

る

春

宮

大

夫

公

賓

あ
き
は
る
を
の
こ
り
お
ほ
か
る
と
し
な
れ
と

乙
よ
ひ
の
月
の
な
ご
そ
お
し
け
れ
(
別
)

水
上
月
を
よ
め
る

前
斎
院
六
条

く
も
の
な
み
か
〉
ら
ぬ
さ
よ
の
つ
き
か
け
を

」

〈
日
丁
ウ
〉

き
よ
た
き
か
は
に
う
つ
し
て
そ
み
る
(
則
)

九
月
十
三
夜
閑
見
月
と
い
ヘ
る
乙
と
を

よ

め

る

源

俊

頼

朝

臣

す
み
の
ほ
る
こ
h

ろ
や
そ
ら
を
は
ら
ふ
ら
む

く
も
の
ち
り
ゐ
ぬ
あ
き
の
よ
の
丹
市
)

皇
后
宮
肥
後

月
を
み
て
お
も
ふ
こ
〉
ろ
の
ま
〉
な
ら
は

ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
あ
く
か
れ
な
ま
し
(
則
)

」
〈
臼
丁
オ
〉

人
の
も
と
に
ま
か
り
で
も
の
申
け
る
程

に
月
の
い
り
け
れ
は
よ
め
る

源
師
俊
朝
臣

い
か
に
し
て
し
か
ら
み
か
け
む
あ
ま
の
か
は

な
か
る
〉
月
や
し
は
し
ょ
と
む
と
(
問
)

経
長
卿
の
か
つ
ら
の
や
ま
さ
と
に
て

閑
見
月
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

」

〈
白
丁
ウ
〉

乙
よ
ひ
わ
か

〉
つ
ら
の
さ
と
の
つ
き
を
み
て

お
も
ひ
の
こ
せ
る
こ
と
の
な
き
哉

(問
)

承
暦
二
年
内
裏
膏
合
に
月
を
よ

め

る

春

宮

大

夫

公

賓

く
も
り
な
き
か
け
を
と
h

め
は
や
ま
の
は
に

い
る
と
も
月
を
お
し
ま
さ
ら
ま
し

(別
)

宇
治
前
太
政
大
臣
家
膏
合
に
月
を
よ

め
る

皇
后
宮
嬬
津

」

〈
日
丁
オ
〉

て
る
っ
き
の
ひ
か
り
さ
え
ゆ
く
や
と
な
れ
は

秋
の
み
つ
に
も
つ
ら
h

ゐ
に
け
り

(防
)

源
俊
頼
朝
臣

や
ま
の
は
に
く
も
の
こ
ろ
も
を
ぬ
き
す
て
〉

ひ
と
り
も
月
の
た
ち
の
ほ
る
哉

(附
)

【
頭
】
高
陽
院
寄
合
也
/
時
難
云
秋
裸
形
可
/
見
苦

水

上

月

撮

政

左

大

臣

あ
し
ね
は
ひ
か
つ
み
も
し
け
き
ぬ
ま
水
に
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わ
り
な
く
や
と
る
よ
は
の
月
哉
(
即
)

」
〈
臼
丁
ウ
〉

宇
治
前
太
政
大
臣
家
の
苛
合
に
月
の

{
頭
}
一
品
宮
号
高
/
蔵
一
宮
/
後
朱
雀
院
/
長
女
御
名
祐
/
子

?
」
〉
ろ
を
よ
め
る

一
宮
紀
伊

{
脚
}
三
首
/
祐
子
内
親
王
/
女
房
散
位
従
/
五
位
下
平
経
方
/
女
母
小
弁

為
紀
/
伊
守
重
経
妻
/
佑
号
紀
伊

か
〉
み
や
ま
み
ね
よ
り
い
つ
る
つ
き
な
れ
は

く
も
る
よ
も
な
く
か
け
を
乙
そ
み
れ
(
別
)

秋
な
に
は
の
か
た
に
ま
か
り
で
月
の

あ
か
h

り
け
る
よ
弘
め
る

【
頭
】
高
津
撮
州
也
/
難
波
京
也参

議
師
頼

」
〈
臼
丁
オ
〉

い
に
し
へ
の
な
に
は
の
乙
と
を
お
も
ひ
い
て
〉

た
か
つ
の
み
や
に
月
の
す
む
ら
む
(
問
)

秋
月
如
重
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

藤
原
隆
経
朝
臣

き
く
の
う
ヘ
に
つ
ゆ
な
か
り
せ
は
い
か
に
し
て

こ
よ
ひ
の
月
を
よ
る
と
し
ら
ま
し
(
捌
)

翫
明
月
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
行
宗
朝
臣

【
脚
】
六
首
/
参
議
従
二
位
/
侍
従
基
平
男
」
小
一
条
院
孫

」
〈
同
丁
ウ
〉

な
こ
り
な
く
よ
は
の
あ
ら
し
に
く
も
は
れ
て

こ
h

ろ
の
ま
〉
に
す
め
る
月
か
な
(
加
)

八
月
十
五
夜
に
人
と
苛
よ
み
け
る
に

よ

め

る

平

師

季

【脚】

一
首
/
蔵
人
式

p
丞
/
従
五
位
下
き
野
/
守

み
か
さ
や
ま
ひ
か
り
を
さ
し
て
い
て
し
よ
り

く
も
ら
で
あ
け
ぬ
秋
の
よ
の
月

(m)

宇
治
入
道
前
太
政
大
臣
の
品
川
講
苛
合

に
月
の
こ
〉
ろ
を

」
〈
日
丁
オ
〉

讃
人
不
知

{
頭
}
赤
染
膏
也

や
と
か
ら
そ
つ
き
の
ひ
か
り
も
ま
さ
り
け
る

よ
の
く
も
り
な
く
す
め
は
な
り
け
り
あ
)

月
を
よ
め
る

藤
原
忠
隆

な
か
む
れ
は
ふ
け
ゆ
く
ま
〉
に
雲
は
れ
て

そ
ら
も
の
と
か
に
す
め
る
月
か
な
(
捌
)

奈
良
の
花
林
院
の
寄
合
に
月
を
讃
る

」
〈
日
丁
ウ
〉
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権
僧
正
永
縁

い
か
な
れ
は
秋
は
ひ
か
り
の
ま
さ
る
ら
む

お
な
し
み
か
さ
の
や
ま
の
は
の
月
(
加
)

月
奇
と
て
よ
め
る

藤
原
顕
輔
朝
臣

み
か
さ
や
ま
も
り
く
る
月
の
き
よ
け
れ
は

神
の
こ
〉
ろ
も
す
み
や
し
ぬ
ら
む
(
制
)

太
皇
太
后
宮
一
扇
合
に
月
の
心
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

み
か
さ
や
ま
み
ね
よ
り
い
つ
る
っ
き
か
け
は

さ
ほ
の
か
は
せ
の
乙
ほ
り
な
り
け
り
(
加
)

顕
季
卿
の
家
に
て
九
月
十
三
夜
人
き

月
寄
よ
み
け
る
に
よ
め
る

大
宰
大
武
長
賓

く
ま
も
な
き
か
〉
み
と
み
ゆ
る
っ
き
か
け
に

こ
冶
ろ
う
つ
ら
ぬ
ひ
と
は
あ
ら
し
な
(
制
)

源
俊
頼
朝
臣

む
ら
く
も
や
月
の
く
ま
を
は
の
乙
ふ
ら
む

は
れ
ゆ
く
た
ひ
に
て
り
ま
さ
る
哉
(
捌
)

藤
原
家
綱
〈
マ
マ
〉

」

〈
日
丁
オ
〉

」

〈日
丁
ウ
〉

い
ま
よ
り
は
こ
〉
ろ
ゆ
る
さ
し
月
か
け
に

ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
人
さ
そ
ひ
け
り
(
仰
)

月
照
古
橋
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
ま
せ

た

ま

ヘ

る

三

宮

」

〈幻
丁
オ
〉

と
た
え
し
て
ひ
と
も
か
よ
は
ぬ
た
な
橋
は

月
は
か
り
こ
そ
す
み
わ
た
り
け
れ
(
釦
)

水
上
月
を
よ
め
る

藤
原
賓
光
朝
臣

【脚】

二
首
/
正
四
位
下
式
部
/
大
甫
賓
綱
孫
/
従
四
位
下
右
中
/
弁
有
信

男
/
母
質
政
卿
女

っ
き
か
け
の
さ
す
に
ま
か
せ
て
ゆ
く
ふ
ね
は

あ
か
し
の
う
ら
や
と
ま
り
な
る
ら
む

(m)

題

不

知

大

宰

大

武

長

賓

さ
ら
ぬ
た
に
た
ま
に
ま
か
ひ
て
を
く
つ
ゆ
を

」

〈
幻
丁
ウ
〉

い
と
〉
み
か
け
る
秋
の
よ
の
月

(m)

永
承
四
年
殿
上
膏
合
に
月
の
心
を

よ

め

る

藤

原

家

経

朝

臣

よ
と
〉
も
に
く
も
ら
ぬ
く
も
の
う
へ
な
れ
は

お
も
ふ
こ
と
な
く
月
を
み
る
哉
(
制
)

月
前
旅
宿
の
乙
h

ろ
を
よ
め
る
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修
理
大
夫
顕
季

ま
っ
か
ね
に
こ
ろ
も
か
た
し
き
よ
も
す
か
ら

」
〈
回
丁
オ
〉

な
か
む
る
月
を
い
も
み
る
ら
む
か

ひ
と
り
月
を
な
か
め
て
よ
め
る

藤
原
有
教
母

【
脚
】
改
云
良
教
云
々
/
中
務
少
甫
件
/
母
賀
茂
神
主
/
成
継
女

な
か
む
れ
は
お
ぼ
え
ぬ
こ
と
も
な
か
り
け
り

月
や
む
か
し
の
か
た
み
な
る
ら
む
(
邸
)

行
路
暁
月
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

権
僧
正
永
縁

も
ろ
と
も
に
い
つ
と
は
な
し
に
あ
り
あ
け
の

(
出
)

」
〈
臼
丁
ウ
〉

月
の
み
を
く
る
や
ま
ち
を
そ
ゆ
く
(
加
)

封
山
待
月
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

土
御
門
右
大
臣

一
首
/
中
務
卿
具
平
/
親
王
男
/
母
為
平
女
/
右
大
臣
従
一
位
/
師

【
脚
}

房
也

あ
り
あ
け
の
月
ま
つ
ほ
と
の
う
た
〉
ね
は

や
ま
の
は
の
み
そ
ゆ
め
に
み
え
け
る
(
別
)

山
家
暁
月
を
よ
め
る

中
納
言
顕
隆

や
ま
さ
と
の
か
と
た
の
い
ね
の
ほ
の
/
¥
と

」
〈
印
丁
オ
〉

あ
く
る
も
し
ら
す
月
を
み
る
哉
(
仰
)

月
あ
か
〉
り
け
る
こ
ろ
あ
か
し
に

ま
か
り
て
っ
き
み
て
の
ぼ
り
た
り
け
る

に
み
や
こ
の
ひ
と
/
¥
月
は
い
か
〉
な
と

た
つ
ね
け
る
を
き
h

て
よ
め
る

平
忠
盛
朝
臣

{
脚
】
四
首
/
讃
岐
守
正
盛
/
朝
臣
男
/
正
衡
孫

あ
り
あ
け
の
月
も
あ
か
し
の
う
ら
風
に

な
み
は
か
り
乙
そ
よ
る
と
み
え
し
か
(
仰
)

」
〈
印
丁
ウ
〉

月
前
落
葉
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

あ
ら
し
を
や
は
も
り
の
神
も
た
〉
る
ら
む

月
に
も
み
ち
の
た
む
け
し
つ
れ
は

(m)

虫
を
よ
め
る

前
斎
院
六
条

つ
ゆ
し
け
き
の
ヘ
に
な
ら
ひ
て
き
り
/
¥
す

わ
か
た
ま
く
ら
の
し
た
に
な
く
な
り

(m)

」

〈
ω丁
オ
〉

は
た
を
り
と
い
ふ
む
し
を
よ
め
る
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顕
仲
卿
女

さ
〉
か
に
の
い
と
ひ
き
か
く
る
く
さ
む
ら
に

は
た
を
る
む
し
の
こ
ゑ
き
こ
ゆ
な
り

(m)

題
讃
人
不
知

た
ま
っ
さ
は
か
け
て
き
く
れ
と
か
り
か
ね
の

う
は
の
そ
ら
に
も
き
こ
ゆ
な
る
哉
(
捌
)

春
宮
大
夫
公
賓

」
〈

ω丁
ウ
〉

い
も
せ
や
ま
み
ね
の
あ
ら
し
や
さ
む
か
ら
む

こ
ろ
も
か
り
か
ね
そ
ら
に
な
く
な
り
(
加
)

し
か
を
よ
め
る

三
宮
大
進

つ
ま
こ
ふ
る
し
か
そ
な
く
な
る
ひ
と
り
ね
の

と
こ
の
や
ま
か
せ
み
に
や
し
む
ら
む

(m)

暁
聞
鹿
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

皇
后
宮
右
衛
門
佐

」
〈
白
丁
オ
〉

お
も
ふ
こ
と
あ
り
あ
け
か
た
の
月
か
け
に

あ
は
れ
を
そ
ふ
る
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

(m)

夜
間
鹿
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

内
大
臣
家
越
後

よ
そ
に
な
く
こ
ゑ
に
こ
込
ろ
そ
あ
く
か
る
〉

我
身
は
し
か
の
つ
ま
な
ら
ね
と
も

(m)

揖
政
左
大
臣
家
に
て
旅
宿
鹿
と
い
ヘ

る
こ
と
を
よ
め
る

」
〈
臼
丁
ウ
〉

源
雅
光

さ
も
こ
そ
は
み
や
乙
乙
ひ
し
き
た
ひ
な
ら
め

し
か
の
ね
に
さ
ヘ
ぬ
る
h

そ
て
か
な
(
仰
)

し
か
の
う
た
と
て
よ
め
る

藤
原
顕
仲
朝
臣

よ
の
な
か
を
あ
き
は
て
ぬ
と
や
さ
を
し
か
の

い
ま
は
あ
ら
し
の
や
ま
に
な
く
ら
む
(
別
)

野
花
帯
露
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

」
〈
臼
丁
オ
〉

皇
后
宮
肥
後

し
ら
っ
ゆ
と
ひ
と
は
い
へ
と
も
野
辺
見
れ
は

を
く
は
な
こ
と
に
い
ろ
そ
か
は
れ
る
(
矧
)

太
皇
太
后
宮
の
扇
合
に
人
に
か
は
り
て

【
頭
}
四
条
宮
宇
治
殿
/
女

は
き
の
心
を
よ
め
る

僧
正
行
尊

乙
は
き
は
ら
に
ほ
ふ
さ
か
り
は
し
ら
っ
ゆ
も

い
ろ
/
1
¥
に
こ
そ
み
え
わ
た
り
け
れ

(m)

」
〈
白
丁
ウ
〉
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は
き
を
よ
め
る

大
宰
大
武
長
賞

し
ら
す
け
の
ま
の
h

は
き
は
ら
つ
ゆ
な
か
ら

お
り
つ
る
そ
て
そ
ひ
と
な
と
か
め
そ

(m)

【
頭
】
シ
ラ
ス
ケ
ノ
マ
/
ノ
、
ハ
キ
ハ
ラ
ハ
/
有
万
葉
集

女
郎
花
を
よ
め
る

隆
源
法
師

を
み
な
へ
し
さ
け
る
の
ヘ
に
そ
や
と
り
ぬ
る

は
な
の
な
た
て
に
な
り
や
し
ぬ
ら
む
(
別
)

顕
隆
卿
家
膏
合
に
女
郎
花
を
讃
る

中
納
言
俊
忠

ゆ
ふ
つ
ゅ
の
た
ま
か
つ
ら
し
て
を
み
な
ヘ
し

の
は
ら
の
か
せ
に
お
れ
や
ふ
す
ら
む
(
仰
)

女
郎
花
を
よ
め
る

藤
原
顕
輔
朝
臣

し
ら
っ
ゆ
や
乙
〉
ろ
を
く
ら
む
を
み
な
ヘ
し

い
ろ
め
く
の
ヘ
に
ひ
と
か
よ
ふ
と
て
(
郷
)

撮
政
左
大
臣

を
み
な
ヘ
し
ょ
の
ま
の
か
せ
に
お
れ
ふ
し
て

け
さ
し
も
つ
ゆ
に
こ
〉
ろ
を
か
る
な

(m)

」
〈
臼
丁
オ
〉

」
〈
臼
丁
ウ
〉

掃
政
左
大
臣
家
に
て
ふ
ち
は
か
ま
を

よ

め

る

源

忠

季

さ
ほ
か
は
の
み
き
は
に
さ
け
る
ふ
ち
は
か
ま

な
み
の
よ
り
て
や
か
け
む
と
す
ら
ん

(m)

蘭
を
よ
め
る

」
〈
臼
丁
オ
〉

右
兵
衛
督
伊
通

か
り
に
く
る
ひ
と
も
き
ょ
と
や
ふ
ち
は
か
ま

あ
き
の
h

こ
と
に
し
か
の
た
つ
ら
む
(
仰
)

神
祇
伯
顕
仲

さ
〉
か
に
の
い
と
の
と
ち
め
ゃ
あ
た
な
ら
む

ほ
こ
ろ
ひ
わ
た
る
ふ
ち
は
か
ま
哉
(
加
)

鳥
羽
殿
前
栽
合
に
女
郎
花
の
心
を

よ

め

る

春

宮

大

夫

公

賓

」
〈
似
丁
ウ
〉

あ
た
し
の
〉
つ
ゆ
ふ
き
み
た
る
あ
き
か
せ
に

な
ひ
き
も
あ
ヘ
ぬ
を
み
な
ヘ
し
哉
(
矧
)

野
草
留
人
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

平
忠
盛
朝
臣

ゆ
く
ひ
と
を
ま
ね
く
か
の
へ
の
は
な
す
冶
き

こ
よ
ひ
も
こ
〉
に
た
ひ
ね
せ
よ
と
や
(
仰
)

堀
河
院
御
時
御
前
に
て
を
の
/
¥



244 

探
題
し
て
寄
っ
か
ま
つ
り
け
る

」

〈
白
丁
オ
〉

に
す
注
き
を
と
り
で
っ
か
う
ま
つ
れ
る

源
俊
頼
朝
臣

う
つ
ら
な
く
ま
の
〉
い
り
江
の
は
ま
か
せ
に

お
は
な
〉
み
よ
る
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
(
加
)

河
霧
を
よ
め
る

藤
原
基
光

{
脚
}
三
首
/
弥
海
父
檎
工
也
/
内
匠
頭
大
和
守
/
元
成
光
也
前
/
越
前
守

従
五
位
/
上
頼
成
男
前
/
石
見
守
従
五
位
/
下
頼
方
孫
北
/
家
也

う
ち
か
は
の
か
は
せ
も
み
え
ぬ
ゆ
ふ
き
り
に

ま
き
の
し
ま
ひ
と
ふ
ね
よ
は
ふ
な
り
(
制
)

」
〈
白
丁
ウ
〉

郁
芳
門
院
の
根
合
に
菊
を
よ
め
る

【
頭
】
鳥
羽
殿
前
栽
/
合
寄
也
根
合
/
ニ
菊
不
可
有
欽

中
納
言
通
俊

{
脚
}
三
首
/
前
大
武
従
三
位
経
平
男
/
母
家
業
女

さ
か
り
な
る
ま
か
き
の
き
く
を
け
さ
見
れ
は

ま
た
そ
ら
さ
ヘ
ぬ
ゆ
き
そ
つ
も
れ
る
(
加
)

鳥
羽
殿
前
栽
合
に
き
く
を
よ
め
る

修
理
大
夫
顕
季

ち
と
せ
ま
て
き
み
か
つ
む
へ
き
〉
く
な
れ
は

つ
ゆ
も
あ
た
に
は
を
か
し
と
そ
お
も
ふ

」

〈
mw
丁
オ
〉

(
制
)

撮
政
右
大
臣
家
に
て
紅
葉
隔
塘
と

い
ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る藤

原
仲
賓
朝
臣

【
脚
】
四
首
/
正
四
位
下
中
宮
/
亮
越
前
守
前
/
遠
江
守
永
信
/
孫
従
五
位

上
永
/
業
男
母
大
殿
/
北
政
所
乳
母
南
/
家
也

も
す
の
ゐ
る
は
し
の
た
ち
え
の
う
す
も
み
ち

た
れ
わ
か
そ
の
〉
も
の
と
み
る
ら
む
(
加
)

永
承
二
年
内
裏
の
膏
合
に
紅
葉

を

よ

め

る

源

師

賢
朝
臣

は
〉
き
〉
の
こ
す
ゑ
ゃ
い
つ
乙
お
ぼ
つ
か
な

」

〈

ω丁
ウ
〉

み
な
そ
の
は
ら
は
も
み
ち
し
に
け
り

(仰
)

宇
治
前
太
政
大
臣
大
井
に
ま
か
り
た
り

け
る
と
も
に
ま
か
り
て
水
港
紅
葉
と

い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る大

納
言
経
信

お
ほ
井
か
は
い
は
な
み
た
か
し
い
か
た
し
よ

き
し
の
も
み
ち
に
あ
か
ら
め
な
せ
そ

(制
)

太
皇
太
后
宮
扇
合
に
人
に
か
は
り
て

」

〈
mw
丁
オ
〉
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も
み
ち
の
心
を
よ
め
る源

俊
頼
朝
臣

を
と
は
や
ま
も
み
ち
〉
る
ら
し
あ
ふ
さ
か
の

せ
き
の
を
か
は
に
〉
し
き
を
り
か
く
(
捌
)

落
葉
を
よ
め
る

藤
原
伊
家

{
脚
】
二
首
/
右
中
弁
正
五
位
/
下
周
防
守
内
蔵
/
頭
正
四
位
下
公
基
/
男

母
範
永
朝
臣
/
女
正
四
位
下
春
/
宮
亮
保
家
孫

た
に
か
は
に
し
か
ら
み
か
け
よ
た
っ
た
ひ
め

み
ね
の
も
み
ち
に
あ
ら
し
ふ
く
な
り
(
矧
)

大
井
の
御
幸
に
つ
か
う
ま
つ
れ
る

修
理
大
夫
顕
季

お
ほ
ゐ
か
は
ゐ
せ
き
の
を
と
の
な
か
り
せ
は

も
み
ち
を
し
け
る
わ
た
り
と
や
み
む

(m)

深
山
紅
葉
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

や
ま
も
り
よ
お
の
〉
を
と
た
か
く
ひ
h

く
な
り

み
ね
の
も
み
ち
は
よ
き
て
き
ら
せ
よ

(m)

紅
葉
を
よ
め
る

神
祇
伯
顕
仲

」
〈
幻
丁
ウ
〉

」

〈
臼
丁
オ
〉

よ
そ
に
み
る
み
ね
の
も
み
ち
ゃ
ち
り
く
る
と

ふ
も
と
の
さ
と
は
あ
ら
し
を
そ
ま
つ
(
仰
)

大
井
の
遁
遥
に
水
上
落
葉
と
い
ヘ
る

こ
と
を
よ
め
る

藤
原
伊
家

は
〉
そ
ち
る
い
は
ま
を
か
つ
く
か
も
と
り
は

」
〈
侃
丁
ウ
〉

を
の
か
あ
を
は
も
〉
み
ち
し
に
け
り
(
加
)

落
葉
埋
橋
と
い
ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る

修
理
大
夫
顕
季

を
く
ら
や
ま
み
ね
の
あ
あ
ら
し
の
ふ
く
か
ら
に

た
に
の
か
け
は
し
も
み
ち
し
に
け
り
(
邸
)

落
葉
蔵
水
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
中
臣
公
長
朝
臣

お
ほ
井
か
は
ち
る
も
み
ち
は
に
う
つ
も
れ
て

」

〈

ω丁
オ
〉

と
な
せ
の
た
き
は
を
と
の
み
そ
す
る
(
加
)

九
月
奉
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

中
原
経
則

あ
す
よ
り
は
よ
も
の
や
ま
へ
の
秋
き
り
の

お
も
か
け
に
の
み
た
〉
む
と
す
ら
ん
(
別
)

源
師
俊
朝
臣
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【
脚
】
或
本
俊
頼
ト
/
在
然
而
不
見
/
散
木
集
若
/
僻
事
放

く
さ
の
は
に
は
か
な
く
き
ゆ
る
つ
ゆ
を
し
も

か
た
み
に
を
き
て
秋
の
ゆ
く
ら
む
(
仰
)

九
月
墨
日
大
井
に
ま
か
り
で
よ
め
る

春
宮
大
夫
公
賓

お
し
め
と
も
よ
も
の
も
み
ち
は
ち
り
は
て
〉

と
な
せ
そ
秋
の
と
ま
り
な
り
け
る
(
制
)

白
紙

金
葉
和
詩
集
巻
第
四

冬
部

承
暦
元
年
御
前
に
て
殿
上
の
を
の

こ
と
も
探
題
て
う
た
っ
か
う
ま
つ
り

け
る
に
時
雨
を
と
り
て
つ
か
ま
つ
れ
る

源
師
賢
朝
臣

神
な
月
し
く
る
〉
ま
h

に
く
ら
ふ
や
ま

し
た
て
る
は
か
り
も
み
ち
し
に
け
り
(
加
)

従
二
位
藤
原
親
子
家
の
造
帯
合
に

し
く
れ
を
よ
め
る

」

〈
ω丁
ウ
〉

」

〈叩
丁
オ
〉

〈
叩
丁
ウ
〉

」
〈
礼
丁
オ
〉

修
理
大
夫
顕
季

し
く
れ
つ
〉
か
っ
ち
る
や
ま
の
も
み
ち
は
を

い
か
に
ふ
く
よ
の
あ
ら
し
な
る
ら
む
(
抑
)

奈
良
に
人
注
百
首
膏
よ
み
け
る
に

時
雨
を
よ
め
る

権
僧
正
永
縁

や
ま
か
は
の
み
つ
は
ま
さ
ら
て
し
く
れ
に
は

も
み
ち
の
い
ろ
そ
ふ
か
く
な
り
け
る
(
紛
)

時

雨

を

讃

る

掃

政

家

参

河

神
な
月
し
く
れ
の
あ
め
の
ふ
る
た
ひ
に

い
ろ
/
¥
に
な
る
す
h

か
や
ま
哉
(
捌
)

後
朱
雀
院
御
時
御
前
に
て
霧
能

【
頭
}
詳
敦
成
/
一
条
院
第
三
皇
/
子
母
儀
上
東
門
/
院

紅
葉
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

前
中
納
言
資
仲

【
脚
】
二
首
/
右
大
臣
賞
資
/
孫
大
納
言
正
二
位
/
資
平
男

正
二
位
」
前
帥

も
み
ち
〉
る
や
ま
は
秋
き
り
は
れ
せ
ね
は

た
っ
た
の
か
は
の
な
か
れ
を
そ
み
る
(
筋
)

大
井
に
ま
か
り
で
落
葉
の
こ
〉
ろ
を

」

〈
礼
丁
ウ
〉

」
〈

η
丁
オ
〉

前
/
中
納
言
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平
致
親

【
脚
】
一
首
/
重
之
子
放
/
然
者
源
也

お
ほ
井
か
は
も
み
ち
を
わ
く
る
い
か
た
し
は

さ
ほ
に
〉
し
き
を
か
け
て
こ
そ
み
れ
(
揃
)

落
葉
を
よ
め
る

よ
め
る

大
納
言
経
信

」
〈

η丁
ウ
〉

み
む
ろ
や
ま
も
み
ち
し
る
ら
し
た
ひ
人
の

す
け
の
を
か
さ
に
に
し
き
を
り
か
く
(
加
)

竹
風
似
雨
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

中
納
言
基
長

{
脚
】
二
首
/
堀
河
右
大
臣
頼
/
宗
孫
内
大
臣
/
正
一
一
位
能
長
/
男

源
済
政
/
女

な
よ
た
け
の
を
と
に
そ
〉
て
を
か
っ
き
つ
る

ぬ
れ
ぬ
に
こ
そ
は
か
せ
と
し
り
ぬ
れ
(
御
)

十
月
十
日
こ
ろ
し
か
の
な
き
け
る
を

き
h

て
読
る

」
〈

η
丁
オ
〉

法
印
光
清

{
脚
}
八
幡
別
嘗
/
法
印
頼
清
/
弟
子
同
宮
/
別
賞

な
に
乙
と
に
あ
き
は
て
な
か
ら
さ
を
し
か
の

お
も
ひ
か
へ
し
て
つ
ま
を
こ
ふ
ら
む
(
仰
)

百
首
寄
の
な
か
に
も
み
ち
を
よ
め
る

【
頭
】
堀
河
院
百
首
也

源
俊
頼
朝
臣

た
っ
た
か
は
し
か
ら
み
か
け
て
神
な
ひ
の

み
む
ろ
の
や
ま
の
も
み
ち
を
そ
み
る

(m)

あ
し
ろ
を
よ
め
る

」

〈
η
丁
ウ
〉

【
頭
】
同
院
百
首

母

皇
后
宮
肥
後

ひ
を
の
よ
る
か
は
せ
に
み
ゆ
る
あ
し
ろ
き
は

た
つ
し
ら
な
み
の
う
つ
に
ゃ
あ
る
ら
む

(m)

月
照
網
代
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

っ
き
h

よ
み
せ
h

の
あ
し
ろ
に
よ
る
ひ
を
は

た
ま
も
に
さ
ゆ
る
こ
ほ
り
な
り
け
り

(m)

旅
宿
冬
夜
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

」

〈
引
け
丁
オ
〉

た
ひ
ね
す
る
よ
と
乙
さ
ヘ
つ
〉
あ
け
ぬ
ら
し

と
か
た
そ
か
ね
の
乙
ゑ
き
こ
ゆ
な
り

(m)

関
路
千
鳥
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
兼
昌

一
一
条
大
宮
也
/
皇
后
宮
少
進
/
従
五
位
下
掘
/
津
守
俊
輔
/

{
脚
】
二
首
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男

あ
は
ち
し
ま
か
よ
ふ
ち
と
り
の
な
く
こ
ゑ
に

い
く
よ
め
さ
め
ぬ
す
ま
の
せ
き
も
り

(別)

乙
ぼ
り
を
よ
め
る

藤
原
隆
経
朝
臣

」
〈
九
丁
ウ
〉

た
か
せ
ふ
ね
さ
ほ
の
を
と
に
そ
し
ら
れ
け
る

あ
し
ま
の
乙
ほ
り
ひ
と
ヘ
し
に
け
り
(
抗
)

【
頭
】
後
拾
遺
云
/
サ
ム
シ
ロ
ハ
ム
ヘ
サ
/
エ
ケ
ラ
シ
カ
ク
レ
/
ヌ
ノ
ア
シ

マ
ノ
コ
/
ホ
リ
ヒ
ト
へ
シ
ニ
ケ
/
リ

谷
水
結
氷
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

内
大
臣

た
に
か
は
の
よ
と
み
に
む
す
ふ
乙
ほ
り
こ
そ

み
る
ひ
と
も
な
き
か
〉
み
な
り
け
れ

(m)

百
首
膏
の
な
か
に
氷
を
よ
め
る

【
頭
】
堀
河
院
百
首
也

藤
原
仲
賓
朝
臣

」
〈
符
丁
オ〉

し
な
か
と
り
ゐ
な
の
ふ
し
は
ら
か
せ
さ
え
て

乙
や
の
い
け
み
つ
こ
ほ
り
し
に
け
り
あ
)

冬
月
を
よ
め
る

神
祇
伯
顕
仲

冬
さ
む
み
そ
ら
に
こ
ぼ
れ
る
月
か
け
は

や
と
に
も
る
乙
そ
と
く
る
な
り
け
れ

(m)

水
満
池
上
と
い
へ
る
乙
と
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

」

〈
符
丁
ウ
〉

み
っ
と
り
の
つ
ら
h

の
ま
く
ら
ひ
ま
も
な
し

む
へ
さ
え
け
ら
し
と
ふ
の
す
か
こ
も

(m)

深
山
震
を
よ
め
る

大
蔵
卿
匡
房

は
し
た
か
の
し
ら
ふ
に
い
ろ
や
ま
か
ふ
ら
む

と
か
ヘ
る
や
ま
に
あ
ら
れ
ふ
る
な
り
(
仰
)

水
溶
寒
草
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

大
中
臣
公
長
朝
臣

」

〈苅
丁
オ
〉

た
か
ね
に
は
ゆ
き
ふ
り
ぬ
ら
し
ま
し
は
か
は

ほ
き
の
か
け
く
さ
た
る
ひ
す
か
れ
り
(
加
)

宇
治
前
太
政
大
臣
家
膏
合
に
雪
の

乙
〉
ろ
を
よ
め
る

【脚】

源
頼
綱
朝
臣

蔵
人
/
前
参
河
守
従
四
/
位
下
美
乃
守
/
正
四
位
下
頼
回
/

一
首

男
母
尾
張
守
/
中
清
女

乙
ろ
も
て
に
よ
乙
の
し
ら
風
さ
え
/
¥
て
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こ
た
か
み
や
ま
は
ゆ
き
ふ
り
に
け
り

(m)

橋
上
初
雪
と
い
ヘ
る
こ
と
を
読
る

前
斎
院
尾
張

し
ら
な
み
の
た
ち
わ
た
る
か
と
み
ゆ
る
か
な

は
ま
な
の
は
し
に
ふ
れ
る
は
つ
ゆ
き
(
加
)

初
雪
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

は
つ
ゆ
き
は
ま
き
の
は
し
ろ
く
ふ
り
に
け
り

乙
や
を
の
や
ま
の
ふ
ゅ
の
さ
ひ
し
さ
(
捌
)

雪
中
鷹
狩
を
よ
め
る

【脚】

源
道
済

一
首
文
章
生
/
蔵
人
筑
前
守
/
正
五
位
下

下
信
明
孫
/
伊
豆
守
従
五
/
位
下
方
国
男

ぬ
れ
/
¥
も
な
を
か
り
ゆ
か
む
は
し
た
か
の

う
は
〉
の
ゆ
き
を
う
ち
は
ら
ひ
っ
〉
(
加
)

た
か
h

り
の
心
を
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

は
し
た
か
を
と
り
か
ふ
さ
は
に
か
け
み
れ
は

我
身
も
と
も
に
と
や
か
ヘ
り
せ
り
(
捌
)

内
大
臣
家
越
後

」
〈
祁
丁
ウ
〉

」
〈

η
丁
オ
〉

前
/
陸
奥
守
従
四
/
位

」
〈
打
丁
ウ
〉

こ
と
は
り
や
か
た
の
h

を
の
に
な
く
き
〉
す

さ
こ
そ
は
か
り
の
ひ
と
は
つ
ら
け
れ
(
加
)

百
首
苛
の
な
か
に
雪
の
心
を
よ
め
る

【
頭
】
堀
河
院
百
首
也

大
蔵
卿
匡
一
房

い
か
に
せ
む
す
ゑ
の
ま
つ
や
ま
な
み
こ
さ
は

み
ね
の
は
つ
ゆ
き
き
え
も
こ
そ
す
れ
(
捌
)

宇
治
前
太
政
大
臣
家
苛
合
に
雪
の

心

を

読

る

皇

后

宮

撮

津

」
〈
符
丁
オ
〉

ふ
る
ゆ
き
に
す
き
の
あ
を
は
も
う
つ
も
れ
て

し
る
し
も
み
え
す
み
わ
の
や
ま
も
と
(
仰
)

中
納
言
女
王

い
は
し
ろ
の
む
す
へ
る
ま
つ
に
ふ
る
ゆ
き
は

は
る
も
と
け
す
や
あ
ら
む
と
す
ら
む
(
仰
)

大
嘗
曾
主
基
方
備
中
国
弥
高
山

を
よ
め
る

【
頭
】
讃
岐
院
御
時
/
四
尺
御
扉
風
乙
/
帖
三
首
内
題
晩
/
冬
弥
高
山
白
雪

/
立
方
積
云
と

藤
原
行
盛

」

〈
河
丁
ウ
〉

ゆ
き
ふ
れ
は
い
や
た
か
や
ま
の
こ
す
ゑ
に
は
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ま
た
冬
な
か
ら
は
な
さ
き
に
け
り
(
矧
)

雪
の
膏
と
て
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

こ
ろ
も
て
の
さ
え
ゆ
く
ま
〉
に
し
も
と
ゆ
ふ

か
つ
ら
き
や
ま
に
ゆ
き
は
ふ
り
つ
〉

(m)

雪
行
幸
に
を
そ
く
ま
い
り
け
れ
は

し
き
り
に
お
そ
き
よ
し
の
御
っ
か
ひ

た
ま
は
り
て
つ
か
ま
つ
れ
る

六
条
右
大
臣

あ
さ
こ
と
の
か
h

み
の
か
け
に
お
も
な
れ
て

ゆ
き
み
に
と
し
も
い
そ
か
れ
ぬ
哉
(
抑
)

す
み
か
ま
を
よ
め
る

【
頭
}
堀
河
院
百
首
也

皇
后
宮
権
大
夫
師
時

す
み
か
ま
に
た
つ
け
ふ
り
さ
へ
お
の
や
ま
は

ゆ
き
け
の
く
も
と
み
ゆ
る
な
り
け
り
(
加
)

百
首
苛
の
な
か
に
雪
を
よ
め
る

【
頭
】
同
院
百
首
也

隆
源
法
師

み
や
こ
た
に
ゆ
き
ふ
り
ぬ
れ
は
し
か
ら
き
の

」
〈
乃
丁
オ
〉

」
〈
乃
丁
ウ
〉

ま
き
の
そ
ま
や
ま
あ
と
た
え
ぬ
ら
む
(
加
)

皇
后
宮
肥
後

み
ち
も
な
く
つ
も
れ
る
ゆ
き
に
あ
と
た
え
て

ふ
る
さ
と
い
か
に
さ
ひ
し
か
る
ら
む
(
別
)

選
子
内
親
王
い
つ
き
に
お
は
し
ま
し

【
頭
】
大
斎
院

」
〈
初
丁
オ
〉

け
る
と
き
雪
の
ふ
り
た
る
に
月
の

あ
か
h

り
け
る
よ
ま
い
り
た
り
け
れ

と
女
房
た
ち
ね
た
り
け
る
に
や
を

と
せ
さ
り
け
れ
は
み
す
に
む
す
ひ

っ
け
侍
り
け
る
う
た

藤
原
兼
一
房
朝
臣

か
き
く
ら
し
あ
め
ふ
る
よ
は
や
い
か
な
ら
む

月
と
ゆ
き
と
は
か
ひ
な
か
り
け
り
(
仰
)

」
〈
別
丁
ウ
〉

家
経
朝
臣
の
か
つ
ら
の
や
ま
さ
と
に

障
子
の
ゑ
に
神
楽
し
た
る
か
た
か

き
た
る
と
乙
ろ
を
よ
め
る

康
資
王
母

さ
か
き
は
や
た
ち
ま
ふ
そ
て
の
お
ひ
風
に

な
ひ
か
ぬ
神
は
あ
ら
し
と
そ
思
(
捌
)
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神
楽
の
こ
h

ろ
を
よ
め
る

皇
后
宮
権
大
夫
師
時

神
か
き
の
み
む
ろ
の
や
ま
に
し
も
ふ
れ
は

ゆ
ふ
し
て
か
け
ぬ
さ
か
き
は
そ
な
き
(
別
)

乙
ぼ
り
を
よ
ま
せ
た
ま
ヘ
る

三
宮

つ
な
か
ね
と
な
か
れ
も
ゆ
か
す
た
か
せ
ふ
ね

む
す
ふ
こ
ほ
り
の
と
け
ぬ
か
き
り
は
(
捌
)

水
鳥
を
よ
め
る

前
斎
院
六
条

な
か
/
¥
に
し
も
の
う
は
き
を
か
さ
ね
て
や

を
し
の
け
乙
ろ
も
さ
へ
ま
さ
る
ら
む
(
制
)

池
の
氷
を
読
る

前
斎
宮
内
侍

な
み
ま
く
ら
い
か
に
う
き
ね
を
さ
た
む
ら
む

こ
ぼ
り
ま
す
た
の
い
け
の
を
し
と
り
(
抑
)

修
理
大
夫
顕
季

【
頭
】
堀
河
続
百
首
/
寄
也

さ
む
し
ろ
に
お
も
ひ
乙
そ
や
れ
さ
h

の
は
に

」
〈
別
丁
オ
〉

」
〈
別
丁
ウ
〉

」
〈
包
丁
オ
〉

さ
ゆ
る
し
も
よ
の
を
し
の
ひ
と
り
ね
(
抑
)

依

花

待

春

内

大

臣

な
に
と
な
く
と
し
の
く
る
〉
は
お
し
け
れ
と

は
な
の
ゆ
か
り
に
は
る
を
ま
つ
か
な
(
制
)

歳
暮
の
心
を
よ
め
る

藤
原
成
道
朝
臣

人
し
れ
す
く
れ
行
と
し
を
お
し
む
ま
に

は
る
い
と
ふ
な
の
た
ち
ぬ
へ
き
哉
(
狐
)

」

〈
包
丁
ウ
〉

掃
政
左
大
臣
家
に
て
各
題
と
も
を
探

て
よ
み
け
る
に
歳
暮
を
と
り
て

よ
め
る

藤
原
永
賓

か
そ
ふ
る
に
の
こ
り
す
く
な
き
身
に
し
あ
れ
は

せ
め
て
も
お
し
き
と
し
の
く
れ
哉
(
制
)

こ
の
寄
よ
み
て
の
ち
と
し
の
う
ち
に

身
ま
か
り
に
け
り
と
そ

」
〈
お
丁
オ
〉

歳
暮
の
乙
〉
ろ
を
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け

る

三
宮

い
か
に
せ
む
く
れ
ゆ
く
と
し
を
し
る
ヘ
に
て
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み
を
た
つ
ね
つ
〉
を
い
は
き
に
け
り
(
抑
)

中
原
長
国

一
首
文
章
生
/
外
記
肥
後
守
/
正
五
位
下
大
隅
/
守
従
五
位
下
/

【脚】

酒
人
重
頼
男

と
し
く
れ
ぬ
と
は
か
り
こ
そ
は
き
か
ま
し
か

我
み
の
う
ヘ
に
つ
も
ら
さ
り
せ
は
(
制
)

」

〈
お
丁
ウ
〉

中
納
言
園
信

【
頭
】
堀
河
院
百
首
也
/
件
百
首
題
除
/
夜
云
き

な
に
乙
と
を
ま
っ
と
も
な
し
に
あ
け
く
れ
て

こ
と
し
も
け
ふ
に
な
り
に
け
る
哉
(
制
)

」

〈
M
丁
オ
〉

白
紙

〈斜
丁
ウ
〉

金
葉
和
謂
集
巻
第
五

賀
部

長
治
二
年
三
月
五
日
内
裏
に
て
竹

不
改
色
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
ま
せ
た

ま
ヘ
る

堀
河
院
御
製

ち
よ
ふ
れ
と
お
も
か
は
り
せ
ぬ
か
は
た
け
は

な
か
れ
て
の
よ
の
た
め
し
な
り
け
り
(
別
)

」

〈邸
丁
オ
〉

郁
芳
門
院
根
合
に
い
は
ひ
の
心
を

よ
め
る

六

条

右

大

臣

よ
ろ
つ
よ
は
ま
か
せ
た
る
ヘ
し
い
は
し
み
つ

な
か
き
な
か
れ
を
き
み
に
よ
そ
ヘ
て
(
釦
)

堀
河
院
御
時
中
宮
遷
堀
川
院
と
き

松
契
湖
沼
年
と
い

ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る

大
納
言
俊
賓

一
首
/
中
納
言
隆
俊
/
男
母
行
任
女
/
以
大
納
言
相
博
/
美
乃
の
号

【
脚
}

美
/
乃
大
納
言
以
彼
」

美
乃
国
申
任
/
男
忠
高

み
つ
の
お
も
に
ま
つ
の
し
つ
え
の
ひ
ち
ぬ
れ
は

」

〈邸
丁
ウ
〉

ち
と
せ
は
い
け
の
こ
h

ろ
な
り
け
り
お
)

禁
中
に
て
翫
花
と
い
ヘ
る
乙
と
を
よ

め

る

中

納

言

質

行

乙
h

の
ヘ
に
ひ
さ
し
く
に
ほ
へ
や
ヘ
さ
く
ら

の
と
け
き
は
る
の
か
せ
そ
し
ら
す
や
(
制
)

花
契
還
年
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
師
俊
朝
臣

よ
ろ
つ
よ
と
さ
し
て
も
い
は
し
さ
く
ら
は
な

」

〈
鉛
丁
オ
〉

か
さ
〉
む
春
し
か
き
り
な
け
れ
は
(
制
)

俊
綱
朝
臣
家
の
膏
合
に
い
は
ひ
の
心
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を
よ
め
る

{
脚
}

藤
原
因
行

諸
陵
頭
/
従
五
位
上
内
匠
/
頭
有
親
男
/
右
衛
門
府
竹
田
/

一
首

種
理
為
養
子
/
佑
号
竹
田
大
夫

を
の
つ
か
ら
わ
か
身
さ
ヘ
こ
そ
い
は
〉
る
れ

た
れ
か
ち
ょ
に
も
あ
は
ま
ほ
し
さ
に
(
初
)

百
首
膏
の
な
か
に
祝
の
ご
〉
ろ
を
よ

め

る

源

俊

頼

朝

臣

」
〈
部
丁
ウ
〉

【
頭
}
堀
河
院
百
首
/
也

き
み
か
よ
は
ま
つ
の
う
は
〉
に
を
く
つ
ゅ
の

つ
も
り
で
よ
も
の
う
み
と
な
る
ま
で
(
別
)

祝
の
心
を
よ
め
る

大
納
言
経
信

き
み
か
よ
の
ほ
と
を
は
し
ら
で
す
み
よ
し
の

ま
つ
を
ひ
さ
し
と
お
も
ひ
け
る
哉
(
初
)

後
一
条
院
御
時
弘
徽
殿
女
御
歌
合
に

祝
の
心
を
よ
め
る

」
〈
幻
丁
オ
〉

【脚】

永
成
法
師

一
首
/
薗
城
寺
僧
/
越
前
守
源
孝
/
道
孫
守
名
〈
マ
マ
〉
源
/
二
男

母
一
条
院
/
女
御
藤
原
義
/
子
乳
母

君
か
よ
は
す
ゑ
の
ま
つ
や
ま
は
る
/
¥
と

と
す
し
ら
な
み
の
か
す
も
し
ら
れ
す
(
制
)

嘉
承
二
年
三
月
鳥
羽
殿
の
行
幸

に
池
上
花
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
ま
せ

た
ま
ひ
け
る

堀
河
院
御
製

い
け
み
つ
の
そ
こ
さ
へ
に
ほ
ふ
は
な
さ
く
ら

」
〈
幻
丁
ウ
〉

み
る
と
も
あ
か
し
ち
ょ
の
は
る
ま
で
(
抑
)

大
嘗
舎
主
基
方
辰
日
参
音
撃
に

つ
〉
み
や
ま
を
よ
め
る

【
頭
}
讃
岐
院
御
時
/
也

藤
原
行
盛

を
と
た
か
き
つ
h

み
の
や
ま
の
う
ち
は
え
て

た
の
し
き
み
よ
と
な
る
そ
う
れ
し
き
(
捌
)

悠
紀
方
朝
日
郷
を
よ
め
る

【
頭
}
同
御
時
也
同
辰
/
日
参
入
音
盤
/
膏
也

藤
原
敦
光
朝
臣
」
〈
鎚
丁
オ
〉

{
脚
】
二
首
従
四
位
上
行
/
式
部
大
甫
右
京
大
夫
従
四
位
下
東
/
宮
皐
士
明

衡
男
/
母
安
房
守
平
賓
/
重
女

く
も
り
な
き
と
よ
の
あ
か
り
に
あ
ふ
み
な
る
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あ
さ
ひ
の
さ
と
は
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
(
釦
)

巳
日
楽
破
雄
琴
郷
を
よ
め
る

【
頭
}
同
御
時

ま
つ
か
せ
の
お
と
こ
と
の
さ
と
に
か
よ
ふ
に
そ

お
さ
ま
れ
る
よ
の
乙
ゑ
は
き
こ
ゆ
る

(m)

後
冷
泉
院
御
時
大
嘗
曾
主
基
方
備

中
国
二
万
郷
を
よ
め
る藤

原
家
経
朝
臣

【
脚
】
一
首
/
木
工
頭
文
章
/
博
士
讃
岐
権
/
介

」
〈
∞
∞
丁
ウ
〉

参
議
従
三
/
位
贋
業
卿
」

男

母
備
中
守
/
橘
道
時
女
/
質
上
野
守
/
安
倍
信
行
女

み
つ
き
も
の
は
こ
ふ
よ
ほ
ろ
を
か
そ
ふ
れ
は

に
ま
の
さ
と
ひ
と
か
す
そ
ひ
に
け
り

(m)

お
な
し
く
に
の
い
な
ゐ
と
い
ヘ
る
所
を

人
に
か
は
り
て

高
階
明
頼

【
頭
】
此
寄
元
大
嘗
曾
/
膏
如
何

【脚】
な
は
し
ろ
の
み
つ
は
い
な
ゐ
に
ま
か
せ
た
り

た
み
や
す
け
な
る
君
、
が
み
よ
か
な
(
制
)

祝
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

一
首

」
〈
鈎
丁
オ
〉

皇
后
宮
肥
後

い
つ
と
な
く
か
せ
ふ
く
そ
ら
に
た
っ
ち
り
の

か
す
も
し
ら
れ
ぬ
君
か
み
よ
か
な
(
狐
)

花
契
濯
年
と
い
ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る

大
宰
大
武
長
賞

は
な
も
み
な
き
み
か
ち
と
せ
を
ま
つ
な
れ
は

い
つ
れ
の
は
る
か
い
ろ
も
か
は
ら
む
(
郷
)

撮
政
左
大
臣
中
将
に
て
侍
り
け
る
こ
ろ

」
〈
鈎
丁
ウ
〉

春
日
祭
の
つ
か
ひ
に
て
く
た
り
て
侍
り

け
る
に
周
防
内
侍
を
む
な
つ
か
ひ
に

て
く
た
り
け
る
に
為
隆
卿
行
事

弁
に
て
侍
り
け
る
か
も
と
に
を
く
り

て
侍
り
け
る

周
防
内
侍

【
脚
】
四
首
正
五
位
下
/
仲
子
周
防
内
/
侍
〈
マ
マ
〉
棟
仲
女

守
従
四
/
位
上
源
正
職
/
女
後
朱
雀
院
/
女
房
号
小
馬
/
内
侍

い
か
は
か
り
神
も
う
れ
し
と
み
か
さ
や
ま

ふ
た
は
の
ま
つ
の
ち
ょ
の
け
し
き
を
(
抑
)

母
/
加
賀

」
〈
ω丁
オ
〉

題

不

知

藤

原

道

経

{
脚
】
一
首
/
参
議
正
三
位
/
右
中
将
兼
経
/
孫
正
四
位
下
讃
/
岐
守
顕
綱
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男
/
母
隆
経
女
従
/
五
位
上
前
和
泉
/
守
入
道

き
み
か
よ
は
い
く
よ
ろ
つ
よ
か
〉
さ
ぬ
へ
き

い
つ
ぬ
き
か
は
の
つ
る
の
け
こ
ろ
も
(
抑
)

宇
治
前
太
政
大
臣
家
の
膏
合
に
祝

の
心
を
よ
め
る

中
納
言
通
俊

き
み
か
よ
は
あ
ま
の
こ
や
ね
の
み
乙
と
よ
り

い
は
ひ
そ
〉
め
し
ひ
さ
し
か
れ
と
は
(
羽
)

大
蔵
卿
匡
一房

き
み
か
よ
は
か
き
り
も
あ
ら
し
み
か
さ
や
ま

み
ね
に
あ
さ
ひ
の
さ
〉
む
か
き
り
は
(
制
)

新
院
北
面
に
て
藤
花
久
匂
と
い
へ
る

乙
と
を
よ
め
る

大
夫
典
侍

ふ
ち
な
み
は
き
み
か
ち
と
せ
の
ま
つ
に
こ
そ

か
け
て
ひ
さ
し
く
み
る
ヘ
か
り
け
れ
(
知
)

祝
の
心
を
よ
め
る

源
忠
季

き
み
か
よ
は
と
み
の
を
か
は
の
み
っ
す
み
て

ち
と
せ
を
ふ
と
も
た
え
し
と
そ
思
(
抑
)

」

〈
卯
丁
ウ
〉

」
〈
引
丁
オ
〉

賓
行
卿
家
膏
合
の
祝
の
心
を
読
る

藤
原
為
忠

み
つ
か
き
の
ひ
さ
し
か
る
へ
き
〉
み
か
よ
を

あ
ま
て
る
神
や
そ
ら
に
し
る
ら
む
(
知
)

前
己
中
宮
は
し
め
て
内
へ
い
ら
せ
た

ま
ひ
け
る
よ
雪
の
ふ
り
て
侍
り
け
れ

は
つ
か
は
し
け
る

」

〈
引
丁
ウ
〉

宇
治
前
太
政
大
臣

【脚】

一
首
/
大
入
道
殿
孫
/
御
堂
男
母
/
左
大
臣
雅
信
女
/
法
興
院

ゆ
き
つ
も
る
と
し
の
し
る
し
に
い
と
冶
し
く

ち
と
せ
の
ま
つ
の
は
な
さ
く
そ
み
る
(
制
)

か

ヘ

し

六

条

右

大

臣

つ
も
る
ヘ
し
ゆ
き
つ
も
つ
ヘ
し
き
み
か
よ
は

ま
つ
の
は
な
さ
く
ち
た
ひ
み
る
ま
で
(
紡
)

天
喜
四
年
皇
后
宮
膏
合
に
祝
の

心
を
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る

後
冷
泉
院
御
製

【
脚
】
一
首
/
詳
親
仁

な
か
は
ま
の
ま
さ
こ
の
か
す
も
な
に
な
ら
す

っ
き
せ
す
み
ゆ
る
君
か
み
よ
か
な
(
制
)

」

〈
幻
丁
オ
〉



256 

松
上
雪
を
よ
め
る

{脚】

源

頼

家

朝

臣

」

〈

幻

丁

ウ

〉

蔵
人
/
前
筑
前
守
従
/
四
位
下
頼
光
量
/
ミ
男
母
従
三
位
」

首
信
忠
卿
女
忠
/
信
号
美
乃二一
/
位

よ
ろ
つ
よ
の
た
め
し
と
み
ゆ
る
松
の
う
ヘ
に

ゆ
き
さ
ヘ
つ
も
る
と
し
に
も
あ
る
哉
(
初
)

前
斎
宮
い
せ
に
お
は
し
ま
し
け
る

こ
ろ
い
し
な
と
り
の
い
し
あ
は
せ
と

い
へ
る
こ
と
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に

祝
の
心
を
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

く
も
り
な
く
と
よ
さ
か
の
ほ
る
あ
さ
ひ
に
は

」
〈
幻
丁
オ
〉

き
み
そ
っ
か
ヘ
む
よ
ろ
つ
よ
ま
で
に
(
湖
)

」
〈幻
丁
ウ
〉

『
清
輔
本
金
葉
和
歌
集
』

下
冊

・
遊
紙
前
に

1
丁
、
後
に

2
丁

金
葉
和
詩
集
巻
第
六

別
離
部

兼
一
房
朝
臣
丹
後
に
な
り
て
く
た
り

け
る
ひ
っ
か
は
し
け
る大

納
言
経
長

{
脚
}
一
首
/
右
大
臣
源
重
信
/
孫
中
納
言
正
二

/
位
道
方
男

き
み
う
し
や
は
な
の
み
や
こ
の
は
な
を
み
て

な
は
し
ろ
み
つ
に
い
そ
く
こ
〉
ろ
よ
(
制
)

か

ヘ

し

藤

原

兼

一

房

朝

臣

」
〈1
丁
オ
〉

よ
そ
に
き
く
な
は
し
ろ
水
に
あ
は
れ
わ
か

お
り
た
つ
な
を
も
な
か
し
つ
る
か
な
(
抑
)

重
予
帥
下
向
し
侍
り
け
る
こ
ろ
人
き

銭
し
侍
り
け
る
と
き
よ
め
る

堀
川
右
大
臣

か
へ
る
へ
き
た
ひ
の
わ
か
れ
と
な
く
さ
む
る

乙
〉
ろ
に
か
な
ふ
な
み
た
な
り
け
り
(
制
)

題
讃
人
不
知

」
〈1
丁
ウ
〉
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を
く
れ
ゐ
て
わ
か
こ
ひ
を
れ
は
し
ら
く
も
の

た
な
ひ
く
や
ま
を
け
ふ
や
乙
ゆ
ら
む
(
純
)

経
輔
卿
つ
く
し
ヘ
く
た
り
侍
り
け
る

に
く
し
て
く
た
り
け
る
時
み
ち
よ
り

上
東
門
院
に
侍
り
け
る
人
の
か
り

っ
か
は
し
け
る

前
大
宰
大
武
長
一
房

か
た
し
き
の
そ
で
に
ひ
と
り
は
あ
か
せ
と
も

」

〈

2
丁
オ
〉

お
つ
る
な
み
た
そ
よ
を
か
さ
ね
け
る
(
抑
)

こ
れ
を
御
覧
し
て
か
た
は
ら
に
か
き

つ
け
さ
せ
た
ま
ひ
け
る上

東
門
院

【脚】

二
首
彰
子
/
御
堂
入
道
殿
女

わ
か
れ
ち
を
け
に
い
か
は
か
り
な
け
く
ら
む

き
く
ひ
と
さ
へ
そ
h

て
は
ぬ
れ
け
る
(
悩
)

源
公
定
か
大
隅
守
に
て
く
た
り
け

る
と
き
月
の
あ
か
h

り
け
る
よ
わ
か

」

〈

2
丁
ウ
〉

れ
を
〉
し
み
て
よ
め
る源

為
成

は
る
か
な
る
た
ひ
の
そ
ら
に
も
を
く
れ
ね
は

う
ら
や
ま
し
き
は
秋
の
よ
の
月
(
純
)

{
頭
}
拾
遺
集

封
馬
守
に
て
小
槻
あ
き
み
ち
か
く

た
り
け
る
と
き
っ
か
は
し
げ
る

共
政
朝
臣
妻

お
き
つ
し
ま
く
も
ゐ
の
き
し
を
ゆ
き
か
ヘ
り

{
頭
】
同
集

{
脚
】
友
正
朝
臣
女
善
/
滋
為
政
文
章
/
博
士
従
四
位
上
前
/
能
登
守
従
五

」

〈

3
丁
オ
〉

/
位
上
善
滋
保
章
/
男

外
記

ふ
み
か
よ
は
さ
む
ま
ぼ
ろ
し
も
か
な
(
制
)

俊
頼
朝
臣
伊
勢
園
へ
ま
か
る
こ
と

あ
り
て
い
て
た
ち
け
る
と
き
人
/
¥

銭
し
侍
り
け
る
に
よ
め
る

参
議
師
頼

い
せ
の
う
み
を
の
h

ふ
る
え
に
く
ち
は
て
〉

み
や
こ
の
か
た
ヘ
か
ヘ
れ
と
そ
お
も
ふ
(
叩
)

源
行
宗
朝
臣

」

〈

3
丁
ウ
〉

ま
ち
つ
け
む
我
身
な
り
せ
は
か
へ
る
へ
き

ほ
と
を
い
く
た
ひ
君
に
と
は
ま
し
(
湖
)

百
首
の
う
た
の
な
か
に
わ
か
れ
の
膏
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【
頭
】
堀
河
院
百
首
/
也

の
心
を
よ
め
る

中
納
言
園
信

け
ふ
は
さ
は
た
ち
わ
か
る
と
も
た
よ
り
あ
ら
は

あ
り
ゃ
な
し
ゃ
の
な
さ
け
わ
す
る
な
(
湖
)

藤
原
基
俊

」

〈

4
丁
オ
〉

秋
き
り
の
た
ち
わ
か
れ
ぬ
る
君
に
よ
り

は
れ
ぬ
お
も
ひ
に
ま
と
ひ
ぬ
る
哉
(
抑
)

【
頭
}
同
百
首

為
仲
朝
臣
陸
奥
守
に
て
く
た
り

{
頭
】
正
四
位
下
筑
前
守
/
義
道
男
正
四
下

け
る
に
ひ
と
/
¥
銭
し
侍
り
け
る
に

よ
め
る

【
脚
}

藤
原
賓
綱
朝
臣

一
首
柴
蔵
人
/
式
部
大
甫
正
四
/
位
下
前
式
部
/
大
甫
資
業
卿
/
男

母
備
後
守
/
師
長
女

ひ
と
は
い
さ
わ
か
よ
は
す
ゑ
に
な
り
ぬ
れ
は

ま
た
あ
ふ
さ
か
も
い
か
〉
乙
ゆ
へ
き
(
知
)

」

〈

4
丁
ウ
〉

【脚】

藤
原
有
貞

一
首
/
従
五
位
下
淡
路
/
守
従
三
位
式

P
大
甫
資
業
孫
/
正
四
位
下

式
部
/
大
甫
質
綱
男

/
母
備
後
守
源
/
道
成
女

こ
ひ
し
さ
は
そ
の
人
か
す
に
あ
ら
す
と
も

み
や
こ
を
し
の
ふ
う
ち
に
い
れ
な
む
(
抑
)

経
衛
卿
に
く
し
て
つ
く
し
へ
ま
か
り
け

る
に
公
賓
卿
の
許
ヘ
つ
か
は
し
け
る

中
納
言
通
俊

さ
し
の
ぼ
る
あ
さ
ひ
に
き
み
を
お
も
ひ
い
て
ん

か
た
ふ
く
月
に
我
を
わ
す
る
な
(
紛
)

」

〈

5
丁
オ
〉

か
ヘ
し

春
宮
大
夫
公
賓

あ
さ
ひ
と
も
君
と
も
わ
か
す
っ
か
の
ま
も

き
み
を
わ
す
る
〉
と
き
し
な
け
れ
は
(
制
)

み
ち
の
く
に
へ
ま
か
り
け
る
時
あ
ふ
さ
か
の

せ
き
よ
り
み
や
こ
ヘ
つ
か
は
し
け
る

橘
則
光
朝
臣

【
脚
】
一

首

蔵
人
/
陸
奥
守
従
四
/
位
上
駿
河
守
/
敏
政
男

我
ひ
と
り
い
そ
く
と
お
も
ひ
し
あ
つ
ま
ち
に

か
き
ね
の
む
め
は
さ
き
た
ち
に
け
り
(
狐
)

」

〈

5
了
ウ
〉

金
葉
和
詩
集
巻
第
七

慾
部
上

五
月
五
日
に
は
し
め
て
女
の
か
り
つ
か
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は
し
け
る

小
一
条
院

一
首
/
詳
敦
明
三
条
/
院
皇
子
立
太
/
子
院
号

し
ら
さ
り
っ
そ
て
の
み
ぬ
れ
て
あ
や
め
草

か
〉
る
こ
ひ
ち
に
お
ひ
む
も
の
と
は
(
制
)

を
む
な
の
か
り
つ
か
は
し
け
る

【脚】

大
江
公
資
朝
臣

し
の
す
〉
き
う
は
〉
に
す
か
く
さ
〉
か
に
の

い
か
さ
ま
に
せ
は
ひ
と
な
ひ
き
な
む
(
初
)

瞬
間
柳
川
を
よ
め
る

神
祇
伯
顕
仲

さ
り
と
も
と
お
も
ふ
か
き
り
は
し
の
は
れ
て

と
り
と
〉
も
に
そ
ね
は
な
か
れ
け
る
(
抑
)

つ
れ
な
か
り
け
る
を
む
な
の
か
り
つ

か
は
し
け
る

春
宮
大
夫
公
賓

こ
れ
に
し
く
お
も
ひ
は
な
き
を
く
さ
ま
く
ら

た
ひ
に
か
へ
す
は
い
な
む
し
ろ
と
や
(
抑
)

顕
季
卿
の
家
に
て
人
旨
恋
の
う
た

よ
み
け
る
に
読
る

」
〈
6
丁
オ
〉

」
〈
6
丁
ウ
〉

藤
原
顕
輔
朝
臣

あ
ふ
と
み
て
う
つ
〉
の
か
ひ
は
な
け
れ
と
も
」
〈
7
丁
オ
〉

{
頭
}
謁
席
講
席
之
時
俊
頼
/
感
歎
云
ウ
ッ
、
ノ
/
カ
ヒ
ハ
ノ
字
直
千
/
金

也
俊
頼
膏
芋
/
ハ
ウ
ッ
、
ニ
テ
〈
左
傍
記
「
き
」
〉
コ
ソ
/
ヨ
マ
シ
カ

ト
云
々

は
か
な
き
ゆ
め
そ
い
の
ち
な
り
け
る
(
制
)

を
む
な
の
か
り
つ
か
は
し
け
る

源
雅
光

あ
ふ
ま
て
は
お
も
ひ
も
よ
ら
す
な
つ
ひ
き
の

い
と
を
し
と
た
に
い
ふ
と
き
か
は
や
(
飢
)

従
二
位
藤
原
親
子
家
の
造
情
合
に

恋
の
心
を
よ
め
る

宣
源
法
師

」〈
7
丁
ウ
〉

い
ま
は
た
冶
ね
ら
れ
ぬ
い
を
そ
と
も
と
す
る

恋
し
き
ひ
と
の
ゆ
か
り
と
お
も
へ
は
(
抑
)

【
頭
】
時
有
難
云
/
不
被
寝
イ
ヲ
ハ
/
イ
ヵ
、
ト
モ
ニ
ス
/
ヘ
キ
ト
云
旨

大
宰
大
武
長
賞

お
も
ひ
や
れ
す
ま
の
う
ら
み
て
ね
た
る
よ
の

か
た
し
く
そ
て
に
か
〉
る
な
み
た
を
(
紛
)

も
の
申
け
る
ひ
と
の
か
み
を
か
き
こ
し
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て
み
け
る
を
見
て
よ
め
る

津
守
図
基

」〈
8
丁
オ
〉

あ
さ
ね
か
み
た
か
た
ま
く
ら
に
た
わ
つ
け
て

け
さ
は
か
た
み
と
ふ
り
こ
し
て
み
る
(
制
)

題
よ
み
ひ
と
し
ら
す

こ
ひ
す
て
ふ
な
を
た
に
な
か
せ
な
み
た
か
は

つ
れ
な
き
ひ
と
も
き
h

や
わ
た
る
と
(
紡
)

な
に
せ
む
に
お
も
ひ
か
け
〉
む
か
ら
こ
ろ
も

乙
ひ
す
る
乙
と
は
み
さ
ほ
な
ら
ぬ
に
(
揃
)

中
納
言
雅
定

」〈
8
丁
ウ
〉

あ
ふ
こ
と
は
い
つ
と
な
き
さ
の
は
ま
ち
と
り

な
み
の
た
ち
ゐ
に
ね
を
の
み
そ
な
く
(
抑
)

あ
る
み
や
は
ら
に
侍
り
け
る
ひ
と
の

し
の
ひ
て
み
や
を
い
て
〉
も
の
申
て

の
ち
ひ
こ
ろ
あ
り
て
つ
か
は
し
け
る

春
宮
大
夫
公
賓

お
も
ひ
い
つ
ゃ
あ
り
し
そ
の
よ
の
く
れ
た
け
は

あ
さ
ま
し
か
り
し
ふ
し
と
こ
ろ
哉
(
紛
)

」
〈9
丁
オ
〉

【
頭
】
随
聞
集
/
中
宮
女
房
/
ヒ
ト
ヨ
コ
ソ
ワ
ス
レ
/
カ
タ
ケ
レ
ク
レ
タ
/

ケ
ノ
ア
サ
マ
シ
カ
リ
/
シ
フ
シ
ト
コ
ロ
カ
ナ

顕
季
卿
家
に
て
寄
織
女
恋
と
い
ヘ

る
乙
と
を
よ
め
る

少
将
公
教
母

{
脚
】
少
将
無
益
之
/
条
前
注
了

た
な
は
た
は
ま
た
こ
む
秋
も
た
の
む
ら
む

あ
ふ
よ
も
し
ら
ぬ
身
を
い
か
に
せ
む
(
抑
)

水
鳥
に
ょ
す
る
恋
と
い
ヘ
る
こ
と
を

読

る

源

師

俊

朝

臣

み
っ
と
り
の
は
か
せ
に
さ
は
く
さ
h

な
み
の

」
〈9
丁
ウ
〉

あ
や
し
き
ま
で
も
ぬ
る
h

そ
て
哉
(
抑
)

寄
夢
恋
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

左
兵
衛
督
賞
能

ゆ
め
に
た
に
あ
ふ
と
は
み
え
よ
さ
も
こ
そ
は

う
つ
〉
に
つ
ら
き
こ
h

ろ
な
り
と
も
(
仰
)

題

不

知

中

納

言

顕

隆

し
ら
く
も
の
か
h

る
や
ま
ち
を
ふ
み
〉
て
そ

い
と
〉
乙
〉
ろ
は
そ
ら
に
な
り
け
る
お
)

」
〈
叩
丁
オ
〉

た
の
め
で
あ
は
す
と
い
ヘ
る
乙
と
を
よ

源
顕
園
朝
臣

右
大
臣
/
顕
房
孫
中
/
納
言
園
信
男

め
る

【
脚
】
四
首
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あ
ひ
み
む
と
た
の
む
れ
は
こ
そ
く
れ
は
と
り

あ
ゃ
し
ゃ
い
か
h

た
ち
か
ヘ
る
へ
き
(
約
)

忍
恋
の
こ
h

ろ
を
よ
め
る

中
納
言
賓
行

た
に
か
は
の
う
へ
は
こ
の
は
に
う
つ
も
れ
で

し
た
に
な
か
る
と
ひ
と
し
る
ら
め
や
(
仰
)

」
〈
叩
丁
ウ
〉

月
前
恋
と
い
ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る

藤
原
基
光

な
か
む
れ
は
こ
ひ
し
き
ひ
と
の
恋
し
き
に

く
も
ら
は
く
も
れ
秋
の
よ
の
月
(
れ
)

題
よ
み
ひ
と
し
ら
す

つ
ら
し
と
も
を
ろ
か
な
る
に
そ
い
は
れ
け
る

い
か
に
う
ら
む
と
人
に
き
か
せ
む
(
抑
)

も
の
申
け
る
ひ
と
の
先
送
中
宮
に
ま
い

」
〈
日
丁
オ
〉

り
に
け
れ
は
な
こ
り
を
こ
ひ
て
月
の

あ
か
〉
り
け
る
夜
い
ひ
っ
か
は
し
け
る

藤
原
知
一
房
朝
臣

お
も
か
け
は
か
す
な
ら
ぬ
み
に
ご
ひ
ら
れ
て

く
も
ゐ
の
月
を
た
れ
と
み
る
ら
む
(
初
)

さ
は
る
こ
と
あ
り
て
ひ
さ
し
う
を

と
つ
れ
さ
り
け
る
を
ん
な
の
許
よ
り

い
ひ
を
く
り
て
侍
り
け
る

」
〈
日
丁
ウ
〉

讃
人
不
知

あ
さ
ま
し
ゃ
な
と
か
き
た
ゆ
る
も
し
ほ
く
さ

さ
こ
そ
は
あ
ま
の
す
さ
ひ
な
り
と
も
お
)

ふ
み
は
か
り
を
乙
せ
て
い
ひ
た
え
に
け

る
ひ
と
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る

内
大
臣
家
小
大
進

{
脚
】
三
首
/
前
式
部
丞
定
/
能
女

ふ
み
そ
め
て
お
も
ひ
か
ヘ
り
し
く
れ
な
ゐ
の

ふ
て
の
す
さ
ひ
を
い
か
て
み
せ
け
む
(
抑
)

」
〈
ロ
丁
オ
〉

賞
行
卿
家
苛
合
に
恋
の
心
を
読
る

長
賞
卿
母

し
る
ら
め
や
よ
と
の
つ
き
は
し
ょ
と
〉
も
に

つ
れ
な
き
こ
と
を
恋
わ
た
る
と
は
(
捌
)

藤
原
道
経

恋
わ
ひ
て
を
さ
ふ
る
そ
て
ゃ
な
か
れ
い
つ
る

な
み
た
の
か
は
の
ゐ
せ
き
な
る
ら
む
(
飢
)

少
将
公
教
母

」
〈
ロ
丁
ウ
〉
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な
か
れ
て
の
な
に
そ
た
ち
ぬ
る
な
み
た
か
は

ひ
と
め
つ
〉
み
を
せ
き
し
あ
え
ね
は
(
抑
)

題

不

知

皇

后

宮

右

衛

門

佐

な
み
た
か
は
そ
て
の
ゐ
せ
き
も
く
ち
は
て
〉

よ
と
む
か
た
な
き
恋
も
す
る
哉
(
紛
)

源
頼
国
朝
臣

か
く
と
た
に
ま
た
い
は
し
ろ
の
む
す
ひ
ま
つ

む
す
ほ
〉
れ
た
る
わ
か
乙
〉
ろ
哉
(
捌
)

」
〈日
丁
オ
〉

女
の
か
り
つ
か
は
し
け
る

藤
原
顕
輔
朝
臣

こ
ひ
す
て
ふ
も
し
の
せ
き
も
り
い
く
た
ひ
か

わ
れ
か
き
つ
ら
む
こ
〉
ろ
つ
く
し
に
(
狐
)

左
兵
衛
督
賞
能

い
の
ち
た
に
は
か
な
か
ら
す
は
と
し
ふ
と
も

あ
ひ
み
む
こ
と
を
ま
た
ま
し
も
の
を
(
揃
)

後
朝
の
乙
〉
ろ
を
よ
め
る

」
〈
日
丁
ウ
〉

源
行
盛
朝
臣

つ
ら
か
り
し
こ
〉
ろ
な
ら
ひ
に
あ
ひ
み
て
も

な
を
ゆ
め
か
と
そ
う
た
か
は
れ
け
る
(
抑
)

堀
河
院
御
時
艶
書
合
に
よ
め
る

春
宮
大
夫
公
賓

お
も
ひ
あ
ま
り
い
か
て
も
ら
さ
む
お
く
や
ま
の

い
は
か
き
こ
む
る
た
に
の
し
た
水
(
湖
)

恋
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

」
〈
凶
丁
オ
〉

藤
原
顕
輔
朝
臣

と
し
ふ
れ
と
人
も
す
さ
め
ぬ
わ
か
こ
ひ
ゃ

く
ち
き
の
そ
ま
の
た
に
の
む
も
れ
き
(
捌
)

あ
る
ま
し
き
人
を
お
も
ひ
か
け
て
よ

め

る

よ

み

人

し

ら

す

い
か
に
せ
む
か
す
な
ら
ぬ
身
に
し
た
か
は
て

つ
〉
む
そ
て
よ
り
お
つ
る
な
み
た
を
(
捌
)

院
の
く
ま
の
に
ま
い
ら
せ
お
は
し
ま
し

」
〈
U
丁
ウ
〉

け
る
と
き
御
む
か

ヘ
に
ま
い
り
て
た
ひ

ね
の
と
乙
つ
ゆ
け
か
り
け
れ
は
よ
め
る

大
宰
大
武
長
賞

よ
も
す
か
ら
く
さ
の
ま
く
ら
に
を
く
つ
ゅ
は

ふ
る
さ
と
こ
ふ
る
な
み
た
な
り
け
り
(
矧
)

野
わ
き
し
た
り
け
る
に
い
か
〉
な
と

を
と
つ
れ
た
り
け
る
ひ
と
の
そ
の
〉
ち

ま
た
を
と
も
せ
さ
り
け
れ
は
つ
か
は
し

」
〈日
丁
オ
〉
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け

る

さ

か

み

{
脚
】
二
一
首
/
入
道
一
品
宮
女
/
房
父
不
詳
不
/
和
氏
神
之
由
/
見
家
集
母

前
/
能
登
守
慶
保
/
章
女
公
資
き
/
為
相
模
守
為
妻
/
初
号
相
模
本

名
/
乙
侍
従

あ
ら
か
り
し
か
せ
の
冶
ち
よ
り
た
え
ぬ
る
は

く
も
て
に
す
か
く
い
と
に
ゃ
あ
る
ら
む
(
抑
)

園
信
卿
家
の
奇
合
に
夜
恋
の
こ
〉
ろ

を
よ
め
る

{
頭
】
散
木
集
云
/
夜
恋
云
き

源
俊
頼
朝
臣

よ
と
冶
も
に
た
ま
ち
る
と
こ
の
す
か
ま
く
ら

み
せ
は
や
人
に
よ
は
の
け
し
き
を
(
抑
)

」
〈
日
丁
ウ
〉

五
月
五
日
に
わ
り
な
く
て
も
り
い
て

た
る
と
乙
ろ
に
乙
も
と
い
ヘ
る
も
の

を
ひ
き
た
り
し
も
わ
す
れ
か
た

さ
に
い
ひ
っ
か
は
し
け
る

さ
か
み

あ
や
め
に
も
あ
ら
ぬ
ま
乙
も
を
ひ
き
か
け
し

か
り
の
よ
と
の
〉
わ
す
ら
れ
ぬ
哉
(
制
)

間
五
月
侍
り
け
る
と
し
ひ
と
を
か
た

」
〈
日
了
オ
〉

【脚】
ら
ひ
け
る
に
の
ち
の
五
月
す
き
て
と

ま
う
し
け
れ
は
よ
め
る橘

季
通

一
首
/
前
駿
河
守
従
/
五
位
下
陸
奥
守
/
従
四
位
上
則
光
/
三
男
母

因
幡
/
守
行
平
女

な
そ
も
か
く
こ
ひ
ち
に
た
ち
で
あ
や
め
草

あ
ま
り
な
か
ひ
く
さ
月
な
る
ら
む
(
抑
)

ひ
と
の
か
り
つ
か
は
し
け
る

神
祇
伯
顕
仲

を
の
つ
か
ら
よ
か
る
冶
ほ
と
の
さ
む
し
ろ
は

」
〈
日
丁
ウ
〉

な
み
た
の
う
き
に
な
る
と
し
ら
す
や
(
制
)

ひ
と
を
う
ら
み
て
つ
か
は
し
け
る

藤
原
惟
規

文
章
生
/
蔵
人
散
位
従
/
五
位
下
為
時
男
/
母
常
陸
介
為

{
脚
】
三
首

/
長
女

い
け
に
す
む
わ
か
な
を
〉
し
の
と
り
か
ヘ
す

も
の
に
も
か
な
や
ひ
と
を
う
ら
み
む
(
抑
)

女
の
も
と
へ
ま
か
り
た
り
け
る
に
こ
よ

ひ
は
か
ヘ
り
ね
と
ま
う
し
け
れ
は
か
ヘ
り

に
け
る
の
ち
ひ
と
よ
は
い
か
〉
思
し

」
〈
げ
丁
オ
〉
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と
ま
う
し
た
り
け
れ
は
い
ひ
っ
か
は
し

け

る

藤

原

正

家

朝

臣

{
脚
}
一
首
/
参
議
従
一二
位
/
虞
業
孫
正
四
/
位
下
式
部
権
/
大
輔
家
経
男

/
母
但
馬
守
能
/
通
女

秋
か
せ
に
ふ
き
か
へ
さ
れ
て
く
す
の
は
の

い
か
に
う
ら
み
し
も
の
と
か
は
し
る
(
制
)

か
た
ら
ひ
侍
り
け
る
ひ
と
の
あ
な
か
ち

に
ま
う
さ
る
こ
と
あ
り
け
れ
は

い
ひ
っ
か
は
し
け
る

藤
原
有
教
母

」

〈
口
丁
ウ
〉

し
た
か
へ
は
み
を
は
す
で
〉
む
こ
〉
ろ
に
も

か
な
は
て
と
ま
る
な
こ
そ
お
し
け
れ
(
抑
)

長
賞
卿
家
耳
則
合
に
恋
の
こ
〉
ろ
を
よ

め

る

藤

原

忠

隆

つ
冶
め
と
も
な
み
た
の
あ
め
の
し
る
け
れ
は

こ
ひ
す
る
な
を
も
ふ
ら
し
け
る
哉
(
側
)

人
を
う
ら
み
て
つ
か
は
し
け
る

藤
原
惟
規

」

〈
凶
丁
オ
〉

し
ま
か
せ
に
し
は
た
つ
な
み
の
や
ち
か
ヘ
り

う
ら
み
て
も
な
を
た
の
ま
る
h

哉
(
仰
)

な
き
名
た
ち
け
る
人
の
か
り
つ
か
は

し
け
る

前
斎
宮
内
侍

あ
さ
ま
し
ゃ
あ
ふ
せ
も
し
ら
ぬ
な
と
り
か
は

ま
た
き
に
い
は
ま
も
ら
す
ヘ
し
や
は
(
仰
)

あ
ひ
て
あ
は
ぬ
恋
の
心
を
よ
め
る

」

〈
日
丁
ウ
〉

左
京
大
夫
経
忠

ひ
と
よ
と
は
い
つ
か
ち
き
り
し
か
は
た
け
の

な
か
れ
て
と
こ
そ
お
も
ひ
そ
め
し
か
(
制
)

俊
忠
卿
家
に
て
恋
膏
十
首
よ
み

け
る
に
ち
か
ひ
て
あ
は
す
と
い
ヘ
る
こ

と
を
人
に
か
は
り
て
よ
め
る

皇
后
宮
式
部

あ
ひ
み
て
の
〉
ち
つ
ら
か
ら
は
よ
〉
を
へ
て

」

〈
印
丁
オ
〉

こ
れ
よ
り
ま
さ
る
乙
ひ
に
ま
と
は
む
(
似
)

賓
行
卿
家
の
膏
合
に
恋
の
こ
h

ろ

を
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

い
つ
と
な
く
恋
に
こ
か
る
h

わ
か
身
よ
り

た
つ
ゃ
あ
さ
ま
の
け
ふ
り
な
る
ら
む
(
側
)
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恋
膏
と
て
よ
め
る

藤
原
成
通
朝
臣

の
ち
の
よ
と
ち
き
り
し
ひ
と
も
な
き
も
の
を

し
れ
は
や
と
の
み
い
ふ
そ
は
か
な
き
(
制
)

撮
政
左
大
臣

い
は
ぬ
ま
は
し
た
は
ふ
あ
し
の
ね
を
し
け
み

ひ
ま
な
き
こ
ひ
を
君
し
る
ら
め
や
(
仰
)

か
た
ら
ひ
け
る
ひ
と
の
か
れ
/
¥
に
な
り
て

う
ら
め
し
か
り
け
れ
は
つ
か
は
し
け
る

白
河
女
御
越
中

ま
ち
し
よ
の
ふ
け
し
を
な
に
h

な
け
き
け
む

お
も
ひ
た
え
て
も
す
く
し
け
る
み
を
(
側
)

恋
の
こ
〉
ろ
を
人
/
¥
読
け
る
に
よ
め
る

律
師
賓
源

い
の
ち
を
し
か
け
て
ち
き
り
し
な
か
な
れ
は

た
ゆ
る
は
し
ぬ
る
乙
h

ち
こ
そ
す
れ
(
仰
)

皇
后
宮
美
濃

か
き
た
え
て
ほ
と
も
ヘ
ぬ
る
を
さ
h

か
に
の

い
ま
は
こ
h

ろ
に
か
〉
ら
す
も
か
な
(
仰
)

」
〈
印
丁
ウ
〉

」
〈
却
丁
オ
〉

」
〈
初
丁
ウ
〉

旅

宿

恋

撮

政

左

大

臣

み
せ
は
ゃ
な
き
み
し
の
ひ
ね
の
く
さ
ま
く
ら

た
ま
ぬ
き
か
く
る
た
ひ
の
け
し
き
を
(
仰
)

堀
河
院
御
時
艶
童
日
舎
に
つ
か
ま
つ
れ

る

皇

后

宮

肥

後

お
も
ひ
や
れ
と
は
で
ひ
を
ふ
る
さ
み
た
れ
に

ひ
と
り
や
と
も
る
そ
れ
の
し
つ
く
を
(
叫
)

皇
后
宮
に
て
人
三
恋
寄
っ
か
ま
つ
り

け
る
に
ふ
み
を
か
へ
さ
る
h

恋
と
い
ヘ

る
こ
と
を
よ
め
る

美
の

こ
ふ
れ
と
も
ひ
と
の
乙
冶
ろ
の
と
け
ぬ
に
は

む
す
は
れ
な
か
ら
か
ヘ
る
た
ま
っ
さ
(
仰
)

人
/
¥
に
恋
膏
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に

女
に
か
は
り
て

撮
政
左
大
臣

こ
〉
ろ
さ
し
あ
さ
ち
か
す
ゑ
に
を
く
っ
ゅ
の

た
ま
さ
か
に
と
ふ
人
は
た
の
ま
し
(
似
)

忍
恋
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

よ
み
ひ
と
し
ら
す

」
〈
幻
丁
オ
〉

」
〈
幻
丁
ウ
〉
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し
の
ふ
れ
と
か
ひ
も
な
き
さ
の
あ
ま
を
ふ
ね

な
み
の
か
け
て
も
い
ま
は
う
ら
み
し
(
仰
)

雲
居
寺
膏
合
に
恋
の
心
を
よ
め
る

」
〈
幻
丁
オ
〉

三
宮
大
進

な
そ
も
か
く
身
に
か
ふ
は
か
り
お
ほ
ゆ
ら
む

あ
ひ
み
む
こ
と
も
人
の
た
め
か
は
(
制
)

寄

花

恋

撮

政

左

大

臣

あ
た
な
り
し
ひ
と
の
こ
〉
ろ
に
く
ら
ふ
れ
は

は
な
も
と
き
は
の
も
の
と
こ
そ
み
れ
(
仰
)

百
首
膏
の
な
か
に
恋
の
心
を
よ
め
る

【
頭
】
堀
河
院
百
首
也
/
但
題
不
被
知
人
/
恋
也

修
理
大
夫
顕
季

」

〈幻
丁
ウ
〉

我
恋
は
か
ら
す
は
に
か
く
こ
と
の
は
の

う
っ
さ
ぬ
ほ
と
は
し
る
ひ
と
も
な
し

(ω)

撮
政
左
大
臣
家
に
て
恋
の
こ
〉
ろ
を
よ

め

る

源

雅

光

あ
や
に
く
に
こ
か
る
〉
む
ね
も
あ
る
も
の
を

い
か
に
か
は
か
ぬ
た
も
と
な
る
ら
む

(ω)

寄
山
恋
を
よ
め
る

大
中
臣
公
長
朝
臣

」

〈
幻
丁
オ
〉

こ
ひ
わ
ひ
で
お
も
ひ
い
る
さ
の
や
ま
の
は
に

い
つ
る
月
ひ
の
つ
も
り
ぬ
る
哉
(
仰
)

つ
れ
な
か
り
け
る
ひ
と
に
あ
ふ
よ
し
の

ゆ
め
を
み
て
つ
か
は
し
け
る

藤
原
公
教

{
脚
】
二
首
/
大
納
言
公
賞
/
孫
中
納
言
定
/行
男
母
修
理
/
大
夫
顕
季
女

う
た
〉
ね
に
あ
ふ
と
み
つ
る
を
う
つ
〉
に
て

つ
ら
き
を
ゆ
め
と
お
も
は
ま
し
か
は
(
仰
)

俊
忠
卿
家
に
て
恋
膏
十
首
人
ミ

」
〈
お
丁
ウ
〉

よ
み
け
る
に
く
れ
と
も
と
ま
ら
す
と

い
ヘ
る
乙
と
を
よ
め
る源

俊
頼
朝
臣

お
も
ひ
く
さ
は
す
ゑ
に
む
す
ふ
し
ら
っ
ゅ
の

た
ま
/
¥
き
で
は
て
に
も
か
〉
ら
す
(
似
)

女
を
う
ら
み
て
つ
か
は
し
け
る

春
宮
大
夫
公
賓

あ
し
ね
は
ふ
み
つ
の
う
へ
と
そ
お
も
ひ
し
を

」

〈
M
丁
オ〉

う
き
は
我
身
に
あ
り
け
る
も
の
を
(
仰
)

重
服
に
な
り
た
る
ひ
と
の
た
ち
な

か
ら
も
ま
う
て
こ
む
と
ま
う
し
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た
り
け
れ
は
つ
か
は
し
け
る

橘
俊
宗
女

{
脚
】
三
首
/
俊
宗
太
皇
太
后
/
宮
少
進
従
五
位
/
下
前
備
後
守
/
従
四
位

下
俊
経
/
男
母
義
通
二
/
女

た
ち
な
か
ら
き
た
り
と
あ
は
し
ふ
ち
こ
ろ
も

ぬ
き
す
て
ら
れ
む
身
そ
と
お
も
へ
は
(
似
)

恋
の
心
を
人
に
か
は
り
て
よ
め
る

」
〈
M
丁
ウ
〉

先
中
宮
上
総

い
し
は
し
る
た
き
の
み
な
か
み
は
や
く
よ
り

を
と
に
き
〉
つ
〉
恋
わ
た
る
か
な
(
仰
)

皇
后
宮
別
嘗

た
の
め
を
く
こ
と
の
は
た
に
も
な
き
も
の
を

な
に
h

か
h

れ
る
つ
ゅ
の
い
の
ち
そ
(
郷
)

」
〈
お
丁
オ
〉

白
紙

〈
お
丁
ウ
〉

金
葉
和
詩
集
第
八

慾
部
下

初
恋
の
こ
h

ろ
を
よ
め
る

良
濯
法
師

か
す
め
と
は
お
も
ふ
こ
〉
ろ
を
し
る
や
と
て

は
る
の
そ
ら
に
も
ま
か
せ
た
る
か
な
(
仰
)

公
任
卿
家
に
て
紅
葉
あ
ま
の
は
し

【
頭
}
前
大
納
言
正
二
位
/
清
慎
公
孫
賓
頼
/
廉
義
公
男
頼
忠
」
母
中
務
卿

代
明
/
祝
主
〈
マ
マ
〉
女

た
て
恋
と
三
題
を
人
ミ
に
よ
ま
せ

」
〈
お
丁
オ
〉

侍
り
け
る
に
を
そ
く
ま
か
り
て
み
な

か
き
け
る
ほ
と
な
り
け
れ
は
み
つ
の

題
を
ひ
と
つ
に
よ
め
る
膏

藤
原
範
永
朝
臣

【
脚
】
一
首
蔵
人
/
掘
津
守
正
四
位
/
下
尾
張
守
中
/
清
男
母
従
三
位
/

永
頼
卿
女

恋
わ
た
る
ひ
と
に
み
せ
は
や
ま
つ
の
は
も

し
た
も
み
ち
す
る
あ
ま
の
は
し
た
て
(
仰
)

後
朝
恋
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

源
師
俊
朝
臣

」
〈
お
丁
ウ
〉

し
の
h

め
の
あ
け
ゆ
く
そ
ら
も
う
つ
る
に
は

な
み
た
に
く
る
?
も
の
に
そ
あ
り
け
る

(ω)

月
増
恋
心
を

内
大
臣

い
と
h

し
く
お
も
か
け
に
た
っ
こ
よ
ひ
か
な
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月
を
み
よ
と
も
ち
き
ら
さ
り
し
に

(ω)

恋
の
寄
と
て
よ
め
る

藤
原
顕
輔
朝
臣

乙
ひ
わ
ひ
て
ね
ぬ
よ
つ
も
れ
は
し
き
た
え
の

ま
く
ら
さ
へ
こ
そ
う
と
く
な
り
け
れ
(
仰
)

鳥
羽
殿
膏
合
に
恋
の
心
を
よ
め
る

藤
原
仲
賓
朝
臣

よ
と

〉
も
に
そ
て
の
か
は
か
ぬ
わ
か
こ
ひ
や

と
し
ま
か
い
そ
に
ょ
す
る
し
ら
な
み
(
仰
)

暁
恋
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

中
納
言
雅
定

あ
ふ
こ
と
を
こ
よ
ひ
と
お
も
は
〉
ゆ
ふ
つ
く
ひ

い
る
や
ま
の
は
も
う
れ
し
か
ら
ま
し
(
仰
)

恋
の
心
を
よ
め
る

左
兵
衛
督
伊
通

や
ま
の
井
の
い
は
も
る
み
つ
に
か
け
み
れ
は

あ
さ
ま
し
け
る
も
な
り
に
け
る
哉
(
似
)

皇
后
宮
に
て
人
ミ
寄
っ
か
ま
つ
り
け

る
に
恋
の
心
を
よ
め
る

」

〈
幻
丁
オ
〉

」

〈
幻
丁
ウ
〉

」
〈
お
丁
オ
〉

大
宰
大
武
長
賓

み
ち
の
く
の
お
も
ひ
し
の
ふ
に
あ
り
な
か
ら

こ
h

ろ
に
か
h

る
あ
ふ
の
ま
つ
は
ら
(
邸
)

な
ら
の
人
き
百
首
苛
よ
み
け
る
に

う
ら
み
の
心
を
よ
め
る権

僧
正
永
縁

お
も
は
む
と
た
の
め
し
ひ
と
の
む
か
し
に
も

あ
ら
す
な
る
と
の
う
ら
め
し
き
哉
(
側
)

」

〈お
丁
ウ
〉

恋
の
心
を
よ
め
る

隆
源
法
師

【
頭
】
堀
河
院
百
首
/
也
但
題
不
遇
/
恋
ほ

く
る
h

ま
も
さ
た
め
な
き
ょ
に
あ
ふ
こ
と
を

い
っ
と
も
し
ら
て
こ
ひ
わ
た
る
哉
(
仰
)

蔵
人
家
時
か
れ
/
¥
に
な
り
け
る
を

う
ら
み
て
い
ひ
っ
か
は
し
け
る

先
中
宮
越
後

ひ
と
こ
h

ろ
あ
さ
〉
は
み
つ
の
ね
せ
り
こ
そ

」

〈
却
丁
オ
〉

こ
る
は
か
り
に
も
つ
ま
〉
ほ
し
け
れ
(
側
)

俊
忠
卿
家
に
て
恋
膏
十
首
人
旨
に

よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
よ
め
る
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修
理
大
夫
顕
季

わ
き
も
こ
か
こ
ゑ
た
ち
き
〉
し
か
ら
こ
ろ
も

そ
の
よ
の
つ
ゆ
に
そ
て
は
ぬ
れ
に
き

(ω)

我
を
は
か
れ
/
1
¥
に
な
り
て
乙
と
人
の

か
り
ま
か
る
と
き
〉
て
つ
か
は
し
け
る

讃
人
不
知

こ
と
は
り
や
お
も
ひ
く
ら
ふ
の
や
ま
さ
く
ら

に
ほ
ひ
ま
さ
れ
る
は
な
を
め
つ
る
も

(ω)

郁
芳
門
院
の
根
合
に
恋
の
こ
h

ろ
を
よ

め

る

周

防

内

侍

恋
わ
ひ
て
な
か
む
る
そ
ら
の
う
き
く
も
や

我
し
た
も
え
の
け
ふ
り
な
る
ら
む
(
制
)

人
を
う
ら
み
て
五
月
五
日
つ
か
は
し
け
る

前
斎
宮
河
内

あ
ふ
乙
と
の
ひ
さ
し
に
ふ
け
る
あ
や
め
草

た
〉
か
り
そ
め
の
つ
ま
と
こ
そ
み
れ
(
似
)

恋
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る大

宰
大
武
長
賓

つ
ら
き
お
も
お
も
ひ
も
し
ら
ぬ
身
の
ほ
と
に

恋
し
さ
い
か
て
わ
す
れ
さ
る
ら
む
(
紛
)

」
〈
却
丁
ウ
〉

」
〈
初
丁
オ
〉

題
不
知

先
中
宮
上
総

」
〈
初
丁
ウ
〉

さ
き
の
よ
の
ち
き
り
を
し
ら
て
は
か
な
く
も

ひ
と
を
つ
ら
し
と
お
も
ひ
け
る
か
な
(
倒
)

恋
膏
よ
み
け
る
と
こ
ろ
に
て
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

わ
す
れ
く
さ
し
け
れ
る
や
と
を
き
て
み
れ
は

お
も
ひ
の
き
よ
り
お
ふ
る
な
り
け
り
(
叫
)

ひ
と
を
う
ら
み
て
よ
め
る

よ
み
ひ
と
し
ら
す

」
〈
剖
丁
オ
〉

い
ま
よ
り
は
お
も
ひ
も
い
て
し
う
ら
め
し
と

い
ふ
も
た
の
み
の
か
〉
る
か
き
り
そ
(
鮒
)

逢
不
逢
恋
の
心
を
よ
め
る

左
兵
衛
督
賞
能

お
も
ひ
き
ゃ
あ
ひ
み
し
よ
は
の
う
れ
し
さ
に

の
ち
の
つ
ら
さ
の
ま
さ
る
ヘ
し
と
は
(
仰
)

ひ
と
を
う
ら
み
け
る
こ
ろ
れ
い
な
ら

す
お
ほ
え
け
れ
は
い
ひ
っ
か
は
し
け
る

」
〈
白
丁
ウ
〉

讃
人
不
知

【
脚
}
意
尊
膏
也
/
号
蔵
人
君
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あ
は
す
と
も
な
か
ら
む
よ
に
は
お
も
ひ
い
て
よ

わ
れ
ゆ
へ
い
の
ち
た
え
し
人
そ
と

(ω)

女
の
か
り
つ
か
は
し
け
る

藤
原
永
賞

す
る
す
み
も
お
つ
る
な
み
た
に
あ
ら
は
れ
て

乙
ひ
し
と
た
に
も
え
ご
そ
か
〉
れ
ぬ

(ω)

家
膏
合
に
初
恋
の
心
を
よ
め
る

中
納
言
園
信

い
ろ
み
え
ぬ
こ
h

ろ
は
か
り
は
し
つ
む
れ
と

な
み
た
は
え
こ
そ
し
の
は
さ
り
け
れ
(
仰
)

題
よ
み
ひ
と
し
ら
す

あ
ふ
こ
と
は
ゆ
め
は
か
り
に
て
や
み
に
し
を

さ
こ
そ
み
し
か
と
ひ
と
に
か
た
る
な
(
仰
)

大
納
言
経
信

あ
し
か
き
に
ひ
ま
な
く
か
〉
る
く
も
の
い
の

も
の
む
つ
か
し
く
し
け
る
わ
か
乙
ひ
(
仰
)

藤
原
忠
隆

を
さ
ふ
れ
と
あ
ま
る
な
み
た
は
も
る
や
ま
の

な
け
き
に
お
つ
る
し
つ
く
な
り
け
り
(
仰
)

人
を
う
ら
み
て
な
け
き
侍
り
け
る

」

〈包
丁
オ
〉

」

〈幻
丁
ウ
〉

乙
ろ
月
を
み
て
よ
め
る橘

俊
宗
母

い
か
に
せ
む
な
け
き
の
も
り
は
し
け
〉
れ
と

」

〈お
丁
オ
〉

こ
の
ま
の
月
の
か
く
れ
な
き
ょ
を
(
似
)

も
の
ま
う
し
け
る
ひ
と
の
ひ
さ
し
う

を
と
も
せ
さ
り
け
れ
は
つ
か
は
し
け
る

前
斎
院
肥
前

か
や
ふ
き
の
こ
や
わ
す
ら
る
〉
つ
ま
な
ら
む

ひ
さ
し
く
人
の
を
と
つ
れ
も
せ
ぬ

(邸
)

人
の
か
り
つ
か
は
し
け
る

左
兵
衛
督
賞
能

」

〈
お
了
ウ
〉

わ
か
乙
ひ
の
お
も
ふ
は
か
り
の
い
ろ
に
い
て
は

い
は
て
も
人
に
み
え
ま
し
も
の
を

(制
)

も
ろ
と
も
に
ほ
と
h

き
す
を
ま
ち
け

る
人
さ
は
る
事
あ
り
て
い
り
に
け
る

の
ち
ま
た
い
て
〉
な
き
つ
や
と
た
つ
ね

け

れ

は

春

宮

大

夫

公

賓

ほ
と
〉
き
す
く
も
ゐ
の
よ
そ
に
な
り
し
か
は

わ
れ
そ
な
こ
り
の
そ
ら
に
な
か
れ
し
(
仰
)

」

〈
泊
丁
オ〉
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冬
恋
と
い
へ
る
乙
と
を
よ
め
る

藤
原
成
通
朝
臣

み
つ
の
お
も
に
ふ
る
し
ら
ゆ
き
の
か
た
も
な
く

き
え
ゃ
し
な
ま
し
人
の
つ
ら
さ
に
(
仰
)

多
聞
と
い
へ
る
わ
ら
は
を
よ
ひ
に
つ
か

は
し
た
り
け
る
ひ
み
え
さ
り
け
れ
は

月
の
あ
か
泊
り
け
る
よ
〉
め
る

権
僧
正
永
縁

ま
つ
ひ
と
の
お
ほ
そ
ら
わ
た
る
月
な
ら
は

ぬ
る
〉
た
も
と
に
か
け
は
み
て
ま
し
(
仰
)

寄

水

鳥

恋

揚

政

右

大

臣

あ
ふ
こ
と
も
な
乙
江
に
あ
さ
る
あ
し
か
も
の

う
き
ね
を
な
く
と
人
は
し
ら
す
や
(
仰
)

ひ
と
を
う
ら
み
て
よ
め
る

藤
原
盛
経
母

さ
の
み
や
は
わ
か
身
の
う
き
に
な
し
は
て
h

ひ
と
の
つ
ら
さ
を
う
ら
み
さ
る
へ
き
(
組
)

撮
政
左
大
臣
家
に
て
恋
の
乙
〉
ろ
を
よ

め

る

源

雅

光

な
に
た
て
る
あ
は
て
の
う
ら
の
あ
ま
た
に
も

」
〈
鈍
丁
ウ
〉

」
〈
お
丁
オ
〉

み
る
め
は
か
つ
く
も
の
と
乙
そ
き
け
(
仰
)

う
ら
め
し
き
人
の
あ
る
に
つ
け
て
も

む
か
し
思
ひ
い
て
ら
る
〉
こ
と
あ
り
て

よ

め

る

前

斎

宮

甲

斐

」
〈
お
丁
ウ
〉

い
ま
ひ
と
の
こ
〉
ろ
を
み
わ
の
や
ま
に
て
そ

す
き
に
し
か
た
は
お
も
ひ
し
ら
る
〉
(
紛
)

わ
す
れ
に
し
人
の
お
も
ひ
い
て
h

を
と

つ
れ
た
り
け
る
に
い
ひ
っ
か
は
し
け
る

橘
俊
宗
女

め
つ
ら
し
ゃ
い
は
ま
に
よ
と
む
わ
す
れ
み
つ

い
く
か
を
す
き
て
お
も
ひ
い
つ
ら
む
(
似
)

山
の
膏
合
に
恋
の
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

」

〈
お
丁
オ
〉

讃
人
不
知

【
脚
}
慈
雲
坊
献
/
行
真
膏
也
/
本
云
此
名
於
/
会
者
有
惜
/
後
白
河
院
御

/
名
也

た
ま
さ
か
に
あ
ふ
よ
は
ゆ
め
の
こ
〉
ち
し
て

恋
し
も
な
と
か
う
つ
冶
な
る
ら
む
(
師
)

い
か
で
か
と
お
も
ふ
人
の
さ
も
あ
ら
ぬ

さ
き
に
さ
そ
な
と
ひ
と
の
ま
う
し

け
れ
は
よ
め
る
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中
原
章
経

乙
ひ
わ
ふ
る
き
み
に
あ
ふ
て
ふ
こ
と
の
は
〉

」

〈
お
丁
ウ
〉

い
つ
は
り
さ
へ
そ
う
れ
し
か
り
け
る
(
縦
)

伊
賀
少
将
か
許
へ
つ
か
は
し
け
る

中
納
言
資
仲

よ
も
の
う
み
の
う
ら
/
¥
こ
と
に
あ
さ
れ
と
も

あ
や
し
く
み
え
ぬ
い
け
る
か
ひ
か
な
(
仰
)

か

へ

し

伊

賀

少

将

【脚】

一
首
/
祐
子
内
親
王
女
/
房
本
母
儀
中
/
宮
女
房
縫
殿
/
頭
従
五
位

上
藤
/
原
顕
長
女
鰐
/
駄
域
開
顕
長
為
/
伊
賀
守
之
時
/
為
妻
侃
号

伊
賀
」
少
将

た
ま
さ
か
に
な
み
の
た
ち
よ
る
う
ら
/
l¥
は

な
に
の
み
る
め
の
か
ひ
か
あ
る
へ
き
(
制
)

」
〈
幻
丁
オ
〉

題
不
知

【
脚
】
一
首

上
総
侍
従

あ
さ
ま
し
く
な
み
た
に
う
か
ふ
我
身
哉

乙
〉
ろ
か
ろ
く
は
お
も
は
さ
り
し
を
(
仰
)

も
の
へ
ま
か
り
け
る
み
ち
に
は
し
た

も
の
〉
あ
ひ
た
り
け
る
を
と
は
せ
侍

り
け
れ
は
上
東
門
院
に
侍
る
す
ま
ひ

こ
そ
と
い
ふ
人
な
り
と
い
ふ
を
き
〉
て

い
ひ
っ
か
は
し
け
る

源
縁
法
師

な
き
く
よ
り
か
ね
て
も
う
つ
る
こ

〉
ろ
か
な

い
か
に
し
て
か
は
あ
ふ
ヘ
か
る
ら
む
(
仰
)

恋
の
心
を
よ
め
る

民
部
卿
忠
教

乙
ひ
わ
ひ
て
た
え
ぬ
お
も
ひ
の
け
ふ
り
も
や

む
な
し
き
そ
ら
の
く
も
と
な
る
ら
む

(仰
)

女
の
か
り
つ
か
は
し
け
る

大
納
言
経
信

あ
ふ
こ
と
は
い
っ
と
も
な
く
て
あ
は
れ
我

し
ら
ぬ
い
の
ち
に
と
し
を
ふ
る
哉
(
仰
)

ひ
と
の
も
と
に
て
女
房
の
な
か
に

〈
マ
マ
〉

を
う
ち
い
た
し
て
み
せ
け
れ
は
よ
め
る

藤
原
顕
綱
朝
臣

人
し
れ
す
お
も
ふ
乙
〉
ろ
を
か
な
へ
な
む

神
あ
ら
は
れ
て
み
え
ぬ
と
な
ら
は
あ
)

堀
河
院
御
時
艶
書
舎
に
よ
め
る

」

〈
幻
丁
ウ
〉

」

〈お
丁
オ
〉

か
み

」

〈
犯
丁
ウ
〉
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中
納
言
俊
忠

ひ
と
し
れ
ぬ
お
も
ひ
あ
り
そ
の
う
ら
か
せ
に

な
み
の
よ
る
こ
そ
い
は
ま
ほ
し
け
れ
(
似
)

か
ヘ

し

一
宮
紀
伊

を
と
に
き
く
た
か
し
の
う
ら
の
あ
た
な
み
は

か
け
し
や
そ
て
に
ぬ
れ
も
こ
そ
す
れ
(
姉
)

く
れ
に
は
か
な
ら
す
と
た
の
め
た
り
け
る

ひ
と
の
は
つ
か
の
月
の
い
つ
る
ま
で

み
え
さ
り
け
れ
は
よ
め
る

撮
政
家
堀
河

【脚】

一
首

ち
き
り
を
き
し
人
も
こ
す
ゑ
の
こ
の
ま
よ
り

た
の
め
ぬ
月
の
か
け
そ
も
り
く
る
(
例
)

こ
h

ろ
か
は
り
た
る
人
の
も
と
へ
つ
か
は

し

け

る

江

侍

従

め
の
ま
ヘ
に
か
は
る
乙
冶
ろ
を
な
み
た
か
は

な
か
れ
て
や
と
も
お
も
ひ
け
る
哉
(
初
)

園
信
卿
家
膏
合
に
初
恋
の
こ
〉
ろ
を

よ

め

る

源

兼

昌

け
ふ
こ
そ
は
い
は
せ
の
も
り
の
し
た
も
み
ち

」
〈
ぬ
丁
オ
〉

」
〈
犯
丁
ウ
〉

い
ろ
に
い
つ
れ
は
ち
り
も
し
ぬ
ら
む
(
仰
)

ゆ
き
の
あ
し
た
に
出
羽
弁
か
許
よ
り

か
ヘ
り
侍
り
け
る
に
か
れ
よ
り
を
く
り

て
侍
り
け
る

」

〈
ω丁
オ
〉

出
羽
弁

一
首
/
二
条
院
女
房
/
本
母
儀
中
宮
/
女
房
前
出
羽
/
守
従
五
位
下

平
/
季
信
女
僻
前
輔
/
鰍
畑
蹴
批

を
く
り
で
は
か
ヘ
れ
と
お
も
ひ
し
た
ま
し
ひ
の

ゆ
き
さ
す
ら
ひ
て
け
さ
は
な
き
哉
(
仰
)

か

ヘ

し

大

納

言

経

信

冬
の
よ
の
ゆ
き
け
の
そ
ら
に
い
て
し
か
と

か
け
よ
り
ほ
か
に
を
く
り
や
は
せ
し
(
側
)

す
み
か
を
し
ら
せ
ぬ
恋
と
い
へ
る
こ
と

を

読

る

前

斎

院

六

条

{
脚
}

」
〈
ω丁
ウ
〉

ゆ
く
ゑ
な
く
か
き
こ
も
る
に
そ
ひ
き
ま
ゅ
の

い
と
ふ
心
の
ほ
と
は
し
ら
る
〉
(
組
)

ょ
に
あ
ら
む
か
き
り
は
わ
す
れ
し

な
と
ち
き
り
け
る
ひ
と
の
ひ
さ
し
う

を
と
つ
れ
さ
り
け
れ
は
読
る

讃
人
不
知
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ひ
と
は
い
さ
あ
り
も
や
す
ら
む
わ
す
ら
れ
て

と
は
れ
ぬ
身
こ
そ
な
き
心
ち
す
れ
(
似
)

と
し
乙
ろ
も
の
申
け
る
ひ
と
の
た
え

て
を
と
つ
れ
さ
り
け
れ
は
つ
か
は
し

時
り
マ
Q

は
や
く
よ
り
あ
さ
き
こ
〉
ろ
と
み
え
し
か
は

お
も
ひ
た
え
に
き
や
ま
は
か
の
み
つ
(
紛
)

題
不
知

も
ら
さ
は
や
ほ
そ
た
に
か
は
の
む
も
れ
水

か
け
た
に
み
え
ぬ
恋
に
し
つ
む
と
(
似
)

お
と
こ
の
け
ふ
は
か
た
〉
か
ヘ
に
も
の

へ
ま
か
る
と
い
は
せ
て
侍
り
け
れ
は
つ
か

は
し
け
る

き
み
こ
そ
は
ひ
と
よ
め
く
り
の
神
と
き
け

な
に
あ
ふ
こ
と
の
か
た
〉
か
ふ
ら
む
(
術
)

あ
し
た
の
恋
の
心
を
よ
め
る

藤
原
顕
輔
朝
臣

あ
っ
さ
ゆ
み
か
ヘ
る
あ
し
た
の
お
も
ひ
に
は

ひ
き
く
ら
ふ
へ
き
こ
と
の
な
き
哉
(
側
)

」
〈
伺
丁
オ
〉

」
〈
剖
丁
ウ
〉

」
〈
位
丁
オ
〉

人
の
許
よ
り
袖
の
ぬ
る
冶
さ
ま
を
み

せ
は
や
と
ま
う
し
た
り
け
れ
は
よ
め

る

皇

后

宮

少

将

う
ら
む
と
も
み
る
め
も
あ
ら
し
も
の
ゆ
ヘ
に

な
に
か
は
あ
ま
の
そ
て
ぬ
ら
す
ら
む
(
仰
)

旅
宿
恋
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

【
頭
】
堀
河
院
百
首
也

修
理
大
夫
顕
季

」

〈
位
丁
ウ
〉

こ
ひ
し
さ
を
い
も
し
る
ら
め
や
た
ひ
ね
し
て

や
ま
の
し
つ
く
に
そ
て
ぬ
ら
す
と
は
(
側
)

人
の
ゆ
ふ
か
た
ま
う
て
こ
む
と
ま
う
し

た
り
け
れ
は
よ
め
る

一
宮
紀
伊

う
ら
む
な
よ
か
け
み
え
か
た
き
ゆ
ふ
つ
く
よ

お
ほ
ろ
け
な
ら
ぬ
く
も
ま
〉
つ
身
そ
(
捌
)

蔵
人
に
て
侍
り
け
る
こ
ろ
う
ち
を
わ

」

〈
必
丁
オ
〉

り
な
く
い
て
〉
女
の
か
り
ま
か
り
て

よ

め

る

藤

原

永

賞

み
か
月
の
お
も
ろ
け
な
ら
ぬ
こ
ひ
し
さ
に

わ
れ
て
そ
い
つ
る
く
も
の
う
ヘ
よ
り
(
側
)
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周
防
内
侍
し
た
し
く
な
り
て
の
ち

ゆ
め
/
¥
と
の
こ
と
も
ら
す
な
と
申

け
れ
は
よ
め
る

【
頭
】
信
宗
勤
仕
賀
茂
/
祭
使
時
風
流
雑
/
色
四
十
人
着
襲
/
装
束
左
右
牛
」

章
者
着
胡
飲
/
酒
装
束
輪
大
/
鼓
車
楽
屋
笠
/
松
樹
藤
花
開
/
数
云

ミ

【脚】

源

信

宗

朝

臣

」

〈

必

丁

ウ

〉

一
首
/
前
備
中
守
正
/
四
位
下
小
一
条
/
三
男
母
下
野
」
守
従
五
位

下
/
政
隆
女
号
院
/
中
将

あ
は
ぬ
ま
は
ま
と
ろ
む
ほ
と
の
あ
ら
は
こ
そ

ゆ
め
に
も
み
き
と
人
に
か
た
ら
め
(
仰
)

な
き
な
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

左
京
大
夫
経
忠

人
し
れ
す
な
き
な
は
た
て
と
か
ら
こ
ろ
も

か
さ
ね
ぬ
そ
で
は
な
を
そ
乙
ひ
し
き
(
仰
)

人
を
う
ら
み
て
よ
め
る大

中

臣

輔

弘

女

」

〈

斜

丁

オ

〉

散
位
従
/
五
位
下
神
祇
権
/
大
副
従
五
位
下
/
輔
宣
男
母

【
脚
】
二
首

/
公
資
送
量
女

あ
ち
き
な
く
す
く
る
月
ひ
そ
う
ら
め
し
き

あ
ひ
み
し
ほ
と
を
へ
た
つ
と
お
も
へ
は
(
仰
)

三
井
寺
に
て
人
ミ
恋
膏
よ
み
け
る

に

読

る

僧

都

公

円

【
脚
】
一
首
/
中
納
言
定
頼
/
孫
中
納
言
経
/
家
男
号
真
/
知
院
僧
都
一
一
一
/

井
寺
僧

つ
ら
し
と
も
お
も
は
む
人
は
お
も
ひ
な
む

わ
れ
な
れ
は
こ
そ
み
を
は
う
ら
む
れ
(
似
)

か
た
ら
ひ
け
る
を
む
な
の
も
と
に

ま
か
ら
む
と
ま
う
し
た
り
け
れ
と

」
〈
叫
丁
ウ
〉

さ
は
る
こ
と
あ
り
て
え
ま
か
ら
さ
り

け
れ
は
さ
み
た
れ
の
こ
ろ
を
く
り
て

侍

り

け

る

読

人

不

知

さ
み
た
れ
の
そ
ら
た
の
め
の
み
ひ
ま
な
く
て

わ
す
ら
る
h

な
そ
ょ
に
ふ
り
ぬ
へ
き
(
姉
)

か

ヘ

し

右

兵

衛

督

賞

能

わ
す
ら
れ
む
な
は
ょ
に
ふ
ら
し
さ
み
た
れ
も

い
か
て
か
し
は
し
お
や
ま
さ
る
へ
き
(
側
)

」
〈
必
丁
オ
〉

題
讃
人
不
知

あ
ま
く
も
の
か
へ
し
の
か
せ
の
を
と
せ
ぬ
は

お
も
は
れ
し
と
の
こ
〉
ろ
な
る
へ
し
(
仰
)
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あ
し
ひ
き
の
や
ま
の
ま
に
/
{
¥
た
ふ
れ
た
る

か
ら
き
は
ひ
と
り
ふ
せ
る
な
り
け
り
(
制
)

み
く
ま
の
弘
之
ま
の
つ
ま
つ
く
あ
#
う
冶
ら

き
み
こ
そ
ま
ろ
か
ほ
た
し
な
り
け
れ
(
仰
)

つ
の
く
に
の
ま
ろ
や
は
人
を
あ
く
た
か
は

き
み
こ
そ
つ
ら
き
せ
冶
は
み
え
し
か
(
別
)

あ
ふ
み
て
ふ
な
は
た
か
し
ま
に
き
こ
ゆ
れ
と

い
つ
ら
は
こ
〉
に
く
る
も
と
の
さ
と
(
則
)

か
さ
と
り
の
や
ま
に
よ
を
ふ
る
み
に
し
あ
れ
は

す
み
や
き
も
を
る
わ
か
こ
〉
ろ
哉
(
抑
)

乙
り
つ
む
る
な
け
き
を
い
か
に
せ
よ
と
て
か

き
み
に
あ
ふ
こ
の
ひ
と
す
ち
も
な
き
(
問
)

あ
ふ
こ
な
き
も
の
と
し
る
/
¥
な
に
〉
か
は

な
け
き
を
や
く
と
こ
り
は
つ
む
ら
む
(
刷
)

う
と
ま
し
や
こ
の
し
た
か
け
の
わ
す
れ
み
つ

い
く
ら
の
ひ
と
の
か
け
を
み
つ
ら
む
(
問
)

は
か
る
め
る
乙
と
の
よ
に
の
み
お
ほ
か
れ
は

そ
ら
な
け
き
を
は
乙
る
に
ゃ
あ
る
ら
む
(
附
)

あ
ふ
こ
と
の
い
ま
は
か
た
み
の
め
を
あ
ら
み

も
り
で
な
か
れ
む
な
こ
そ
お
し
け
れ
(
仰
)

」

〈
必
丁
ウ
〉

」

〈
必
丁
オ
〉

あ
ふ
こ
と
は
か
た
ね
ふ
り
な
る
い
そ
ひ
た
ひ

」
〈
必
丁
ウ
〉

ひ
ね
り
ふ
す
と
も
か
ひ
ゃ
な
か
ら
む
(
湖
)

あ
ふ
こ
と
の
か
た
の
に
い
ま
は
な
り
ぬ
れ
は

お
も
ふ
か
り
の
み
ゆ
く
に
ゃ
あ
る
ら
む
(
則
)

あ
ふ
み
に
か
あ
り
と
い
ふ
な
る
か
れ
ゐ
や
ま

き
み
は
こ
え
け
り
ひ
と
〉
ね
く
さ
し
(
別
)

あ
ふ
こ
と
は
な
か
ら
ふ
る
や
の
い
た
ひ
さ
し

さ
す
か
に
か
け
て
と
し
の
ヘ
ぬ
ら
む
(
印
)

か
し
か
ま
し
や
ま
の
し
た
ゆ
く
さ
〉
れ
み
つ

{
頭
}
六
帖
云
/
オ
ト
ナ
シ
ノ

」

〈
灯
丁
オ
〉

あ
な
か
ま
わ
れ
も
お
も
ふ
こ
〉
ろ
あ
り
(
山
)

ぬ
す
ひ
と
〉
い
ふ
も
こ
と
は
り
さ
よ
な
か
に

き
み
か
こ
〉
ろ
を
と
り
に
け
た
れ
は

(m)

は
な
う
る
し
こ
や
ぬ
る
ひ
と
の
な
か
り
け
る

あ
な
は
ら
く
ろ
の
き
み
か
こ
h

ろ
や
(
制
)

寄
石
恋
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

前
斎
宮
六
条

あ
ふ
こ
と
を
と
ふ
い
し
か
み
の
つ
れ
な
さ
に

」

〈
U
丁
ウ
〉

わ
か
こ
〉
ろ
の
み
う
こ
き
ぬ
る
哉
(
町
)
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揚
政
左
大
臣
家
に
て
人
ミ
恋
の
心
を

よ
み
け
る
に
よ
め
る

源
雅
光

か
す
な
ら
ぬ
み
を
う
ち
か
は
の
は
し
/
¥
と

い
は
れ
な
か
ら
も
恋
わ
た
る
哉
(
別
)

恋
苛
十
首
人
ミ
よ
み
け
る
に
く
れ
と

も
と
h

ま
ら
す
と
い
へ
る
乙
と
を
よ
め
る

修
理
大
夫
顕
季

た
ま
つ
し
ま
き
し
う
つ
な
み
の
た
ち
か
ヘ
り

せ
な
い
て
ま
し
ぬ
な
乙
り
さ
ひ
し
も
(
町
)

恋
膏
と
て
よ
め
る

春
宮
大
夫
公
賓

あ
ふ
こ
と
は
ふ
な
人
よ
は
み
乙
く
ふ
ね
の

み
を
さ
か
の
ほ
る
こ
〉
ち
こ
そ
す
れ
(
別
)

顕
仲
卿
女

?
」
〉
ろ
か
ら
つ
き
な
き
こ
ひ
を
せ
さ
り
せ
は

あ
は
て
や
み
に
は
ま
と
は
さ
ら
ま
し
(
別
)

内
大
臣
家
小
大
進

か
く
は
か
り
乙
ひ
の
や
ま
ひ
は
お
も
け
れ
と

め
に
か
け
さ
け
て
あ
は
ぬ
き
み
哉
(
問
)

」
〈必
丁オ〉

」
〈
必
丁
ウ
〉

撮
政
左
大
臣
家
に
て
と
き
/
¥
あ
ヘ
り

と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
顕
園
朝
臣

」〈

ω丁オ〉

わ
か
こ
ひ
は
し
つ
の
し
け
い
と
す
ち
よ
は
み

た
え
ま
は
お
ほ
く
h

る
は
す
く
な
し
(
問
)

恋
の
う
た
人
ミ
よ
み
け
る
に
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

あ
ま
し
ゃ
〈
マ
マ
〉
こ
は
な
に
こ
と
の
さ
ま
そ
と
よ

こ
ひ
せ
よ
と
て
も
む
ま
れ
さ
り
け
り
(
印
)
」
〈

ω丁ウ〉

【
頭
】
散
木
集
云
/
前
兵
衛
佐
顕
/
仲
八
条
ノ
家
/
ニ
テ
人
b
十
首
/
膏
ヨ

ム
ニ
恋
ノ
/
心
ヲ

金
葉
和
謂
集
巻
第
九

雑
部
上

む
か
し
道
方
卿
に
く
し
て
筑
紫
に
ま

か
り
て
安
楽
寺
に
ま
い
り
て
み
侍
り

け
る
み
き
り
の
梅
の
我
お
り
に
ま

い
り
て
み
れ
は
木
の
す
か
た
は
お
な
し

さ
ま
に
て
は
な
の
お
ひ
木
に
な
り

て
と
こ
ろ
/
¥
さ
き
た
る
を
よ
め
る

」
〈印
丁
オ
〉
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大
納
言
経
信

神
か
き
に
む
か
し
我
み
し
む
め
の
は
な

と
も
に
お
い
き
と
な
り
に
け
る
か
な
(
問
)

山
家
駕
と
い
ヘ
る
乙
と
を

嬬
政
左
大
臣

や
ま
さ
と
も
う
き
ょ
の
な
か
を
は
な
れ
ね
は

た
に
の
う
く
ひ
す
ね
を
の
み
そ
な
く
(
仰
)

円
宗
時
の
花
を
御
覧
し
て
後
三
条

{
頭
}
後
三
条
院
御
/
願
有
仁
和
寺

」
〈
印
丁
ウ
〉

院
の
御
事
な
と
お
ほ
し
い
て
〉
よ

ま
せ
た
ま
ヘ
る

三
宮

う
ゑ
を
き
し
き
み
も
な
き
ょ
に
年
へ
た
る

は
な
は
我
身
の
こ
h

ち
こ
そ
す
れ
(
悶
)

花
見
御
幸
み
て
い
も
う
と
の
内
侍
の

許
ヘ
つ
か
は
し
け
る

権
僧
正
永
縁

」
〈
日
丁
オ
〉

ゆ
く
す
ゑ
の
た
め
し
と
け
ふ
を
お
も
ふ
と
も

い
ま
い
く
と
せ
か
人
に
か
た
ら
む
(
問
)

返

し

妹

内

侍

い
く
ち
よ
も
君
そ
か
た
ら
む
つ
も
り
ゐ
て

お
も
し
ろ
か
り
し
は
な
の
み
ゆ
き
を
(
切
)

大
峯
に
て
お
も
ひ
か
け
す
花
の

さ
き
た
り
け
る
を
み
て
よ
め
る

僧
正
行
尊

」

〈
日
丁
ウ
〉

も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
お
も
へ
や
ま
さ
く
ら

は
な
よ
り
ほ
か
に
し
る
ひ
と
も
な
し
(
問
)

堀
河
院
御
時
殿
上
の
人
旨
あ
ま
た
く
し

て
は
な
み
あ
り
き
け
る
に
仁
和
寺
に
行

宗
朝
臣
あ
り
と
き
〉
て
檀
帯
ゃ
あ
る

と
た
つ
ね
て
侍
り
け
れ
は
つ
か
は
す

と
て
う
へ
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る

源
行
宗
朝
臣

」
〈
臼
丁
オ
〉

い
く
と
せ
に
わ
れ
な
り
ぬ
ら
む
も
ろ
ひ
と
の

は
な
み
る
は
る
を
よ
そ
に
き
〉
つ
〉
(
問
)

山
家
に
人
旨
ま
か
り
て
花
膏
よ
み
け

る
に
よ
め
る

源
定
信

み
な
ひ
と
は
よ
し
の
h

や
ま
の
さ
く
ら
は
な

お
り
し
ら
ぬ
身
や
た
に
の
む
も
れ
き
(
問
)
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後
三
条
院
か
く
れ
お
は
し
ま
し
て

」
〈
白
丁
ウ
〉

ま
た
の
と
し
の
春
さ
か
り
な
る
は
な

を
み
て
よ
め
る

左
近
将
曹
秦
兼
方

こ
そ
み
し
に
い
ろ
も
か
は
ら
す
さ
き
に
け
り

は
な
乙
そ
も
の
は
お
も
は
さ
り
け
れ
(
飢
)

っ
か
さ
め
し
の
こ
ろ
よ
ろ
つ
う
ら
や

ま
し
き
こ
と
の
み
き
乙
え
け
れ
は

藤
原
顕
仲
朝
臣

」
〈
日
了
オ
〉

よ
め
る

と
し
ふ
れ
と
は
る
に
し
ら
れ
ぬ
む
も
れ
き
は

は
な
の
み
や
こ
に
す
む
か
ひ
そ
な
き
(
印
)

蔵
人
お
り
て
臨
時
祭
陪
従
し
侍
り

け
る
に
右
中
弁
伊
家
か
許
ヘ
つ
か

は
し
げ
る

藤
原
惟
信
朝
臣

{
脚
】
一
首
/
正
五
位
下
中
宮
大
/
進
保
相
孫
正
四
/
位
下
皇
居
宮
/
権
売

資
良
男
/
正
四
位
下
主
殿
頭
/
母
大
和
守
良
資
/
女
良
資
兼
任
」
伊

賀
丹
波
仰
/
称
伊
賀
丹
波

や
ま
ふ
き
も
お
な
し
か
さ
し
の
は
な
h

れ
と

く
も
ゐ
の
さ
く
ら
な
を
そ
こ
ひ
し
き
(
問
)

」
〈
日
丁
ウ
〉

隆
家
卿
大
宰
帥
に
ふ
た
h

ひ
な
り

【
頭
】
大
入
道
殿
兼
家
/
孫
/
町
尻
殿
道
隆
/
男

納
言
正
/
二
位

て
の
ち
の
た
ひ
香
椎
御
社
に
ま
い
り

た
り
け
る
に
神
主
こ
と
の
も
と
h

す
き
を
h

り
て
帥
の
か
う
ふ
り
に

さ
す
と
て
よ
め
る

神
主
大
膳
武
忠

ち
は
や
ふ
る
か
し
ゐ
の
み
や
の
す
き
の
は
を

ふ
た
〉
ひ
か
さ
す
我
君
そ
き
み
(
制
)

源
心
天
台
座
主
に
な
り
て
は
し
め

て
や
ま
に
の
ほ
り
け
る
に
や
す
み
け

る
所
に
て
膏
よ
め
と
申
け
れ
は
読
る

良
濯
法
師

と
し
を
へ
て
か
よ
ふ
や
ま
ち
は
か
は
ら
ね
と

け
ふ
は
さ
か
ゆ
く
こ
冶
ち
こ
そ
す
れ
(
悶
)

藤
原
基
清
か
蔵
人
に
て
か
う
ふ
り

た
ま
は
り
て
お
り
に
け
り
は
ま
た
の

ひ
っ
か
は
し
け
る

藤
原
家
綱

母
成
忠
卿
/
女

前
中

」

〈
M
丁
オ
〉

」

〈
弘
丁
ウ
〉
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【
脚
】
前
周
防
守
従
四
/
位
上
頼
祐
孫
従
/
四
位
下
備
後
守
/
賓
能
男

/
能
通
朝
臣
女
/
良
門
内
舎
人
流
兼
輔
中
納
言
/
末
葉
也
陪
従
/
狂

者
也
行
綱
/
兄
也

お
も
ひ
か
ね
け
さ
は
そ
ら
を
ゃ
な
か
む
ら
む

く
も
の
か
よ
ひ
ち
か
す
み
へ
た
て
h

(

附
)

一
品
宮
天
王
寺
に
ま
い
ら
せ
た
ま
ひ
て

ひ
こ
ろ
御
念
悌
せ
さ
せ
た
ま
ひ

け
る
に
お
ほ
む
と
も
の
人
当
す
み
よ

し
に
ま
い
り
て
膏
よ
み
け
る
に
よ
め
る

」
〈
白
丁
オ
〉

源
俊
頼
朝
臣

い
く
か
ヘ
り
は
な
さ
き
ぬ
ら
む
す
み
よ
し
の

ま
つ
も
神
よ
の
も
の
と
こ
そ
き
け
(
印
)

田
家
老
翁
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

中
納
言
基
長

ま
す
ら
を
は
や
ま
た
の
い
ほ
に
お
ひ
に
け
り

い
ま
い
く
秋
に
あ
は
む
と
す
ら
む
(
問
)

仁
和
寺
に
す
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
こ

」
〈
日
丁
ウ
〉

ろ
い
つ
ま
で
さ
て
は
な
と
人
の
た
つ

ね
ま
う
し
た
り
け
れ
は
よ
ま
せ
た

ま

ヘ

る

三

宮

母

か
く
て
し
も
え
そ
す
む
ま
し
き
や
ま
さ
と
の

ほ
そ
た
に
か
は
の
こ
〉
ろ
ほ
そ
さ
に
(
問
)

笠
の
い
は
や
に
て
よ
め
る

僧
正
行
尊

草
の
い
ほ
を
な
に
つ
ゆ
け
し
と
お
も
ひ
け
む

」
〈
日
丁
オ
〉

も
ら
ぬ
い
は
や
も
そ
て
は
ぬ
れ
け
り
(
抑
)

良
温
法
師
を
う
ら
む
る
こ
と
あ
り

け
る
こ
ろ
む
つ
き
の
つ
い
た
ち
に
ま

で
き
て
ま
た
ひ
さ
し
う
み
え
さ
り

け
れ
は
つ
か
は
し
け
る律

師
慶
範

【脚】

一
首
/
横
河
大
供
奉
/
也

春
の
こ
し
そ
の
ひ
つ
ら
〉
は
と
け
に
し
を

ま
た
な
に
こ
と
に
と
〉
こ
ほ
る
ら
む
(
叩
)

」
〈
日
丁
ウ
〉

針
山
待
月
と
い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

藤
原
正
季

こ
の
よ
に
は
や
ま
の
は
い
つ
る
月
を
の
み

ま
つ
乙
と
に
で
も
や
み
ぬ
へ
き
哉
(
切
)

山
里
に
て
あ
り
あ
け
の
月
を
み
て

よ

め

る

僧

正

行

尊
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こ
の
ま
も
る
か
た
わ
れ
月
の
ほ
の
か
に
も

た
れ
か
わ
か
身
を
お
も
ひ
い
つ
へ
き
(
問
)

」
〈
白
丁
オ
〉

宇
治
前
太
政
大
臣
と
き
の
う
た
よ
み
と

も
を
め
し
て
月
の
う
た
よ
ま
せ
侍
り

け
る
に
も
れ
て
公
賓
卿
の
許
ヘ

っ
か
は
し
け
る

源
師
光

か
す
か
や
ま
み
ね
つ
〉
き
て
る
月
か
け
に

し
ら
れ
ぬ
た
に
の
ま
つ
も
あ
り
け
り
(
拙
)

僧
都
頼
基
光
明
山
に
こ
も
り
ぬ
と

」
〈
白
丁
ウ
〉

き
h

て
月
の
あ
か
h

り
け
る
よ
っ
か

は

し

け

る

橘

能

元

【
脚
】
楽
所
預
也
栄
/
職
組問叫
ん脚
雌
高
/
橘
太
也
能
因
/
孫
元
任
子
也
/
従
四
位

下
出
家

う
ら
や
ま
し
う
き
ょ
を
い
て
〉
い
か
は
か
り

く
ま
な
き
み
ね
の
月
を
み
る
ら
む
(
問
)

か

ヘ

し

僧

都

頼

基

【
脚
】
号
光
明
山
僧
都
/
一

首
/
参
議
従
二
位
侍
/
従
源
基
平
男
/
母
権
右

中
弁
/義
忠
女
義
忠
/
入
吉
野
河
死
去
/
了
参
詣
全
峯
/
山
之
間
也

も
ろ
と
も
に
に
し
へ
や
ゆ
く
と
月
か
け
の

く
ま
な
き
み
ね
を
た
つ
ね
て
そ
乙
し
(
揃
)

郁
芳
門
院
伊
勢
に
お
は
し
ま
し

」
〈
回
丁
オ
〉

け
る
こ
ろ
あ
か
ら
さ
ま
に
く
た
り
け

る
に
す
h

か
〉
は
を
わ
た
り
け
る
と
き

よ

め

る

六

条

右

大

臣

北

方

【脚】

三
首
/
治
部
卿
隆
俊
/
女

は
や
く
よ
り
た
の
み
わ
た
り
し
す
h

か
〉
は

お
も
ふ
こ
と
な
る
を
と
そ
き
乙
ゆ
る
(
叩
)

源
仲
正
か
む
す
め
皇
后
宮
に
は
し

め
て
ま
い
り
た
り
け
る
に
乙
と
ひ
く

な
り
と
き
か
せ
た
ま
ひ
て
御
乙
と
を

」

〈
臼
丁
ウ
〉

と
り
い
た
さ
せ
た
ま
ひ
て
す
〉
め

さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
は
つ
〉
ま
し
な

か
ら
ひ
き
な
ら
し
け
る
を
き
〉
て

く
ち
す
さ
ひ
の
や
う
に
い
ひ
か
け
h

る

嬬

津

こ
と
の
ね
や
ま
つ
ふ
く
か
せ
に
か
よ
ふ
ら
む

ち
よ
の
た
め
し
に
ひ
き
つ
へ
き
哉
(
側
)

か

ヘ

し

美

の

」
〈
印
丁
オ
〉
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う
れ
し
く
も
あ
き
の
み
や
ま
の
ま
つ
か
せ
に

う
ゐ
乙
と
の
ね
の
か
よ
ひ
け
る
哉
(
附
)

人
の
こ
と
ひ
く
を
き
h

て
よ
め
る

内
大
臣
家
越
後

こ
と
の
ね
は
月
の
か
け
に
も
か
よ
へ
は
や

そ
ら
に
し
ら
へ
の
す
み
の
ぼ
る
ら
む
(
別
)

伊
勢
園
の
ふ
た
み
の
う
ら
に
て
よ

め

る

大

中

臣

輔

弘

【
脚
】
前
女
子
所
注
了

」
〈
印
丁
ウ
〉

た
ま
く
し
け
ふ
た
み
の
う
ら
の
か
ひ
し
け
み

ま
き
ゑ
に
み
ゆ
る
ま
つ
の
む
ら
た
ち
(
悶
)

宇
治
前
太
政
大
臣
布
引
瀧
み
に
ま
か
り

た
り
け
る
と
も
に
ま
か
り
て
よ
め
る

大
納
言
経
信

し
ら
く
も
と
よ
そ
に
み
つ
れ
は
あ
し
ひ
き
の

や
ま
も
と
h

ろ
に
お
つ
る
た
き
っ
せ
(
抑
)

讃
人
不
知

【
脚
】
源
清
膏
云
旨
/
清
ハ
綱
男

」
〈

ω丁
オ
〉

あ
ま
の
か
は
こ
れ
ゃ
な
か
れ
の
す
ゑ
な
ら
む

そ
ら
よ
り
お
つ
る
ぬ
の
ひ
き
の
た
き
(
問
)

選
子
内
親
王
い
つ
き
に
お
は
し
ま
し

け
る
と
き
女
房
に
も
の
ま
う
さ
む
と

て
し
の
ひ
て
ま
い
り
た
り
け
る
に

さ
ふ
ら
ひ
と
も
い
か
な
る
ひ
と
そ
と

と
は
せ
侍
り
け
れ
は
た
h

う
か
み
に

か
き
て
を
か
せ
侍
り
け
る

」
〈

ω丁
ウ
〉

藤
原
惟
規

か
み
か
き
は
き
の
ま
ろ
と
の
に
あ
ら
ね
と
も

な
の
り
を
せ
ぬ
は
人
と
か
め
け
り
(
制
)

郁
芳
門
院
伊
勢
に
お
は
し
ま
し

け
る
と
き
あ
か
ら
さ
ま
に
く
た
り

侍
り
け
る
に
お
も
ひ
か
け
す
か
ね
の

こ
ゑ
の
ほ
の
か
に
き
こ
え
け
れ
は
よ
め

六
条
右
大
臣
北
方

」
〈
臼
丁
オ
〉

る

神
か
き
の
あ
た
り
と
お
も
ふ
に
ゆ
ふ
た
す
き

お
も
ひ
も
か
け
ぬ
か
ね
の
こ
ゑ
哉
(
悶
)

前
斎
宮
い
せ
に
お
は
し
ま
し
け
る

と
き
寮
頭
保
俊
御
祭
の
程
と
の
ゐ

も
の
h

れ
う
に
き
ぬ
を
か
り
で
ほ
と

す
き
て
乙
れ
を
い
ま
〉
て
か
へ
さ
h
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り
け
る
事
な
と
ま
う
し
た
り

け
る
か
ヘ
り
こ
と
に
い
ひ
っ
か
は
し
け
る
」
〈
臼
丁
ウ
〉

{
頭
】
白
河
院
女
号
六
/
角
斎
宮
善
子
/
藤
原
保
俊
前
/
右
衛
門
佐
忠
俊
/

男
右
兵
衛
督
/
良
頼
孫

内
侍

か
へ
さ
し
と
か
ね
て
し
り
に
き
か
ら
こ
ろ
も

こ
ひ
し
か
る
へ
き
わ
か
身
な
ら
ね
は
(
附
)

和
泉
式
部
保
昌
に
く
し
て
丹
後

偶
者

【
頭
】
大
納
言
藤
原
/
元
方
孫
右
馬
/
権
頭
従
四
位
下
/
致
忠
男

に
侍
り
け
り
こ
ろ
み
や
こ
に
奇
合
は

ヘ
り
け
る
に
小
式
部
内
侍
う
た
よ
み
に

と
ら
れ
て
侍
り
け
る
を
定
頼
卿
つ

ほ
ね
の
か
た
に
ま
う
て
き
て
膏
は

」
〈
白
丁
オ
〉

い
か
〉
せ
さ
せ
た
ま
ふ
丹
後
へ
は
人

っ
か
は
し
て
け
む
や
っ
か
ひ
ま
た
ま

う
て
こ
す
ゃ
な
と
た
は
ふ
れ
て

た
ち
け
る
を
ひ
か
ヘ
て
よ
め
る

小
式
部
内
侍

{
脚
}
上
東
門
院
女
房
/
前
陸
奥
守
従
/
五
位
上
橘
道
貞
/
女

母
和
泉
式

部

お
ほ
え
や
ま
い
く
の
〉
み
ち
の
と
ほ
け
れ
は

ま
た
ふ
み
も
み
す
あ
ま
の
は
し
た
て
(
即
)

し
ほ
ゆ
あ
み
に
に
し
の
う
み
の
か
た
ヘ

」
〈
白
丁
ウ
〉

ま
か
り
た
り
け
る
に
み
る
と
て
い
ふ
も
の
を

身
つ
か
ら
と
り
て
み
や
こ
に
侍
り
け
る

む
す
め
の
か
り
つ
か
は
す
と
て
よ
め
る

平
康
貞
女

い
そ
な
つ
む
い
り
え
の
な
み
の
た
ち
か
ヘ
り

き
み
冶
る
ま
で
の
い
の
ち
と
も
か
な
(
問
)

か

ヘ

し

む

す

め

な
か
ゐ
す
る
あ
ま
の
し
わ
さ
と
み
る
か
ら
に

」
〈
白
丁
オ
〉

そ
て
の
う
ら
に
も
み
つ
な
み
た
哉
(
悶
)

百
首
膏
の
な
か
に
夢
の
と
〉
ろ
を
読
る

修
理
大
夫
顕
季

【
頭
】
堀
河
院
百
首

う
た
〉
ね
の
ゆ
め
な
か
り
せ
は
わ
か
れ
に
し

む
か
し
の
こ
と
を
ま
た
み
ま
し
や
は
(
刷
)

旅
宿
の
心
を
よ
め
る

参
議
師
頼

さ
よ
な
か
に
お
も
へ
は
か
な
し
み
ち
の
く
の

」
〈
臼
丁
ウ
〉
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あ
さ
か
の
ぬ
ま
に
た
ひ
ね
し
て
け
り
(
削
)

こ
の
集
撰
し
け
る
と
き
う
た
乙
は
れ

て
を
く
る
と
て
よ
め
る藤

原
顕
輔
朝
臣

い
ゑ
の
か
せ
ふ
か
ぬ
も
の
ゆ
へ
は
つ
か
し
の

も
り
の
こ
と
の
は
ち
ら
し
は
て
つ
る
(
似
)

式
部
い
し
ゃ
ま
に
ま
い
り
け
る
に
大

津
に
と
ま
り
て
よ
ふ
け
て
き
〉
け

」

〈
倒
丁
オ
〉

れ
は
ひ
と
の
け
は
ひ
あ
ま
た
し
て

の
〉
し
り
け
る
を
た
つ
ね
け
れ
は
下
人

の
よ
ね
し
ら
け
侍
る
な
と
ま
う
し

け
る
を
き
〉
て
よ
め
る和

泉
式
部

【
脚
】
上
東
門
院
女
房
/
越
前
守
正
四
位
下
/
大
江
雅
致
女
或
/
説
中
納
言

懐
平
/
女
云
旨
母
越
中
/
守
正
四
位
下
平
/
保
衡
女
太
皇
/
太
后
宮

昌
子
内
/
親
王
乳
母

和
/
泉
守
橘
道
貞
/
為
妻
侃
号
和
泉
」
式
部

童
名
御
/
許
丸

さ
き
の
ゐ
る
ま
つ
は
ら
い
か
に
さ
は
く
ら
む

し
ら
け
は
う
た
て
さ
と
h

よ
み
け
り
(
問
)

公
賓
卿
の
も
と
に
ま
か
り
た
り
け

」
〈
似
丁
ウ
〉

る
に
侍
ら
さ
り
け
れ
は
出
居
に
を
き

た
り
け
る
小
弓
を
と
り
て
さ
ふ
ら

ひ
に
か
く
と
ふ
れ
て
い
て
に
け
り
か
の

卿
か
ヘ
り
て
弓
を
た
つ
ね
け
れ
は

時
一房
を
ろ
し
て
ま
か
り
ぬ
と
ま
う
す
を

き
〉
て
お
と
ろ
き
て
院
の
御
弓
そ
と

く
を
乙
せ
よ
と
い
ひ
に
つ
か
は
し
た
り

け
れ
は
御
弓
に
む
す
ひ
つ
け
た
り
け

」

〈
白
丁
オ
〉

る

寄

藤

原

時

房

【
脚
】
散
位
従
五
位
下
/
上
野
守
従
四
位
/
下
成
経
男
母
/
紀
伊
守
源
致
/

時
女

あ
っ
さ
ゆ
み
さ
乙
そ
は
そ
り
の
た
か
〉
ら
め

は
る
ほ
と
も
な
く
か
ヘ
る
ヘ
し
や
は

(刷
)

お
と
こ
か
れ
/
¥
に
な
り
て
程
へ
て

た
か
ひ
に
わ
す
れ
て
の
ち
人
に
し
た

し
く
な
り
に
け
り
な
と
ま
う
す
と

き
〉
て
な
け
き
け
る
に
か
は
り
て

春
宮
大
夫
公
賓

」

〈
白
丁
ウ
〉

よ
め
る

な
き
な
に
そ
人
の
つ
ら
さ
は
し
ら
れ
け
る

わ
す
ら
れ
し
に
は
み
を
そ
う
ら
み
し
(
防
)
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大
武
資
通
し
の
ひ
て
も
の
ま
う
し

{
頭
】
時
中
孫
済
政
男
/
時
中
ハ
左
大
臣
/
雅
信
男

け
る
を
ほ
と
な
く
さ
そ
な
と
人
の

申
け
れ
は
よ
め
る

さ
か
み

い
か
に
せ
む
や
ま
た
に
か
こ
ふ
か
き
し
は
の

し
は
し
の
ま
た
に
か
く
れ
な
き
み
を
(
附
)

」
〈
侃
丁
オ
〉

肥
後
内
侍
お
と
こ
に
わ
す
ら
れ
て
な

け
く
を
御
覧
し
て
よ
ま
せ
た
ま
ひ

け

る

堀

河

院

御

製

わ
す
ら
れ
て
な
け
く
た
も
と
を
み
る
か
ら
に

さ
も
あ
ら
ぬ
そ
て
の
そ
ぼ
ち
ぬ
る
哉
(
附
)

水
く
る
ま
を
み
て
よ
め
る

僧
正
行
尊

は
や
き
せ
に
た
〉
ぬ
は
か
り
そ
み
つ
く
る
ま

」〈

ω丁
ウ
〉

わ
れ
も
う
き
ょ
に
め
く
る
と
を
し
れ
(
問
)

れ
い
な
ら
ぬ
事
あ
り
て
わ
つ
ら
ひ
け

る
こ
ろ
上
東
門
院
に
か
う
し
た
て

ま
つ
る
と
て
人
に
か
〉
せ
て
た
て
ま

つ
り
け
る

堀
河
右
大
臣

っ
か
ヘ
つ
る
乙
の
み
の
ほ
と
を
か
そ
ふ
れ
は

あ
は
れ
こ
す
ゑ
に
な
り
に
け
る
哉
(
問
)

」
〈
訂
丁
オ
〉

御

か

ヘ

し

上

東

門

院

す
き
h

つ
る
っ
き
ひ
の
ほ
と
も
し
ら
れ
つ
〉

こ
の
み
を
み
る
も
あ
は
れ
な
る
哉
(
別
)

僧
正
行
尊
ま
う
て
き
て
よ
る
と
h

ま
り
て
つ
と
め
て
か
ヘ
る
と
て
と
こ
を

わ
す
れ
た
り
け
る
を
か
へ
し
っ
か
は

す
と
て
よ
め
る

{
脚
}

大

納

言

宗

通

」

〈

肝

丁

ウ

〉

一
首
/
堀
河
右
大
臣
孫
/
大
宮
右
大
臣
男
」
母
備
前
守
源
/
兼
長
女

正
二
位
/
大
納
言
中
宮
大
/
夫
民
ロ
卿

く
さ
ま
く
ら
さ
こ
そ
は
た
ひ
の
と
こ
な
ら
め

け
さ
し
も
を
き
て
か
ヘ
る
へ
し
や
は
(
肌
)

お
と
こ
心
か
は
り
て
ま
う
て
こ
す
な
り

に
け
る
の
ち
を
き
た
り
け
る
ゑ
ふ
く

ろ
を
と
り
に
を
こ
せ
た
り
け
れ
は
か

き
つ
け
て
つ
か
は
し
け
る

桜
井
尼
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」
〈

ω丁
オ
〉

の
き
は
う
つ
ま
し
ろ
の
た
か
の
ゑ
ふ
く
ろ
に

を
き
ゑ
を
さ
〉
て
か
ヘ
し
つ
る
哉
(
問
)

後
冷
泉
院
御
時
近
江
園
よ
り
し
ろ
き

か
ら
す
を
た
て
ま
つ
れ
り
け
る
を
か

く
し
て
を
か
せ
た
ま
ひ
た
り
け
る
を

女
房
た
ち
ゆ
か
し
か
り
申
け
れ
は

を
の
/
¥
う
た
を
よ
み
て
た
て
ま
つ
れ

さ
て
よ
く
よ
み
た
ら
む
人
に
み
せ
む

と
お
ほ
せ
乙
と
あ
り
け
れ
は
つ
か
ま
っ

」

〈

ω了
ウ
〉

れ

る

少

将

内

侍

【
脚
】
従
四
位
下
圏
子
/
前
能
登
守
/
従
五
位
上
藤
原
/
質
房
女

主
輔
親
女

た
く
ひ
な
き
ょ
に
お
も
し
ろ
き
と
り
な
ら
は

ゆ
か
し
か
ら
す
と
た
れ
か
お
も
は
む
(
問
)

か
ひ
の
く
に
よ
り
の
ぼ
り
て
を
は
な
る

人
の
も
と
に
あ
り
け
る
を
は
か
な
き

こ
と
に
て
な
あ
り
そ
と
て
を
い
〉
た

し
け
れ
は
よ
め
る

母
/
祭

よ
み
ひ
と
し
ら
す

」

〈
ω丁
オ
〉

と
り
の
乙
の
ま
た
か
ひ
な
か
ら
あ
ら
ま
せ
は

を
は
と
い
ふ
も
の
は
お
い
h

て
さ
ら
ま
し
(
別
)

百
首
膏
の
な
か
に
山
里
を
よ
め
る

修
理
大
夫
顕
季

ひ
く
ら
し
の
こ
ゑ
は
か
り
す
る
し
は
の
と
は

い
り
ひ
の
さ
す
に
ま
か
せ
て
そ
み
る
(
別
)

題

不

知

藤

原

仲

買
朝
臣

と
し
ふ
れ
は
わ
か
い
た
〉
き
に
を
く
し
も
を

」

〈

ω丁
ウ
〉

く
さ
の
う
ゑ
と
も
お
も
ひ
け
る
哉
(
別
)

殿
上
お
り
た
り
け
る
こ
ろ
人
の
殿
上

し
け
る
を
み
て
よ
め
る源

行
宗
朝
臣

う
ら
や
ま
し
く
も
の
か
け
は
し
た
ち
か
ヘ
り

ふ
た
〉
ひ
の
ほ
る
み
ち
を
し
ら
は
や
(
仰
)

殿
上
ま
う
し
け
る
に
せ
さ
り
け
れ
は

よ

め

る

平

忠

盛

朝

臣

」
〈
叩
丁
オ
〉

お
も
ひ
き
や
く
も
ゐ
の
月
を
よ
そ
に
み
て

こ
h

ろ
の
や
み
に
ま
と
ふ
ヘ
し
と
は
(
別
)

か
た
ら
ひ
侍
り
け
る
ひ
と
の
か
れ
/
¥
に

な
り
け
れ
は
こ
と
ひ
と
に
つ
け
て
つ



園事続大皐図書館蔵『清輔本金葉和歌集Jの解題と翻刻287 

く
し
の
か
た
へ
ま
か
り
な
む
と
し
け
る

を
き
〉
て
お
と
こ
の
も
と
よ
り
ま
か
る
ま

し
き
よ
し
を
ま
う
し
た
り
け
れ
は

い
ひ
っ
か
は
し
け
る

内
大
臣
家
小
大
進

身
の
う
さ
も
と
ふ
ひ
と
も
し
に
せ
か
れ
つ
h

こ
〉
ろ
つ
く
し
の
み
ち
は
と
ま
り
ぬ
(
別
)

お
と
乙
の
な
か
り
け
る
よ
乙
と
ひ
と
を
つ

ほ
ね
に
い
れ
た
り
け
る
に
も
と
の
お
と
乙

ま
う
て
き
あ
ひ
た
り
け
れ
は
き
は
き

て
か
た
は
ら
の
つ
ほ
ね
の
か
へ
の
く
つ

れ
よ
り
く
〉
り
て
に
か
し
や
り
て

ま
た
の
ひ
そ
の
に
か
し
た
る
つ
ぼ
ね

の
ぬ
し
の
か
り
よ
へ
の
か
へ
こ
そ
う
れ

し
に
し
か
な
と
ま
う
し
た
り
し
か
は

い
ひ
っ
か
は
し
け
る

讃
人
不
知

ね
ぬ
る
よ
の
か
ヘ
さ
は
か
し
く
み
え
し
か
と

わ
か
ち
か
ふ
れ
は
こ
と
な
か
り
け
り
(
問
)

源
頼
家
か
も
の
ま
う
し
け
る
人
の

」

〈
叩
丁
ウ
〉

」
〈
礼
丁
オ
〉

」

〈
礼
丁
ウ
〉

本

{
頭
}
正
四
位
下
筑
前
」
守
母
平
納
一
一
一
一
円
/
雅
仲
女
/
此
膏
在
後
拾
遺

五
節
に
い
て
〉
侍
り
け
る
を
き
〉
て

ま
こ
と
に
ゃ
あ
ま
た
か
さ
ね
し
を

み
こ
ろ
も
と
よ
の
あ
か
り
の
か
く
れ
な

き
ょ
に
と
よ
み
て
つ
か
は
し
た
り
け
る

か
ヘ
し
に
よ
め
る

源
光
綱
母

{
脚
}
一
首
/
系
図
説
満
綱
/
也
号
九
条
判
官
/
代

ひ
か
け
に
は
な
き
な
た
ち
け
り
を
み
こ
ろ
も

き
て
み
よ
と
こ
そ
い
ふ
へ
か
り
け
れ
(
悶
)

」

〈
η
丁
オ
〉

経
信
卿
に
く
し
て
つ
く
し
に
ま
か
り

た
り
け
る
に
肥
後
守
盛
一房
か
の

た
ち
の
あ
る
み
せ
む
と
ま
う
し
て
を

と
も
せ
さ
り
け
れ
は
い
か
に
と
お
と
ろ
か
し

た
り
け
れ
は
わ
す
れ
た
る
よ
し
を

ま
う
し
た
り
け
れ
は
い
ひ
っ
か
は
し

け
る

源
俊
頼
朝
臣

」
〈

η
丁
ウ
〉

な
き
か
け
に
か
け
〉
る
た
ち
も
あ
る
も
の
を
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さ
や
っ
か
の
ま
に
わ
す
れ
は
て
け
る
(
抑
)

お
ほ
み
ね
に
神
仙
と
い
ヘ
る
と
こ
ろ
に

ひ
さ
し
う
侍
り
け
れ
は
同
行
と
も
み

な
か
き
り
あ
り
て
ま
か
り
に
け
れ
は
心

ほ
そ
さ
に
よ
め
る

僧
正
行
尊

み
し
人
は
ひ
と
り
わ
か
身
に
そ
は
ね
と
も

を
く
れ
ぬ
も
の
は
な
み
た
な
り
け
り
(
問
)

た
〉
な
ら
ぬ
人
の
も
と
に
く
し
て
あ
り

け
る
こ
を
う
み
て
け
る
か
も
と
よ
り

う
み
た
る
梅
を
h

こ
せ
た
り
け
れ

は
よ
め
る

讃
人
不
知

は
か
く
れ
に
つ
は
る
と
み
え
し
ほ
と
も
な
く

こ
は
う
み
う
め
に
な
り
に
け
る
哉
(
胤
)

堀
河
院
御
時
中
宮
の
女
房
た
ち
を
亮

仲
買
朝
臣
か
紀
伊
守
に
て
侍
り
け
る

と
き
わ
か
の
う
ら
み
せ
む
と
て
さ
そ
ひ

け
れ
は
あ
ま
た
ま
か
り
け
る
に
ま
か
ら
で

っ
か
は
し
け
る

」
〈
符
丁
オ
〉

」
〈

η
丁
ウ
〉

前
中
宮
甲
斐

ひ
と
な
み
に
こ

〉
ろ
は
か
り
は
た
ち
そ
ひ
て

さ
そ
は
れ
ぬ
わ
か
の
う
ら
み
を
そ
す
る
(
悶
)

」
〈
九
丁
オ〉

保
賓
卿
ほ
か
に
う
つ
り
て
の
ち
か
の

【
頭
】
保
賓
ハ
中
納
言
/
従
二
位
公
成
孫
/
大
納
言
正
二
位
/
質
基

〈
左
傍

記
「
き
」
〉
季
男
/母
経
平
女
/
保
賞
卿
云
此
寄
父
男
読
ナ
ラ
ム
/
ト

云
き
不
致
驚
云
ミ

も
と
の
と
こ
ろ
に
つ
ね
に
み
侍
り
け
る

か
h

み
と
か
せ
侍
り
け
る
か
く
ら
き
よ
し

を
ま
う
し
け
る
を
き
〉
て
よ
め
る

藤
原
資
信
母

【
脚
】
保
賞
卿
男
/
讃
岐
守
顕
/
綱
女

こ
と
は
り
や
く
も
れ
は
こ
そ
は
ま
す
か
〉
み

う
つ
り
し
か
け
も
み
え
す
な
る
ら
め
(
揃
)

月
の
い
る
を
み
て
よ
め
る

」

〈
九
丁
ウ〉

源
師
賢
朝
臣

に
し

ヘ
ゆ
く
と
〉
ろ
は
わ
れ
も
あ
る
も
の
を

ひ
と
り
な
い
り
そ
秋
の
よ
の
月

(問)

為
仲
朝
臣
陸
奥
守
に
て
侍
り
け
る
時

延
任
し
っ
と
き
〉
て
つ
か
は
し
け
る
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藤
原
隆
資

ま
つ
わ
れ
は
あ
は
れ
や
そ
ち
に
な
り
ぬ
る
を

あ
ふ
く
ま
か
は
の
と
ほ
さ
か
り
ぬ
る
(
問
)

」
〈
符
丁
オ
〉

し
た
し
き
人
の
か
す
か
ヘ
ま
い
り
て

し
h

の
あ
り
つ
る
よ
し
な
と
ま
う

し
け
る
を
き
〉
て
よ
め
る

藤
原
賞
光
朝
臣

み
か
さ
や
ま
神
の
し
る
し
の
い
ち
し
る
く

し
か
あ
り
け
り
と
き
く
そ
う
れ
し
き
(
悶
)

界
風
の
ゑ
に
し
か
す
か
の
わ
た
り
ゆ
く

ひ
と
の
た
ち
わ
つ
ら
ふ
か
た
か
け
る

」
〈
符
丁
ウ
〉

と
こ
ろ
を
よ
め
る

藤
原
家
経
朝
臣

ゆ
く
ひ
と
も
た
ち
そ
わ
つ
ら
ふ
し
か
す
か
の

わ
た
り
ゃ
た
ひ
の
と
ま
り
な
る
ら
む
(
別
)

題
讃
人
不
知

み
の
う
さ
を
お
も
ひ
し
と
け
は
ふ
ゅ
の
よ
も

と
〉
こ
ほ
ら
ぬ
は
な
み
た
な
り
け
り
(
矧
)

上
陽
人
苦
最
多
少
苦
老
た
る
苦

」
〈
苅
丁
オ
〉

と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

源
雅
光

む
か
し
に
も
あ
ら
ぬ
す
か
た
に
な
り
ゆ
け
と

な
け
き
の
み
こ
そ
お
も
か
は
り
せ
ぬ
(
問
)

青
黛
董
眉
ミ
細
長
と
い
へ
る
こ
と
を

よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

さ
り
と
も
と
か
く
ま
ゆ
す
み
の
い
た
つ
ら
に

」
〈
花
丁
ウ
〉

乙
〉
ろ
ほ
そ
く
も
お
い
か
け
る
哉
(
別
)

と
し
ひ
さ
し
く
修
行
し
あ
る
き
て

く
ま
の
に
て
験
く
ら
ヘ
し
け
る
を
祐

家
卿
ま
い
り
あ
ひ
て
み
け
る
に
こ
と

の
ほ
か
に
や
せ
お
と
ろ
え
で
す
か
た
も

あ
や
し
け
に
や
つ
れ
た
り
け
れ
は
み
わ

す
れ
て
か
た
は
ら
な
る
そ
う
に
い
か
な

る
人
そ
と
こ
と
の
ほ
か
に
し
る
し

」
〈
行
丁
オ
〉

あ
り
け
な
る
ひ
と
か
な
h

と
た
つ
ね

け
る
を
き
h

て
よ
め
る僧

正
行
尊

こ
〉
ろ
こ
そ
よ
を
は
す
で
し
か
ま
ほ
ろ
し
の
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す
か
た
も
人
に
わ
す
ら
れ
に
け
り
(
別
)

大
中
臣
輔
弘
祭
主
も
あ
か
さ
り
け
る

こ
ろ
祭
主
に
な
さ
せ
た
ま
へ
る
と
大

神
宮
に
ま
う
し
く
ね
い
り
た
り

」
〈
打
丁
ウ
〉

け
る
よ
の
ゆ
め
に
ま
く
ら
か
み
に
し

ら
れ
ぬ
人
の
た
ち
て
よ
み
か
け
る

寄

く
さ
の
は
の
な
ひ
く
も
ま
た
す
っ
ゅ
の
身
の

を
き
と
こ
ろ
な
く
な
け
く
こ
の
こ
ろ
(
防
)

六
条
右
大
臣
六
条
の
い
ゑ
つ
く
り
て

い
つ
み
な
と
ほ
り
て
と
く
わ
た
り
て

み
よ
な
と
ま
う
し
た
り
け
れ
は
読
る

」
〈
花
丁
オ
〉

顕
雅
卿
女

{
脚
}
伊
綱
女
号
/
信
乃

ち
と
せ
ま
て
す
ま
む
い
つ
み
の
そ
こ
に
よ
も

か
け
を
な
ら
へ
む
と
お
も
ひ
し
も
せ
し
(
別
)

宇
治
平
等
院
の
寺
主
に
な
り
て
宇

治
に
す
み
つ
き
て
ひ
え
の
や
ま
の

か
た
を
な
か
め
や
り
て
よ
め
る

忠
快
法
師

う
ち
か
は
の
そ
こ
の
み
く
り
と
な
り
な
か
ら

」
〈
沌
丁
ウ
〉

な
を
く
も
か
h

る
や
ま
そ
こ
ひ
し
き
(
即
)

家
を
人
に
は
な
ち
て
た
つ
と
て

は
し
ら
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る

周
防
内
侍

す
み
わ
ひ
て
わ
れ
さ
へ
の
き
の
し
の
ふ
く
さ

し
の
ふ
か
た
/
l
¥
し
け
き
や
と
か
な
(
問
)

賀
茂
成
助
に
は
し
め
て
あ
ひ
て
も
の

ま
う
し
け
る
つ
い
で
に
か
は
ら
け
と

」
〈
乃
丁
オ
〉

り
て
よ
め
る

津
守
園
基

き
h

わ
た
る
み
た
ら
し
か
は
の
み
つ
き
よ
み

そ
こ
の
こ
〉
ろ
を
け
ふ
そ
み
る
へ
き
(
問
)

皇
后
宮
弘
徽
殿
に
お
は
し
ま
し
け

る
こ
ろ
俊
頼
に
し
を
も
て
の
ほ
そ

と
の
に
て
た
ち
な
か
ら
人
に
も
の
ま

う
し
け
る
に
よ
の
ふ
け
ゆ
く
ま
冶
に

」
〈
乃
丁
ウ
〉

く
る
し
か
り
け
れ
は
っ
ち
に
ゐ
た
り

け
る
を
み
て
た
〉
み
を
し
か
せ
は
や
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と
女
の
ま
う
し
け
れ
は
た
〉
み
は
い
し

た
h

み
し
か
れ
て
は
ヘ
り
と
ま
う
す

を
き
〉
て
よ
め
る

皇
后
宮
大
武

い
し
た
〉
み
あ
り
け
る
に
は
を
き
み
に
ま
た

し
く
も
の
な
し
と
お
も
ひ
け
る
哉
(
側
)

」
〈
別
丁
オ
〉

【脚】

大
原
行
蓮
聖
人
か
許
へ
こ
そ
で
っ

か
は
す
と
て
よ
め
る

天
台
座
主
仁
費

一
首
/
土
御
門
右
大
臣
/
師
房
三
男
号
一
/
条
房
和
尚
文
/
号
梶
井

座
主

あ
は
れ
は
む
と
お
も
ふ
こ
h

ろ
は
ひ
ろ
け
れ
と

は
く
?
む
そ
て
の
せ
は
く
も
あ
る
哉
(
飢
)

百
首
寄
の
な
か
に
述
懐
の
心
を
よ
め

【
頭
}
堀
河
院
百
首
也
短
寄
反
膏
也

る

源

俊

頼

朝

臣

よ
の
な
か
は
う
き
み
に
そ
へ
る
か
け
な
れ
や

」
〈
初
丁
ウ
〉

お
も
ひ
す
つ
れ
と
は
な
れ
さ
り
け
り
(
似
)

お
と
こ
に
つ
き
て
越
前
園
に
ま
か
り

た
り
け
る
に
お
と
こ
の
心
か
は
り
て
つ

ね
に
は
し
た
な
め
け
れ
は
み
や
こ

な
る
お
や
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る

読
人
不
知

う
ち
た
の
む
人
の
こ
〉
ろ
は
あ
ら
ち
ゃ
ま

こ
し
ち
く
や
し
き
た
ひ
に
も
あ
る
哉
(
仰
)
」
〈
剖
丁
オ
〉

{
頭
}
六
帖
云
/
ヒ
ト
コ
、
ロ
ア
ラ
チ
/
ノ
ヤ
マ
ニ
ナ
ル
ト
キ
/
ソ
タ
ノ
ミ

コ
シ
チ
/
ノ
ミ
チ
ハ
ク
ヤ
シ
/
キ

か

ヘ

し

お

や

お
も
ひ
や
る
こ
h

ろ
さ
へ
こ
そ
く
る
し
け
れ

あ
ら
ち
の
や
ま
の
冬
の
け
し
き
は
(
似
)

お
も
ふ
こ
と
侍
り
け
る
こ
ろ
よ
め
る

参
議
師
頼

い
た
つ
ら
に
す
く
る
月
ひ
を
か
そ
ふ
れ
は

む
か
し
を
し
の
ふ
ね
そ
な
か
れ
け
る
(
側
)

か
〉
み
を
み
る
に
か
け
の
か
は
り
ゆ
く

」
〈
剖
丁
ウ
〉

を
み
て
よ
め
る

源
師
賢
朝
臣

か
は
り
ゆ
く
か
〉
み
の
か
け
を
み
る
た
ひ
に

お
い
そ
の
も
り
の
な
け
き
を
そ
す
る
(
側
)

前
太
政
大
臣
家
に
侍
り
け
る
女
を
中
将
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忠
宗
朝
臣
と
少
将
顕
園
朝
臣
と
も
に

【
頭
】
忠
宗
ハ
京
極
大
/
殿
孫

花

山

院
/
左
大
臣
男
/
母
播
磨
守
藤
/
原

定
綱

〈
マ
マ
〉
女
号
」
大
播
万
守
顕
/
国
ハ
国
信
卿
/
男

か
た
ら
ひ
侍
り
け
る
に
忠
宗
朝
臣
に

あ
ひ
に
け
り
そ
の
h

ち
程
も
な
く

」
〈
包
丁
オ
〉

わ
す
れ
に
け
り
と
き
〉
て
女
の
か
り
つ

か
は
し
け
る

源
顕
園
朝
臣

乙
ゆ
る
き
の
い
そ
き
で
あ
ひ
し
か
ひ
も
な
く

な
み
よ
り
乙
す
と
き
く
は
ま
と
か
〈
マ
マ
〉
(
側
)

蔵
人
親
隆
か
う
ふ
り
た
ま
は
り
て

【
頭
】
但
馬
守
隆
方
/
孫
参
議
正
三
位
/
大
蔵
卿
為
一
房
/
男
箆

F

ま
た
の
ひ
っ
か
は
し
け
る

藤
原
公
教

」
〈
包
丁
ウ
〉

く
も
の
う
ヘ
に
な
れ
に
し
も
の
を
あ
し
た
つ
の

あ
ふ
こ
と
か
た
に
お
り
ゐ
ぬ
る
哉
(
側
)

堀
河
院
御
時
源
俊
重
式
部
丞
ま

{
頭
】
俊
頼
男

う
し
け
る
申
文
に
そ
ヘ
て
中
納
言

重
資
卿
の
蔵
人
預
に
て
侍
り
け
る

と
き
っ
か
は
し
け
る
膏源

俊
頼
朝
臣

ひ
の
ひ
か
り
あ
ま
ね
き
そ
ら
の
け
し
き
に
も

」
〈
お
丁
オ
〉

我
身
ひ
と
つ
は
く
も
か
く
れ
つ
〉
(
側
)

こ
れ
を
奏
し
け
れ
は
内
侍
周
防
を

め
し
て
か
ヘ
し
せ
よ
と
お
ほ
せ
事
あ
り

け
れ
は
つ
か
う
ま
つ
れ
る

{
頭
】
散
木
集
調
云
/
コ
レ
ヲ
御
ラ
ム
シ
/
テ
内
侍
周
防
ヲ
メ
/
シ
テ
コ
レ

カ
ヘ
シ
セ
/
ヨ
ト
仰
ラ
レ
ケ
レ
/
ハ
心
ハ
イ
カ
ヤ
ウ
ニ
カ
/
サ
モ
サ

フ
ラ
ヒ
ヌ

ヘ
カ
/
ラ
ム
サ
マ
ニ
カ
シ
候
/
ヘ
キ
ト
奏
シ
ケ
レ
ハ
サ
ヤ

ウ
ニ
コ
ソ
ハ
ト
仰
/
コ
ト
ア
リ
ケ
レ
ハ
ツ
/
カ
ウ
マ
ツ
リ
ケ
ル
云
ミ

/
ソ
ノ
タ
ヒ
ナ
リ
ニ
ケ
/
リ
云
ミ

周
防
内
侍

な
に
か
お
も
ふ
は
る
の
あ
ら
し
に
く
も
は
れ
て

さ
や
け
き
か
け
は
き
み
の
み
そ
み
む
(
側
)

」
〈
お
丁
ウ
〉

金
葉
和
詩
集
巻
第
十

雑
部
下

公
賓
卿
か
く
れ
侍
り
て
の
ち
か
の
家
に

ま
か
り
た
り
け
る
に
梅
花
さ
か
り
に

さ
け
る
を
み
て
え
た
に
む
す
ひ
っ
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け

〉

る

う

た

藤

原

基

俊

む
か
し
み
し
あ
る
し
か
ほ
に
て
む
め
か
え
の

は
な
た
に
我
に
も
の
か
た
り
せ
よ
(
印
)

か

ヘ

し

中

納

言

賓

行

ね
に
か
ヘ
る
は
な
の
す
か
た
の
こ
ひ
し
く
は

た
〉
こ
の
も
と
を
か
た
み
と
は
み
よ
(
仰
)

人
ミ
あ
ま
た
く
し
て
花
み
あ
る
き
て

の
ち
か
せ
お
ご
り
て
ふ
し
た
り
け
る

に
人
の
も
と
よ
り
な
に
こ
と
か
と
た
つ

ね
て
侍
り
け
れ
は
い
ひ
っ
か
は
し
け
る

平
基
綱

さ
く
ら
ゆ
へ
い
と
ひ
し
か
せ
の
み
に
し
み
で

は
な
よ
り
さ
き
に
ち
り
ぬ
へ
き
哉
(
印
)

後
三
条
院
か
く
れ
お
は
し
ま
し
て
の

ち
五
月
五
日
に
一
品
宮
御
帳
に
さ
う

ふ
h

か
せ
侍
り
け
る
に
さ
く
ら
の
つ
く
り

は
な
の
さ
〉
れ
た
る
を
み
て
よ
め
る

藤
原
有
祐
朝
臣

あ
や
め
草
ね
を
の
み
か
く
る
よ
の
な
か
に

」
〈
似
丁
オ
〉

」

〈
斜
丁
ウ
〉

」

〈
邸
丁
オ
〉

お
り
た
か
へ
た
る
は
な
さ
く
ら
哉
(
似
)

北
方
う
せ
侍
り
て
の
ち
天
王
寺
に
ま

い
り
け
る
み
ち
に
て
よ
め
る

六
条
右
大
臣

な
に
は
え
の
あ
し
の
わ
か
ね
の
し
け
h

れ
は

こ
〉
ろ
も
ゆ
か
ぬ
ふ
な
て
を
そ
す
る
(
仙
)

郁
芳
門
院
か
く
れ
お
は
し
ま
し
て

の
ま
た
の
と
し
の
秋
知
信
か
り
つ
か

は

し

け

る

康

資

王

母

う
か
り
し
に
秋
は
っ
き
ね
と
お
も
ひ
し
を

こ
と
し
も
む
し
の
ね
こ
そ
ね
な
か
る
れ
(
側
)

下
藤
に
こ
え
ら
れ
て
な
け
き
侍
り

け
る
こ
ろ
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

せ
き
も
あ
え
ぬ
な
み
た
の
か
は
〉
は
や
け
れ
と

み
の
う
き
く
さ
は
な
か
れ
さ
り
け
り
(
印
)

律
師
賓
源
か
許
に
女
一
房
の
悌
供
養

せ
む
と
て
よ
は
せ
侍
り
け
れ
は
ま
か
り

た
る
に
手
筈
を
布
施
に
し
た
り

け
る
を
か
ヘ
り
て
み
け
れ
は
か
き
て

」

〈
釘
丁
ウ
〉

」
〈
鉛
丁
オ
〉
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い
れ
た
り
け
る
膏

讃
人
不
知

た
ま
く
し
け
か
け
乙
に
ち
り
も
す
ゑ
さ
り
し

ふ
た
お
ゃ
な
か
ら
な
き
み
と
を
し
れ
(
側
)

」
〈
鉛
丁
ウ
〉

お
ほ
ち
に
乙
を
す
て
h

侍
り
け
る
を

し
く
〉
み
に
か
き
つ
け
て
侍
り
け
る

苛

み
に
ま
さ
る
も
の
な
か
り
け
り
み
と
り
こ
は

や
ら
む
か
た
な
く
か
な
き
し
れ
と
も
の
)

阿
波
守
知
綱
に
を
く
れ
て
侍
り
け
る
こ

ろ
な
か
さ
れ
た
り
け
る
人
の
ゆ
る
さ
れ

て
か
ヘ
り
た
り
け
る
を
き
〉
て
読
る

」
〈
幻
丁
オ
〉

藤
原
知
信
母

【
脚
}
一
首
/
左
馬
権
頭
資
/
経
女

な
か
れ
で
も
あ
ふ
せ
あ
り
け
り
な
み
た
か
は

き
え
に
し
あ
は
を
な
に
〉
た
と
ヘ
む
(
仰
)

?
」
〉
ち
れ
い
な
ら
ぬ
こ
ろ
人
の
許
よ
り

い
か
h

な
と
申
た
り
け
れ
は
よ
め
る

讃
人
不
知

く
れ
た
け
の
ふ
し
〉
つ
み
ぬ
る
つ
ゅ
の
身
は

と
ふ
こ
と
の
は
に
お
き
そ
ゐ
ら
る
〉

」
〈
幻
丁
ウ
〉

(
飢
)

範
永
朝
臣
出
家
し
た
り
と
き
〉
て

能
登
守
に
て
侍
り
け
る
こ
ろ
園
よ
り

い
ひ
っ
か
は
し
け
る

藤
原
通
宗
朝
臣

{
脚
】
若
狭
守
正
四
位
下
/
前
大
武
従
三
位
/
経
衡
卿
一
男
母
/
前
筑
前
守

高
/
階
成
順
女

よ
そ
な
か
ら
よ
を
そ
む
き
ぬ
と
き
く
か
ら
に

乙
し
ち
の
そ
ら
は
う
ち
し
く
れ
つ
h

(

似
)

律
師
長
済
み
ま
か
り
て
の
ち
そ
の
あ

っ
か
ひ
を
し
て
あ
り
け
る
よ
ゆ
め
に

」
〈
∞
∞
丁
オ
〉

み
え
け
る
膏

た
ら
ち
め
の
な
け
き
を
つ
み
て
わ
れ
か
か
く

お
も
ひ
の
し
た
に
な
る
そ
か
な
し
き
(
仰
)

顕
仲
卿
の
む
す
め
に
を
く
れ
て
な

け
き
侍
り
け
る
乙
ろ
ほ
と
へ
て
と

ひ
に
つ
か
は
す
と
て
よ
め
る

大
蔵
卿
匡
一
房

そ
の
ゆ
め
を
と
は
〉
な
け
き
や
ま
さ
る
と
て

」
〈
∞
∞
丁
ウ
〉
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お
と
ろ
か
さ
て
も
す
き
に
け
る
哉
(
似
)

従
三
位
藤
原
賢
子
れ
い
な
ら
ぬ
事

【
頭
}
号
大
蔵
三
位
為
/
高
大
武
成
章
/
妻
偽
有
大
武
号
/
為
家
母
也

あ
り
て
よ
ろ
っ
こ
〉
ろ
ほ
そ
く
お
ほ

え
け
る
に
人
の
許
よ
り
い
か
〉
な
と
h

ひ
て
侍
り
け
れ
は
よ
め
る

藤
原
賢
子

い
に
し
へ
は
月
を
の
み
こ
そ
な
か
め
し
か

い
ま
は
ひ
を
ま
つ
わ
か
身
な
り
け
り
(
邸
)

」
〈
的
丁
オ
〉

み
ま
か
り
て
の
ち
ひ
さ
し
く
な
り
に

け
る
は
〉
を
ゆ
め
に
み
て
よ
め
る

権
僧
正
永
縁

ゆ
め
に
の
み
む
か
し
の
こ
と
を
あ
ひ
見
れ
は

さ
む
る
ほ
と
こ
そ
わ
か
れ
な
り
け
れ
(
仰
)

ひ
と
の
む
す
め
の
は
h

の
許
へ
ま
か
り

た
り
け
る
こ
ろ
を
も
き
や
ま
ひ
を

し
て
か
く
れ
な
む
と
し
け
る
と
き

」

〈
約
丁
ウ
〉

か
き
を
き
て
ま
か
り
に
け
る
膏

讃
人
不
知

露
の
身
の
き
え
も
は
て
る
は
な
つ
く
さ
の

は
〉
い
か
に
し
て
あ
ら
む
と
す
ら
む
(
仰
)

小
式
部
内
侍
う
せ
て
の
ち
上
東
門

院
よ
り
と
し
こ
ろ
た
ま
は
り
け
る
き
ぬ

を
な
き
あ
と
に
も
つ
か
は
し
た
り

け
る
に
小
式
部
内
侍
と
か
き
つ
け

」

〈
卯
丁
オ
〉

ら
れ
た
る
え
お
み
て
よ
め
る

和
泉
式
部

も
ろ
と
も
に
こ
け
の
し
た
に
は
く
ち
す
し
て

う
つ
ま
れ
ぬ
な
を
み
る
そ
か
な
し
き
(
仰
)

し
た
し
き
人
に
を
く
れ
て
わ
さ
の

こ
と
は
で
〉
か
へ
り
侍
り
け
る
に
よ

め

る

平

忠

盛

朝

臣

い
ま
そ
し
る
お
も
ひ
の
は
て
は
よ
の
な
か
の

」
〈
卯
丁
ウ
〉

う
き
く
も
に
の
み
ま
し
る
も
の
と
は
(
仰
)

陽
明
門
院
か
く
れ
お
は
し
ま
し
て
の

ち
御
わ
さ
の
こ
と
は
て
〉
ま
た
の
ひ
く

も
の
た
な
ひ
け
る
を
み
て
よ
め
る

藤
原
資
信

【
脚
】
大
蔵
大
輔
永
/
相
男
陽
明
院
/
蔵
人
興
福
寺
一
一
一
/
綱
禅
度
祖
父

さ
た
め
な
き
ょ
を
う
き
く
も
そ
あ
は
れ
な
る
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た
の
み
し
き
み
か
け
ふ
り
と
お
も
へ
は
(
側
)

白
河
女
御
か
く
れ
た
ま
ひ
て
の
ち

」
〈引
丁
オ
〉

か
の
家
の
南
お
も
て
の
藤
花
さ
か
り

に
さ
け
る
を
見
て
よ
め
る

僧
正
行
尊

草
木
ま
て
な
け
き
け
り
と
も
み
ゆ
る
哉

ま
っ
さ
ヘ
ふ
ち
の
こ
ろ
も
き
て
け
り
(
飢
)

兼
房
朝
臣
重
服
に
な
り
て
こ
も
り

ゐ
侍
り
け
る
に
出
羽
弁
の
許
よ
り

と
ふ
ら
ひ
た
り
け
る
を
か
ヘ
し
せ
よ

」
〈引
丁
ウ
〉

と
ま
う
し
け
れ
は
よ
め
る

橘
元
任

か
な
し
さ
の
そ
の
ゆ
ふ
く
れ
の
ま
〉
な
ら
は

あ
り
ヘ
て
ひ
と
に
と
は
れ
ま
し
や
は
(
仰
)

範
園
朝
臣
に
く
し
て
伊
議
園
に
ま
か

{
頭
】
資
業
卿
為
伊
議
守
之
時
与
能
/
因
法
師
/
武
蔵
守
行
義
男
〈
マ
マ
〉

/

母
致
明
女
/
七
番
龍
宮
祈
雨
/
左
能
因
/
ア
マ
ノ
カ
ハ

ナ
ハ
シ
/
ロ
水
ニ
セ
キ
ク
タ
セ
」
ア
マ
ク
タ
リ
ナ
ス
/
カ
ミ
ト
シ
ル

相
違
知
何
/

資
業
/
ア
マ
ノ
カ
ハ

水
セ
キ
/
ク
タ
ス
カ
ミ
ナ
レ
ハ
/
ア
メ
ノ
シ
タ

ニ
ハ
/
ア
フ
ク
ト
ヲ

'̂ 
ク

終
七
字
/

右

シ
レ
/
範
国
資
業
何
/

一
定
哉
依
早
/
祈
雨
云
注
文
膏
/
合
題
龍
宮

祈
/
雨
云
き
何
一
定
乎

り
た
り
け
る
に
正
月
よ
り
二
三
月
ま
て

い
か
に
も
雨
の
ふ
ら
さ
り
け
れ
は
苗
代

も
せ
て
さ
は
き
け
れ
は
よ
ろ
つ
に

」
〈
幻
丁
オ
〉

い
の
り
け
れ
と
か
な
は
て
た
ヘ
か
た

か
り
け
れ
は
守
能
因
膏
よ
み
て
一
宮

に
ま
い
ら
せ
て
い
の
れ
と
ま
う
し
け

れ
は
ま
い
り
て
よ
め
る能

因
法
師

あ
ま
の
か
は
な
は
し
ろ
み
つ
に
せ
き
く
た
せ

あ
ま
く
た
り
ま
す
神
な
ら
は
か
み
(
印
)

神
威
あ
り
て
大
雨
ふ
り
て
三
日

」
〈幻
丁
ウ
〉

三
夜
お
や
ま
さ
る
よ
し
家
の

集
に
み
え
た
り

心
経
供
養
し
て
そ
の
心
を
ひ
と
/
¥

に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
つ
い
で
に

掃
政
左
大
臣

い
ろ
も
か
も
む
な
し
と
〉
け
る
の
り
な
れ
と

い
の
る
し
る
し
は
あ
る
と
こ
そ
き
け
(
側
)
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法
文
の
あ
り
け
る
を
さ
と
な
る
女
房
の

」
〈
幻
丁
オ
〉

み
や
に
ま
う
さ
す
と
も
し
の
ひ
て

と
り
て
を
こ
せ
よ
と
ま
う
し
た
り

け
る
を
き
h

て
よ
ま
せ
た
ま
へ
る

三
宮

み
し
ま
〉
に
わ
れ
は
さ
と
り
を
え
て
し
か
は

し
ら
せ
て
と
る
と
し
ら
さ
ら
め
や
は
(
防
)

月
の
あ
か
冶
り
け
る
よ
謄
西
上
人
の

許
へ
い
ひ
っ
か
は
し
け
る

」
〈
幻
丁
ウ
〉

僧
正
行
尊

い
さ
き
よ
き
そ
ら
の
け
し
き
を
た
の
む
哉

わ
れ
ま
と
は
す
な
秋
の
よ
の
月
(
側
)

賓
範
聖
人
山
寺
に
こ
も
り
ぬ
と
き
〉

て
つ
か
は
し
け
る

静
厳
法
師

こ
〉
ろ
に
は
い
と
ひ
は
て
っ
と
お
も
ふ
ら
む

あ
は
れ
い
つ
く
も
お
な
し
う
き
ょ
を
(
仰
)

」

〈
似
丁
オ
〉

八
月
許
月
あ
か
泊
り
け
る
よ
阿
弥
陀

の
ひ
し
り
の
と
を
り
け
る
を
よ
は
せ

さ
せ
た
ま
ひ
で
さ
と
な
り
け
る
女

房
の
も
と
へ
い
ひ
っ
か
は
し
け
る

選
子
内
親
王

あ
み
た
ふ
と
h

な
ふ
る
こ
ゑ
に
夢
さ
め
て

に
し
へ
な
か
る
冶
月
を
と
そ
み
れ
(
側
)

法
花
経
の
心
を
よ
め
る

」
〈
似
丁
ウ
〉

皇
后
宮
肥
後

を
し
ヘ
を
き
て
い
り
に
し
月
の
な
か
り
せ
は

い
か
で
ご
〉
ろ
を
に
し
に
か
け
ま
し
(
側
)

清
海
聖
人
後
生
を
な
を
〉
そ
り
〈
マ
マ
〉

お
も
ひ
て
ね
ふ
り
い
り
た
る
に
ま

く
ら
か
み
に
僧
の
た
ち
て
よ
み
か
け

け
る
苛

か
く
は
か
り
こ
ち
で
ふ
か
せ
の
ふ
く
を
み
て

」
〈
侃
丁
オ
〉

ち
り
の
う
た
か
ひ
の
こ
さ
す
も
哉
(
側
)

普
賢
十
願
の
文
に
願
我
臨
欲
命
終

時
と
い
ヘ
る
こ
と
を
読
る

覚
樹
法
師

【
脚
】
一
首
/
六
条
右
大
臣
顕
/
房
男
号
東
南
/
院
己
講

い
の
ち
を
も
つ
み
を
も
っ
ゅ
に
た
と
ヘ
け
り
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き
え
は
と
も
に
や
き
え
む
と
す
ら
む
(
仙
)

弟
子
品
の
こ
h

ろ
を
よ
め
る

僧
正
静
円

」
〈白
丁
ウ
〉

一
首
/
号
木
幡
僧
正
薗
/
城
寺
二
条
前
太
/
政
大
臣
男
」
母
小
式
ロ

{脚】

内
侍

ふ
き
か
ヘ
す
わ
し
の
や
ま
か
せ
な
か
り
せ
は

こ
ろ
も
の
う
ら
の
た
ま
を
み
ま
し
ゃ
(
似
)

提
婆
品
の
心
を
よ
め
る陰

西
聖
人

{
脚
】
鎮
西
人
云
b
山
/
法
師
号
雲
居
/
寺
聖
人

の
り
の
た
め
に
な
ふ
た
き
〉
に
こ
と
よ
せ
て

や
か
て
う
き
ょ
を
乙
り
そ
は
て
ぬ
る
(
附
)

皇
后
宮
権
大
夫
師
時

け
ふ
そ
し
る
わ
し
の
た
か
ね
に
て
る
月
を

」
〈
%
丁
オ
〉

た
に
か
は
く
み
し
ひ
と
の
か
け
と
は
(
似
)

不
軽
品
の
心
を
よ
め
る権

僧
正
永
縁

あ
り
か
た
き
の
り
を
ひ
ろ
め
し
ひ
し
り
こ
そ

う
ち
み
し
ひ
と
も
み
ち
ひ
か
れ
け
れ
(
側
)

涌
出
品
の
?
」
〉
ろ
を
よ
め
る

た
ら
ち
ね
は
く
ろ
か
み
な
か
ら
い
か
な
れ
は

こ
の
ま
ゆ
し
ろ
き
い
と
〉
な
る
ら
む
(
側
)

」
〈
%
丁
ウ〉

薬
王
品
の
心
を
よ
め
る懐

尋
法
師

う
き
ょ
を
し
わ
た
す
と
き
け
は
あ
ま
を
ふ
ね

の
り
に
こ
〉
ろ
を
か
け
ぬ
ひ
そ
な
き
(
印
)

人
許
に
経
供
養
し
け
る
に
五
百
弟

子
品
の
こ
〉
ろ
を
と
き
け
る
に
解
賓

珠
の
た
と
ひ
と
き
け
る
を
き
〉
て
た

う
と
か
り
つ
る
よ
し
の
う
た
を
よ
み
て

」
〈
幻
丁
オ
〉

か
つ
け
も
の
と
つ
ら
に
む
す
ひ
つ
け
て

侍
り
け
る
を
み
て
か
へ
し
に
よ
め
る

権
僧
正
永
縁

い
か
に
し
て
こ
ろ
も
の
た
ま
を
し
り
ぬ
ら
む

お
も
ひ
も
か
け
ぬ
人
も
あ
る
よ
に
(
側
)

依
他
の
や
つ
の
た
と
ひ
を
人
き
よ
み

け
る
に
乙
の
み
か
け
ろ
ふ
の
乙
と
し
と

い
ヘ
る
こ
と
を
よ
め
る

」
〈
併
丁
ウ
〉

懐
尋
法
師
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い
つ
を
い
っ
と
お
も
ひ
た
ゆ
み
て
か
け
ろ
ふ
の

か
け
ろ
ふ
ほ
と
の
よ
を
す
く
す
ら
む

(ω)

常
住
心
月
輪
と
い
ヘ
る
こ
〉
ろ
を
よ
め
る

澄
成
法
師

よ
と
〉
も
に
こ
h

ろ
の
う
ち
に
す
む
つ
き
を

あ
り
と
し
る
こ
そ
は
る
〉
な
り
け
れ
(
仰
)

醍
醐
の
稗
迦
舎
に
は
な
の
ち
る
を

み
て
よ
め
る

称
海
法
師
母

け
ふ
も
な
を
お
し
み
や
せ
ま
し
の
り
の
た
め

ち
ら
す
は
な
そ
と
お
も
ひ
な
さ
す
は
(
飢
)

地
獄
繕
に
つ
る
き
の
枝
に
人
の
つ

ら
ぬ
か
れ
た
る
を
み
て
よ
め
る

和
泉
式
部

あ
さ
ま
し
ゃ
っ
る
き
の
え
た
の
た
わ
む
ま
で

乙
は
な
に
の
み
の
な
れ
る
な
る
ら
む
(
仰
)

や
ま
ひ
し
て
か
き
り
に
な
り
て
ま
と

ひ
け
れ
は
し
と
み
の
も
と
に
い
れ
て

お
ほ
ち
に
を
き
た
り
け
る
に
く
さ
の

つ
ゆ
あ
し
に
さ
は
り
け
る
ほ
と
に
ほ
と
〉

」
〈
錦
了
オ
〉

」
〈
鉛
丁
ウ
〉

き
す
の
な
き
け
れ
は
い
き
の
し
た
に

よ
め
る

{
脚
}

田
口
重
如

一
首
/
山
口
重
如
也
号
/
河
内
重
知
河
内
/
国
人
也

」

〈
ω丁
オ
〉

く
さ
の
は
に
か
と
で
は
し
た
り
ほ
と
〉
き
す

し
て
の
や
ま
ち
も
か
く
や
っ
ゆ
け
き
(
郎
)

つ
ゆ
に
お
ち
い
り
け
る
ほ
と
に
読
る

た
ゆ
み
な
く
こ
冶
ろ
を
か
く
る
み
た
ほ
と
け

ひ
と
や
り
な
ら
ぬ
ち
か
ひ
た
か
ふ
な
(
似
)

扉
風
の
ゑ
に
天
王
寺
の
西
門
に
て

み
れ
は
僧
の
ふ
ね
に
の
り
て
に
し
さ

ま
に
こ
き
は
な
れ
て
ゆ
く
か
た
か
け

」
〈

ω丁
ウ
〉

る
と
乙
ろ
を
よ
め
る

源
俊
頼
朝
臣

あ
み
た
ふ
と
〉
な
ふ
る
ご
ゑ
を
か
ち
に
て
や

く
る
し
き
う
み
を
乙
き
は
な
る
ら
む
(
師
)

連
奇

ゐ
た
り
け
る
と
こ
ろ
の
き
た
の
か
た
に

」
〈
川
丁
オ
〉
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乙
ゑ
な
ま
り
た
る
人
の
も
の
い
ひ
け
る

を

き

訟

で

永

成

法

師

あ
つ
ま
う
と
の
こ
ゑ
こ
そ
き
た
に
き
こ
ゆ
な
れ

律
師
慶
範

み
ち
の
く
に
よ
り
こ
し
に
ゃ
あ
る
ら
む
(
飾
)

桃
園
の
も
〉
の
は
な
を
み
て

頼
経
法
師

も
〉
そ
の
冶
も
h

の
は
な
こ
そ
さ
き
に
け
れ

公
資
朝
臣

む
め
つ
の
む
め
は
ち
り
や
し
ぬ
ら
む
(
仰
)

賀
茂
の
み
や
し
ろ
に
で
も
の
つ
く
を

と
の
し
け
る
を
き
〉
て神

主
成
助

【
脚
】
賀
茂
別
雷
杜
/
神
主
従
五
位
/
上
神
主
成
実
/
男

し
め
の
う
ち
に
き
ね
の
を
と
乙
そ
き
こ
ゆ
な
れ

行
重

い
か
な
る
神
の
つ
く
に
か
あ
る
ら
む
(
側
)

宇
治
に
て
田
の
な
か
に
お
い
た
る

お
と
こ
の
ふ
し
た
る
を
み
て

僧
正
深
費

」

〈
削
丁
ウ
〉

」

〈
肌
丁
オ
〉

【
脚
】
九
条
右
大
臣
/
男
号
禅
林
/
寺
僧
正

春
の
た
に
す
き
い
り
ぬ
へ
き
お
き
な
か
な

宇
治
入
道
太
政
大
臣

か
の
み
な
く
ち
に
み
つ
を
い
れ
は
や
(
仰
)

日
の
い
る
を
み
て

観
濯
法
師

」

〈肌
丁
ウ
〉

日
の
い
る
は
く
れ
な
ゐ
に
こ
そ
に
た
れ
け
れ

平
為
成

あ
か
ね
さ
す
と
も
お
も
ひ
け
る
哉

(側
)

た
の
な
か
に
む
ま
の
た
て
る
を
み
て

永
源
法
師

た
に
は
む
こ
ま
は
く
ろ
に
そ
あ
り
け
る

永
成
法
師

な
は
し
ろ
の
み
つ
に
は
か
け
と
み
え
つ
れ
と
(
飢
)

」

〈
肌
丁
オ
〉

か
は
ら
や
を
み
て

讃
人
不
知

か
は
ら
や
の
い
た
ふ
き
に
で
も
み
ゆ
る
か
な

助
俊

っ
ち
く
れ
し
て
や
つ
く
り
そ
め
け
む
(
仰
)

つ
く
し
の
し
か
の
し
ま
を
み
て
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為
助

つ
れ
な
く
た
く
る
し
か
の
し
ま
か
な

」
〈
問
丁
ウ
〉

園
忠

ゆ
み
は
り
の
月
の
い
る
に
も
お
と
ろ
か
て
(
紛
)

宇
治
へ
ま
か
り
け
る
み
ち
に
ひ
こ
ろ

あ
め
の
ふ
り
け
れ
は
水
の
い
て
〉
か
も

か
は
を
お
と
こ
の
は
か
ま
を
ぬ
き
て

手
に
さ
h

け
て
わ
た
る
を
み
て

頼
綱
朝
臣

か
も
か
は
を
つ
る
は
き
に
で
も
わ
た
る
か
な

」〈

m丁オ〉

信
網

か
り
は
か
ま
を
も
お
し
と
お
も
ひ
て
(
似
)

あ
ゆ
を
み
て

讃
人
不
知

な
に
〉
あ
ゆ
る
を
あ
ゆ
と
い
ふ
ら
む

匡
房
卿
妹

う
ふ
ね
に
は
と
り
い
れ
し
も
の
を
お
ぼ
つ
か
な
(
航
)

和
泉
式
部
賀
茂
に
ま
い
り
け
る
に
」
〈
問
丁
ウ
〉

わ
ら
う
つ
に
あ
し
を
く
は
れ
て
か

み
を
ま
き
た
り
け
る
を
み
て

神
主
忠
頼

ち
は
や
ふ
る
か
み
を
は
あ
し
に
ま
く
も
の
か

和
泉
式
部

こ
れ
を
そ
し
も
の
や
し
ろ
と
は
い
ふ
(
鮒
)

源
頼
光
か
た
ち
ま
の
守
に
て

あ
り
け
る
と
き
た
ち
の
ま
ヘ
に
た
け

か
は
と
い
ふ
か
は
の
あ
る
よ
り
ふ
ね
の

く
た
り
け
る
を
し
と
み
あ
く
る
さ
ふ

ら
ひ
し
て
と
は
せ
け
れ
は
た
て
と

ま
う
す
も
の
か
り
で
ま
か
る
な
り
と

い
ら
ふ
る
を
き
〉
て
く
ち
す
さ
ひ

に
い
ひ
け
る

」
〈
削
丁
オ
〉

源
頼
光
朝
臣

【
脚
】
嬬
津
守
正
四
位
/
下
前
掻
津
守
/
従
四
位
上
満
仲
/
男
母
近
江
守
従

た
て
か/

る困
ふ位
ね下
の源

す??
くう
る如
な本
り
け
り

こ
れ
を
連
膏
に
き
〉
な
し
て

相
模
母

あ
さ
ま
た
き
か
ら
ろ
の
を
と
の
き
こ
ゆ
る
は
(
航
)

」
〈
胤
丁
ウ
〉
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す
ま
ひ
く
さ
と
い
ふ
も
の
〉
お
ほ
か
り

に
け
れ
は
ひ
き
す
て
さ
せ
け
る
を

み
て

讃
人
不
知

ひ
く
に
は
つ
よ
き
す
ま
ひ
く
さ
か
な

と
る
て
に
は
は
か
な
く
う
つ
る
は
な
〉
れ
と
(
側
)

と
り
を
の
き
に
さ
し
た
る
か
あ
め
に

ぬ
れ
け
る
を
み
て

あ
め
ふ
れ
は
き
し
も
し
と
〉
に
な
り
に
け

h
りか

さ
〉
き
な
ら
は
か

〉
ら
ま
し
や
は

(ω)

み
の
む
し
の
む
め
の
は
な
の
さ
き
た

る
え
た
に
あ
る
を
み
て

」
〈問
丁
オ
〉

」
〈問
丁
ウ
〉

律
師
慶
這

【
脚
】
前
律
師
薗
城
寺
/
祭
主
神
祇
大
副
/
大
中
臣
元
房
孫
/
権
大
宮
司
公

宣
/
男

む
め
の
は
な
か
さ
き
た
る
み
の
む
し

ま
ヘ
に
あ
る
童

あ
め
よ
り
は
か
せ
ふ
く
な
と
や
お
も
ふ
ら
む
(
例
)

た
き
の
を
と
の
よ
る
ま
さ
り
て
き
こ

ゆ
る
を
き
〉
て

讃
人
不
知

よ
る
を
と
す
な
り
た
き
の
し
ら
い
と

」
〈附
丁
オ
〉

く
り
か
ヘ
し
ひ
る
も
わ
く
と
は
み
ゆ
れ
と
も
(
肌
)

は
し
ら
を
み
て

成
光

お
く
な
る
を
も
や
は
し
ら
と
は
い
ふ

観
逗
法
師

み
わ
た
せ
は
う
ち
に
も
と
を
は
た
て
〉
け
り
(
仰
)

七
十
に
な
る
ま
で
っ
か
さ
も
な
く

よ
ろ
つ
に
あ
や
し
き
こ
と
を
お
も
ひ

」
〈附
丁
ウ
〉

つ
〉
け
て
よ
め
る

【
頭
】
散
木
集
云
/
此
集
撰
ノ
奥
ニ
/
御
覧
モ
セ
ヨ
ト
/
オ
ホ
シ
ク
テ
書
/

付
云
き

源
俊
頼
朝
臣

な
h

そ
ち
に
み
ち
ぬ
る
し
ほ
の
は
ま
ひ
さ

き
ひ
さ
し
く
も
よ
に
む
も
れ
ぬ
る
か
な
(
仰
)
」

〈川
丁
オ
〉

{
頭
】
連
膏
之
奥
出
/
来
知
何
無
其
故
/
放
文
述
懐
放
/
無
下
嚢
也
不
似
/

奏
上
議
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白
紙

〈
即
丁
ウ
〉


